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序  章 

 

千 葉 県 立保 健医 療 大学 は 平 成 21 年 4 月 1 日 に 開 学 し た 。 前身 の 千 葉県 立 衛生 短 期大 学お

よ び 千 葉 県 医療 技術 大学 校 が 再 編 ・ 整 備 さ れ た も の で あ る 。 千葉 県立 衛 生短 期 大学 は 幕 張

の 地 に 第 一 看護 学科 、 第 二 看護 学 科 、 歯科 衛生 学 科 、 栄 養学 科 を 有す る 短期 大 学 と し て 、

千 葉 県医 療 技術 大学 校 は 仁 戸 名 の 地 に第一 看護 学 科 、 第 二看 護学 科 、 保 健学 科 、 助 産学 科 、

理 学 療法 学 科 、 作業 療法 学 科 の 6 学科 を 有 す る 専 門学 校 と し て 、 30年 以 上 の 長 き に わ た り

保 健 医療 に か か る 多 く の 人 材 を 輩 出 し 、 卒 業生 は 実 践 力 等 に お い て 常 に 高 く 評 価 さ れ て き

た 。 わ れ わ れ は ま ず 、 こ の 歴史 に 敬意 を 払 い た い 。  

 

平 成 25 年 3 月 に は 4 年 制 大学 と な っ て 初 め て の 卒 業 生 を 世 に 送 り 出 し た 。 こ れ ま で 大学

運 営 の 改 善 に は そ の 都度 努 め て は き た が 、 今 こ そ 、 来 し 方 を 振 り 返 り 将 来 を 見つ め な お

し 、 開学 の 理念 に そ っ て 「 大 学 の 質 」 を 点 検評 価 し 、 さ ら に 発展 さ せ る 課題や 改善すべ き

問 題 点 を 明 ら か に し 、 す み や か に 実行す る こ と に あ る 。  

こ の 点検 評 価 で は 、 ま ず 自 ら を 評 価す る が ゆ え に 、 「 い か に 客観 性 を 保つ か 」 が も っ と も

重 要 な 課 題 と な る 。 こ れ ま で の Plan-Do-Check-Action の 流れ が ス パ イ ラ ル ア ッ プ に つ な が っ て

き た か 、 「 内部 質保 証 の シ ス テ ム 」 が 作動 し て い る か 、 効果は ど う か な ど を 問 わ な け れ

ば な ら な い 。 点 検 評 価の 作 業は さ ら に 、 外 部の 評 価機 関 に よ り 補 完 さ れ る こ と に よ っ て 十

分 な 客 観 性 を う る こ と が で き る 。  

 

こ の 度 、 大 学基 準 協会 に よ る 評 価 を 受 け る こ と に な っ た 。 「 千葉 県立 保 健医 療 大学  自

己 点 検 • 評 価報 告書 」 を 取 り ま と め る に あ た り 、 さ ま ざ ま な 問題 点 が 浮 き 彫 り に な り 、 本

学 の 教育 ・ 研究 や管 理運 営 の 質 を 向 上 さ せ る き っ か け と な る で あ ろ う 。 開学 後 4 年 目 の 完

成 年 度 が 過 ぎ 、 新 し い 段 階 に 入 ろ う と す る 現在 、 保健 医 療専 門職 養成 の 理念 が ど の よ う に

果 た さ れ て き た か 、 今後 ど の よ う に 発 展す べ き か し っ か り 見 定 め る 機 会 と し た い 。 以下 の

報 告 書 は 、 各委 員会 等 か ら の 情 報 を 集 約 し 、 本 学 の 「 自 己点 検 ・ 評価 委 員会 」 お よ び そ の

「 認 証評 価 部会 」 を 中心 に ま と め ら れ た も の で あ る 。  

 

平 成 27年 1 月 

 

千 葉 県立 保 健医 療大 学  

学 長   山  浦   晶 
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第 一 章  理 念 ・ 目的 

 

1 ． 現状 の 説明 

(1)大 学 ・ 学 部 ・ 研究 科等 の 理念 ・ 目的 は 適 切 に 設 定 さ れ て い る か 。  

千 葉 県 立保 健医 療 大学 は 、 平 成 21 年 4 月 に 開学 し 、 健 康 科学 部 の 一学 部 か ら な り 、 保 健

医 療 分野 で あ る 「 看 護学 」、 「 栄 養学 」、 「 歯 科 衛生 学 」、 「 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 ( 理

学 療 法学 専 攻 、 作業 療法 学 専攻 ) 」 4 学科 2 専 攻 を 教 育 研究 の 対 象 と し 、 各 分 野 の 保健 医

療 専 門職 を 育 成 す る こ と を 目 的 と し て い る 。  

本 学 の 教育 研究 上 の 理念 と し て 、 高 い 倫理 観 と す ぐ れ た 専門 的知 識 ・ 技 術 を 身 に つ け 、

健 康 づ く り な ど の 保 健医 療 活動 を と お し て 、 地 域 社会 に 貢献 し 、 保健 医 療 の 国 際化 に 対 応

で き る 人 材 の 育 成 に 取 り 組 む と と も に 、 健 康づ く り な ど の 保 健医 療 の 政 策課 題 に 関 す る 実

践 的 研究 を 行 い 、 そ の 成 果 を 地 域 に 還 元 し 、 千 葉 県 の 健 康づ く り 政策 に 貢献 す る こ と を 掲

げ て い る ( 資 料 1-1  3 ． 教 育研 究 上 の 理念 目的  pp.5-6)( 資料 1-2 教育 理 念 ・ 目 標 )( 資料

1-3) 。  

理 念 を 具 体 的 に し た 目的 は 、 千 葉 県立 保健 医療 大 学設 置 管理 条例 第二 条 に 基 盤 が あ り 、

「 県 は 、 保 健医 療 に 関す る 専門 的 か つ 優 れ た 知 識 及び 技 術 を 教育 研究 す る た め 、 学 校教 育

法 ( 昭 和 二 十二 年法 律第 二 十六 号 ) 第 八十 三条 の 規定 に よ る 大学 と し て 、 千 葉 県立 保健 大

学 を 千 葉 市 に 設 置す る 」 と 定 め て お り 、 ま た 、 学 科 ご と の 学 則 は な い が 、 学 部 学科 共通 の

学 則 で あ る 千葉 県立 保健 医 療大 学 学則 第 1 章第 1 条 で は 、 「 千葉 県保 健 医療 大 学 は 、 保 健

医 療 に 関 わ る 優 れ た 専門 的 知識 及 び技 術 を 教授 研 究 し 、 高 い 倫理 観 と 豊 か な 人 間 性 を 備 え 、

地 域 社会 に 貢献 し 、 保健 医 療 の 国 際化 に 対 応 で き る 人 材 を 育 成す る と と も に 、 研究 成果 を

地 域 に 還 元 す る こ と に よ り 、 県 民 の 保 健医 療 に 寄 与す る こ と を 目 的 と す る 。」 と 謳 っ て い

る ( 資 料 1-4 p.1)( 資 料1-5 p.9) 。  

千 葉 県 に お い て 、 豊 か な 人 間 性 と 専門 的 な 知識 ・ 技術 を 併 せ 持 っ た 人 材 を 育 成 し 、 県内

医 療 機関 等 へ輩 出す る こ と が 求 め ら れ て お り 、 そ れ に 対 し 上 記 に あ る 適 切 な 教 育研 究上 の

理 念 が 設 定 さ れ て い る 。  

こ れ ら の 条 例 ・ 規 定 と 学 則 と 理 念 に よ り 具 体的 な 教 育 研 究上 の 目 標 に し た も の が 、 以下

の 当 大学 の 教育 研究 上 の 目 的 と し て い る 。  

① 高 い 倫理 観 と 豊 か な 人 間 性 を 持 っ た 人材 の 育 成 

生 命 の 尊 厳 を 深 く 理解 し 、 専門 職 と し て の 高 い 倫 理観 を 育 み 、 人 間 を 総 合 的 に 理解

し 、 多 様性 を 認 め あ う 広 い 視野 を 持 っ た 人 材 を 育 成 す る 。  

② 健 康 づ く り な ど の 保健 医 療 に 関 わ る す ぐ れ た 専 門職 の 育成 

す ぐ れ た 専門 的知 識 ・ 技 術 を 修 得 し 、 一人 ひ と り の 状 況 に 応 じ た 健康 づ く り な ど の

多 様 な 保 健 医療 を 研 究 ・ 企 画 ・ 評 価す る 能 力 を 持 っ た 人 材 を 育 成 す る 。 さ ら に 、 チ ー

ム 支 援 な ど に お け る 実践 指 導者 と し て 、 時 代 の 要 求 に 応 え 専 門性 を 発 揮 で き る よ う 、

生 涯 を 通 じ た 自 己 学習 の 能 力 を 培 う 。  

③ 地 域 社会 に 貢 献 し 保健 医 療 の 国 際化 に 対 応 で き る 人 材 の 育 成 

地 域 に 開 か れ た 大 学 に お い て 、 県 民 、 保健 医療 関 係者 と 広 く 連携 ・ 交 流 を 行 い 、 地

域 社 会 に 貢 献す る 意識態 度 を 醸 成 す る 。 ま た 、 国 の 内 外 を 問 わ ず 国際 的 な 視 野 を 持 っ

て 活 動 で き る 人 材 を 育成 す る 。  
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④ 千 葉 県 の 健康 づ く り 政 策 の シ ン ク タ ン ク 機能 

健 康づ く り な ど の 保健医 療 の 政 策 課題 に 関 す る 実 践的 研 究 を 行 い 、 そ の 成 果 を 地 域

に 還 元 し 、 県 の 健 康づ く り 政策 に 貢献 す る ( 資 料 1-1  3 ． 教 育研 究上 の 理念 目 的

pp.5-6)(資料 1-2 教 育理念 ・ 目標 )( 資料 1-3)( 資料 1-5) 。  

 

(2)大 学 ・ 学 部 ・ 研究 科等 の 理念 ・ 目的 が 、 大学 構 成員 ( 教 職 員及 び学 生 ) に 周 知 さ れ 、 社

会 に 公表 さ れ て い る か 。  

教 育研 究上 の 理念 ・ 目 的 に つ い て は 、 千 葉県 立 保健 医 療大 学設 置認 可 申請 書 ( 資 料

1-1  千葉 県立 保健医 療 大学 設 置認 可申 請書 ) に 記 載 さ れ て お り 、 2009 年 の 開学 時 よ り

ホ ー ム ペー ジ ( 資 料 1-2 大学 開 設関 連資 料  教 育理 念 ・ 目 標 ) に て 広 く 公 表 さ れ て い る 。

ま た 、 本学 教職 員及び 学 生 に は 、 ホ ー ム ペー ジ に 加 え て 、 毎 年 発行 さ れ る 大 学案 内 、 授

業 概 要 、 学 生 ハ ン ド ブ ッ ク 、 教 育研 究年 報 に 明 記 さ れ 周知 さ れ て い る ( 資 料 1-3 p.2)( 資

料 1-6 p.1)( 資料 1-7pp.1-3)( 資 料 1-8 p. 3) 。  

直 接 の 周知 方法 と し て 、 学 生 に 対 し て は 、 授業 概 要 、 学 生 ハ ン ド ブ ッ ク を 通 じ て 新 入

生 ・ 在校 生 の ガ イ ダ ン ス に お い て 周 知 を 図 っ て い る 。 教 職員 に 対 し て は 、 開 学 時 、 着任 時

に 説 明 し て い る 。  

社 会 へ の 公 表 は 、 主 に 大 学 案内 ・ 各種 学生 選抜 募 集要 項 を 通 し 実 施 し て い る 。 受験 希望

者 、 千葉 県 の 高 等学 校や 請 求 の あ っ た 受験 関連 企 業 に 毎 年配 布 し 、 入 試 説明 会 ・ オ ー プ ン

キ ャ ン パ ス ・ 高 校訪 問 ( 模 擬 授 業 ) を 通 じ て 理 念 ・ 目 的 を 説 明 し て い る ( 資 料 1-3)( 資料

1-9) 。 さ ら に 、 大学 ホ ー ム ペー ジ を 活 用 し 、 広 く 公開 ・ 提示 し て い る ( 資 料 1-2 入 試関 連

情 報 ) 。  

 

(3)大 学 ・ 学 部 ・ 研究 科等 の 理念 ・ 目的 の 適 切性 に つ い て 定 期 的 に 検証 を 行 っ て い る か 。  

大 学 の 理念 ・ 目 的 の 適切 性 に つ い て の 検証 は 、 平 成 25 年 に 「 内部 質保 証 の た め の 教 員 ア

ン ケ ー ト 」 を 実 施 し て い る 。 教 員 ア ン ケ ー ト で は 「 基 本 理念 の 過 不足 」 は 「 過 不足 が あ ま

り な い 」、 あ る い は 「 全 く な い 」 と 答 え た も の は 全 体 の 81.7 ％ あ り 、 ほ ぼ 満 足 で き る 結 果

と な っ て い る 。 教 員 の 教 育 目標 の 98％ が 理 解 さ れ て お り 、 92 ％ は 教育 目 標 に ほ ぼ 満 足 し て

い る 結果 と な っ て い る ( 資 料1-10) 。  

 

2 ． 点検 ・ 評価 

● 基 準 1 の 充足 状況 

大 学 の 理念 ・ 目 的 は 、 学 校 教育 法 第八 十三 条 を 踏 ま え て 、 千 葉県 立保 健 医療 大 学設 置認

可 申 請書 に 明確 に 記 載 さ れ 、 学 生 ・ 教 員へ の 配 布 資料 、 受験 希望 者へ の 配布 資 料等 に も 記

載 さ れ て い る 。 同時 に 理 念 ・ 目 的 の 適 切性 に つ い て 検 証 さ れ て い る 。 ま た 理 念 ・ 目 的 は ホ

ー ム ペー ジ 等 を 通 じ て 、 学 内構 成 員や 社会 に 対 し て 明 ら か に し て い る 。  

① 効 果 が 上 が っ て い る 事 項 

大 学 の 理念 ・ 目 的 は 授業 概 要や パ ン フ レ ッ ト な ど の 資 料 に 明 確 に さ れ 、 学生 や 教員 に 配

布 さ れ て い る ( 資料 1-13 p.2)( 資料 1-6 p.1)( 資料 1-7 pp.1- 3)( 資 料 1-8 p. 3) 。 ま た 、 ホ ー ム ペ

ー ジ に も 掲 載 さ れ 検 証 し た 結果 か ら も 効果 が 上 が っ て い る 。 総務 ・ 企 画 委員 会 が 実 施 し た

「 内 部質 保 証 の た め の 教 員 ア ン ケ ー ト 」 の 検証 に よ る と 教員 へ の 周知 も 十分 に さ れ 、 適 切
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性 に つ い て も 学 内 で は 検 証 さ れ 効 果 が あ が っ て い る ( 資 料 1-10)( 資料 1-12  第 一部  平 成

25 年 度総 務 ・ 企 画委 員会 活 動概 略 ) 。  

② 改 善 す べ き 事項 

理 念 ・ 目的 は 教 職 員や学 生 に 周 知 さ れ て い る が 、 千葉 県 民 を は じ め 社 会 一般 に さ ら に 周

知 す る た め に は 広報 活動 や ホ ー ム ペー ジ の ア ク セ ス の 改 善 と そ の 活用 が 必要 で あ る 。 さ ら

に 理 念 ・ 目 的 の 適切 性 に つ い て 定 期的 に 外 部 の 第 三者 に よ る 検証 が 必 要 で あ る 。  

 

3 ． 将来 に む け た 発 展方 策 

① 効 果 が 上 が っ て い る 事 項 

大 学 の 理念 ・ 目 的 は 今後 も 学内 外 に 広 く 周 知 し て い く 。 ま た 、 適 切性 に つ い て 、 総 務 ・

企 画 委員 会 が 平 成 25 年度 に 実施 し た 「 内部 質保 証 の た め の 教 員 ア ン ケ ー ト 」 を 定 期 的 に 検

証 し て い く 。  

② 改 善す べ き 事 項 

本 学 の 理念 • 目 的 が 社会 に さ ら に 広 く 理解 さ れ る た め に は 、 具体 的 な 成 果 ( 目 標 に 沿 た

っ た 専 門 職 養成 等 ) を 追 求 し な が ら 、 社会 貢献 委 員会 が 市民 へ の 公開 講 座開 催 、 学 術推 進

委 員 会 が シ ン ポ ジ ウ ム 、 入 試実 施 部会 が オ ー プ ン キ ャ ン パ ス を さ ら に 充 実 さ せ て 、 地域 住

民 と の 交 流 を 促 進 し て い く 必要 が あ る ( 資 料1-11) 。 ま た 、 社 会へ の 公 表 方法 の 一つ で あ る

ホ ー ム ペ ー ジ の ア ク セ シ ビ リ テ ィ が 課 題 で あ る が 、 ホ ー ム ペ ー ジ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 委員 会

が 平 成 27 年 度 の 千葉 県庁 の シ ス テ ム 改 善計 画 に 合 わ せ て 平 成 27年 度 7 月 に 刷 新 す る 予定 で

あ る 。 そ の 際 に 、 ホ ー ム ペ ー ジ へ の ア ク セ シ ビ リ テ ィ に つ い て は 全 面 的 な 改 善 を 行 う 。 ま

た 、 理念 ・ 目的 な ど の 適 切 性 を 検 証す る 体 制 を 明 確 に し 、 外 部有 識者 を 構 成 員 に も つ各 委

員 会 や評 議 会 な ど に よ る 定 期的 な 検 証 を 行 う 。  

 

4 ． 根 拠資 料 

1-1  千 葉県 立 保健医 療 大学 設 置認 可申 請書 ( 抜 粋 )   

1-2  千 葉県 立 保健医 療 大学 ホ ー ム ペー ジ   

http://www.pref.chiba.lg.jp/hoidai/index.html)  

1-3  2014 年 度  大学 案 内 パ ン フ レ ッ ト  

1-4  千 葉県 立 保健医 療 大学 設 置管 理条 例 

1-5   千 葉県 立 保健医 療 大学 学 則 

1-6  平 成 26 年 度版授 業 概要(2014シ ラ バ ス )  

1-7  平 成 26 年 度学生 ハ ン ド ブ ッ ク  

1-8  平 成 24 年 度千葉 県 立保 健 医療 大学 教育 研 究年 報 

1-9  平 成 26 年 度千葉 県 立保 健 医療 大学 学生 募 集要 項 (4 種 ) 一 般選 抜 、 特 別 選抜 

( 推 薦 入学 ) 、 特 別選 抜 ( 社 会 人 ) 、 3 年次 編 入学 

1-10  平 成 25 年 内部質 保 証 の た め の 教員 ア ン ケ ー ト の 結果 

1-11  県 と の 意 見交換 会 及び 社 会貢 献 に 関す る 資料 

1-12  平 成 25 年 度千葉 県 立保 健 医療 大学 教育 研 究年 報 

1-13  2015 年 度  大学 案 内 パ ン フ レ ッ ト  

 

http://www.pref.chiba.lg.jp/hoidai/index.html
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第 二 章  教 育研 究組 織 

 

1 ． 現状 の 説明 

(1)大 学 の 学 部 ・ 学科 ・ 研 究 科 ・ 専 攻お よ び 付属 置 究所 ・ セ ン タ ー 等 の 教 育研 究 組織 は 、 理

念 ・ 目的 に 照 ら し て 適切 な も の で あ る か 。  

＜ 本 学 の 理 念 ・ 目的 を 実 現 す る た め の 教育 研究 組 織＞ 

 大 学 の 理 念目 的 を 実現 す る た め の 教 育研 究組 織 は 、 大 学設 置 に 際 し 大 学設 置 審議 会 で 適

切 と さ れ た ( 資 料 2-1p.5) 。 本学 は 、 保 健医療 系 分野 の う ち 、 看 護学 、 栄養 学 、 歯 科衛 生学 、

理 学 療法 学 、 作 業療 法学 を 教 育 研 究 の 対象 と し て い る た め 、 看護 学科 、 栄養 学 科 、 歯科 衛

生 学 科 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 科 ( 理 学療 法学 専 攻 ・ 作 業療 法学 専攻 ) の 4 学 科 を 設置 し

て い る 。 そ し て 、 各 分野 に お け る 専門 的知 識 ・ 技 術 を 身 に つ け る と と も に 、 職 種間 で の 連

携 に よ る チ ー ム 支援 が で き る 人 材 を 育 成す る た め に 、 こ れ ら の 4 学科 を 健 康 科 学部 と い う

単 一 学部 の 下 に 位置 づ け て い る 。 し か し 、 本学 は 1 つ の 学部 で あ り な が ら 、 看 護 学 科 、 栄

養 学 科 、 歯 科衛 生学 科 は 「 幕 張 キ ャ ン パ ス 」 に 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 科 は 「 仁戸 名 キ ャ

ン パ ス 」 に 設置 さ れ 、 1 学 部 2 キ ャ ン パ ス 体制 と な っ て い る 。 な お 、 歯 科衛 生 学科 に は 、

学 生 が 実 習 を 通 し て 専門 的 知識 ・ 技術 を 深 め ら れ る よ う 、 附 属 の 歯科 診 察室 が あ る ( 資 料

2-2 p.5) 。 な お 、 附属 の 歯 科 診察 室 に つ い て は 第 8 章 の ＜ 地域 住民 へ の 歯 科診 療 の 提 供＞ に

て 詳 細 に 述 べ る ( 資 料 2-7) 。  

現 在 、 将来 構想 検 討委員 会 に て 、 本学 の 理 念 ・ 目 的 を よ り 実 現す る 為 の 付属 研 究所 等 の

組 織 づ く り に つ い て 検討 し て い る 。 そ の 中 で 、 ① キ ャ ン パ ス 統合 、 ② 大 学院 の 設置 、 ③ 大

学 付 属実 践 研修 研究 セ ン タ ー の 設 置 が 検討 課題 で あ る ( 資 料 2-6) 。  

 

(2)教 育研 究 組織 の 適 切性 に つ い て 、 定 期的 に 検 証 を 行 っ て い る か 。  

 教 育研 究 組織 の 適 切性 に つ い て 、 定 期的 な 検 証 は 行 っ て い な い が 、 以 下 の 機 会 を つ か っ

て 検 証 を 行 っ た 。  

＜ 将 来構 想 検討 委員 会 で の 検討 ＞ 

 開 学 し た 平成 21年 4 月 よ り 学 内 の 将 来構 想検 討 委員 会 で 、 本学 の 現 状 と 課 題 を 整 理 し 、

将 来 の 整 備 に 関 す る 方向 に つ い て 検 討 を 開 始 し た ( 資 料 2-6) 。 検 討 の 結 果 、 本 学 の 基本 理

念 を 達 成 す る た め に は 、 以 下 の 点 が 不 可欠 で あ る と の 結 論 を 得 た 。 ① キ ャ ン パ ス 統 合 ： 多

様 な 保 健 医 療 を 研究 ・ 企 画 ・ 評 価 す る 能力 を も っ た 人 材 及び チ ー ム 支 援 が で き る 人 材 の 育

成 の た め に は 全 学生 が 同 一 キ ャ ン パ ス に 集 い 学 ぶ こ と が 不可 欠 で あ る 。 ②大 学 院 の 設置 ：

理 念 達成 の た め に は 高度 実 践者 ・ 管理 者 ・ 指導 者 ・ 開 発 研究 者 の 育成 が 必要 で あ り 、 大 学

院 の 設置 が 不可 欠 で あ る 。 ③大 学 附属 実践 研修 研 究 セ ン タ ー ( 仮 称 ) の 設 置 ： 理念 達成 の

た め に は 、 現役 実践 者 の 継 続教 育 、 指 導者 ( 管 理 者 ・ 教 育者 ) の 養成 、 保健 医 療提 供 シ ス

テ ム の 開 発 研究 者 の 養成 が 必要 で あ り 、 大 学附 属 実践 研 修研 究 セ ン タ ー ( 仮 称 ) の 設 置 が

不 可 欠 （ 資 料 2-3 p p. 3-25) 。 こ の 健闘 さ れ た 報 告 書 は 、 評議 会 の 議 を 経 て 設 置 者 で あ る 県

に 提 出 さ れ た 。 こ れ を 受 け て 県 は 、 平 成 23 年度 に 外部 委 託 に よ り 調査 ( 資 料 2-4) を 行 っ た

が 、 現在 ま で の と こ ろ 、 整 備計 画 が 策 定 さ れ る に は 至 っ て い な い 。  

＜ 教 員 を 対 象 と し た 内部 質 保証 の た め の 調 査＞ 

 平 成 25 年 10月 に 教 員 を 対 象 と し て 内 部質 保証 の た め の ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 っ た 。 「 基 本
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理 念 を 実 現 す る た め に 十 分 な 教 育 ・ 研 究組 織や 体 制 が 整 備 さ れ て い る と 思 い ま す か 」 の 問

い へ の 回 答 は 、 「 あ ま り そ う 思 わ な い 」 52.2% 、 「 全 く そ う 思 わ な い 」 15.2%で あ り 、 そ の 理

由 は 、 ‘ ( 基 本 理念 の 実 現 の た め に は 大学 院 の 設 置 が 不 可欠 で あ る が ) 大 学 院 が 設 置 さ れ

て い な い ’、 ‘ 保健 医療 の 国際 化 に 対 応 で き る 人 材 の 育 成 の た め に は 国 際 交 流 等 を 担 う 組

織 が 必要 で あ る ’、 ‘ 専 門 分野 の 異 な る 研 究者 が 集 ま っ て い る の に 共 同 研究 の 体制 が 整 っ

て い な い ’、 ‘ 関連 す る 職 種間 で の 連 携 に よ る チ ー ム 支 援 が で き る 人 材 を 育 成 す る の に 学

科 が 2 つ の キ ャ ン パ ス に 分 か れ て い る の は 適切 で は な い ’ な ど で あ っ た ( 資 料 2-5) 。 こ の

調 査 に よ り 組織 上 の 問題 点 は 明 ら か に な っ た が 、 改善 の た め の 検 討 に は 着 手 で き て い な い 。  

  

2 ． 点検 ・ 評価 

● 基 準 2 の 充足 状況 

大 学 の 学部 、 学 科 ・ 専攻 の 教育 研 究組 織 は 、 大 学 の 理 念 ・ 目 的 に 照 ら し 適 切 で あ る 。 し

か し 、 大 学 の 理 念 ・ 目的 の さ ら な る 実 現 の た め に は 、 い く つ か の 課題 を 抱 え て い る 。  

① 効 果 が 上 が っ て い る 事 項                                                                                                      

 平 成 25 年 に 実 施 し た 「 内 部質 保 証 の た め の ア ン ケ ー ト 調査 」 に よ れ ば 、 本 学 の 学 部 ・ 学

科 は 、 本 学 の 理 念 ・ 目的 に 照 ら し て 適 切 で あ る と の 自 己 評価 を 得 た ( 資 料 2-5) 。 さ ら に 、

将 来 構想 検 討委 員会 で の 検 討及 び 平成 23年 〜24 年 に 実 施 し た 外部 コ ン サ ル テ ー シ ョ ン を 通

し て 、 大 学 の 理 念 ・ 目的 の 更 な る 実現 の た め に は 、 「 キ ャ ン パ ス 統合 、 大学 院 の 設 置 、 大

学 附 属実 践 研修 研究 セ ン タ ー ( 仮 称 ) の 設 置 」 が 必要 で あ る と い う 方 針 を 明 確 に 打 ち 出 す

こ と が で き た 。 ( 資 料 2-3) 。  

② 改 善す べ き 事 項 

 本 学 の 理 念 ・ 目的 の 実 現 の た め に は 、 キ ャ ン パ ス 統 合 、 大 学院 の 設 置 、 大 学 附属 実践 研

修 研 究 セ ン タ ー ( 仮 称 ) の 設 置 を す す め て い く 必 要 が あ る 。 ま た 、 専 門 分野 の 異 な る 研 究

者 に よ る 共 同研 究 の 体制 づ く り や 保健 医療 の 国 際 化 に 対 応 で き る 人材 育 成 の た め の 組織 づ

く り に 取 り 組 ん で 行 く 必 要 が あ る 。  

 

3 ． 将来 に 向 け た 発 展方 策 

① 効 果 が 上 が っ て い る 事 項 

 平 成 25 年 に 実 施 し た 、 本 学 の 学 部 ・ 学科 は 、 本 学 の 理 念 ・ 目的 に 照 ら し て 適 切 で あ る た

め 、 変更 等 は 考 え て い な い 。  

② 改 善 す べ き 事項 

・ 将 来構 想 検討 委員 会 で 検 討審 議 さ れ た キ ャ ン パ ス 統 合 、 大 学院 設置 、 大学 附 属実 践研 究

セ ン タ ー ( 仮 称 ) の 設置 の た め に は 予 算措 置 が 必 要 で あ る 。 平成 23年 度 末 に 県 の 委 託業 者

に よ っ て 調 査 報 告 書 が 作 成 さ れ 、 そ れ に 基 づ き 県 に 予 算 要求 を 行 っ た が 予算 が つ か な か っ

た 。 引 き 続 き 県 に 予 算請 求 し て い る が 、 県 と 大 学 と で 話 し 合 い を も ち 現 状 認 識 を 共 有 し 、

実 現 に 向 け た ス テ ッ プ を 作 成 し て い く 。  

・ 専 門分 野 の 異 な る 研究 者 に よ る 共同 研究 の 体 制 づ く り や保 健医 療 の 国 際化 に 対応 で き る

人 材 育成 の た め の 組 織づ く り は 、 学内 で 改 善 で き る こ と か ら 、 学 術推 進 企画 委 員会 や教 務

委 員 会 に 検 討事 項 と し て 投 げ か け 、 体 制づ く り に 着手 す る 。  

4 ． 根拠 資 料 
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2-1  千 葉県 立保 健医 療 大学 設 置認 可申 請書 ( 抜 粋 )( 既出 資料 1-1)  

2-2  平 成24 年度 千葉 県 立保 健 医療 大学 教育 研 究年 報 

2-3   千 葉県 立保 健医 療 大学 将 来構 想検 討委 員 会設 置 規程 

2-4   平 成23.24年 みず ほ 情 報 研 株式 会社 報告 書 

2-5  平 成25 年内 部質 保 証 の た め の 教員 ア ン ケ ー ト 結 果 ( 既出 資料1-10) 

2-6   平 成24.25年 度将 来 構想 検 討委 員会 議事 録 

2-7  歯 科診 療所 が 掲 載 さ れ て い る ホ ー ム ペ ー ジ の 写 し  
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第 三 章  教 員 ・ 教員 組織 

 

1 ． 現状 の 説明 

(1)大 学 と し て 求 め る 教員 像 お よ び 教員 組織 の 編 成 方針 を 明 確 に 定 め て い る か 。  

 教 員 の 採 用お よ び 昇任 に お い て は 、 人 格 、 学 歴 、 職 歴 、 及 び学 会等 に お け る 業績 等 に 基 

づ い て 行 う こ と と し 、 教 授 、 准 教 授 、 講師 、 助 教 及び 助 手 と い う 大学 設 置基 準 に 定 め ら れ 

た 職 位毎 の 選考 基準 を 定 め 明文 化 さ れ て い る ( 資 料 3-1  第 2 ～ 7 条 ) 。 ま た 、 新 規採用 

に 、 教員 資 格審 査委 員会 が 募集 毎 に 設 立 さ れ 、 そ こ で 求 め ら れ る 応募 資 格 と し て お り 「 本 

学 の 教育 理 念 を 理解 し 、 教 育活 動 に 積 極的 に 取 り 組 め る 者 」 を 共 通す る 教員 像 で あ り 、 そ 

の 他 、 教 員 組織 の 編 成方 針 に 鑑 み 教員 像 ・ 資格 等 、 仕 事 内容 と し て 討 議 さ れ 、 教授 会 の 議 

を 経 て 公 募 と な る ( 資 料 3-15) （ 資料3-16) 。  

 教 員組 織 の 編 成 は 、 学 科 ・ 専 攻 毎 の 教育 研究 の 必要 性 に 鑑 み 、 専門 分 野 に お け る 十分 な

研 究 業績 と 教育 経験 及び 臨 床経 験 を 有 す る 者 を 適 切 に 配 置す る こ と を 基 本 方 針 と し て い る 。

看 護 学科 で は 、 保健 師 ・ 助 産師 ・ 看護 師 の 有資 格 者 を 中 心 に 、 看 護 の 各 専門 領 域 で の 業 績

を 有 す る 者 を バ ラ ン ス よ く 配置 し て い る 。 栄養 学 科 で は 、 栄 養学 の 業 績 を 有 す る 者 に 加 え 、

管 理 栄養 士 ・ 医 師 を 配置 し て い る 。 歯 科衛 生学 科 で は 、 歯科 衛生 学 に 関 す る 業 績 を 有す る

歯 科 医師 と 歯科 衛生 士 を 配 置 し て い る 。 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学科 で は 、 理 学 療 法学 ま た は

作 業 療法 学 の 業 績 を 有す る 医師 及 び理 学療 法士 ・ 作業 療 法士 を 配 置 し て い る ( 資 料 3-2p 

p.15-17) 。  

 授 業科 目 に 対 す る 配置 で は 、 教 員 の 学位 取得 状 況 、 職 位 、 教育 ・ 研 究 実績 、 実務 経験 を

基 に 科目 と の 適 合性 を 検 討 し て 配 置 し て い る 。 「 保健 医 療基 礎科 目 」 及 び 「 専 門科 目 」 は 、

博 士 号 ・ 修 士号 の 学 位 を 持 ち 、 十 分 な 教 育 研究 業 績や 臨 床実 務経 験 を 有 す る 教 授又 は 准 教

授 が 担当 す る こ と を 原則 と し て い る 。 演習 ・ 実 習 科目 に は 複 数 の 専任 教 員 を 配 置 し 、 き め

細 か な 実 践 教 育 が で き る よ う に 配 慮 し て い る 。 「 特色 科 目 」 で は 、 学 科 ・ 専 攻 の 枠 を 超 え

て 全 教 員 が 連携 す る こ と と し て い る 。 資料 3-2 p p.15-17)  

教 員 の 規模 に つ い て は 、 大 学 、 学 部 の 特色 や教 育 上 の 理 念 、 教育 目標 に 鑑み た 教育 研究

機 能 を 果 た す た め に 、 大 学 設置 基 準 を 上回 る 専 任 教員 85 人 を 配置 し て い る ( 資 料 3-2   

p p.15-17) 。  

す べ て の 専 任教 員 は 、 各 学 科専 攻 及び 共通 教育 会 議 の 運 営会 議 の 構成 員 で あ り 、 各 学科

専 攻 及び 共 通教 育会 議 の 教 育研 究 活動 に つ い て 協 議 す る ( 資 料 3-3  第 2-4 条 ) 。 専任 教

員 は 、 学 部 長 、 学生 部長 、 図書 館 長 、 学科 長 、 専 攻長 、 各委 員会 の 長 等 の 役 職 に 任 命 さ れ 、

大 学 全体 、 学部 ・ 学 科専 攻 の 円 滑 な 運 営 に あ た っ て い る ( 資 料 3-4  第 10条 ) 。  

 

(2)学 部 ・ 研 究科 等 の 教育 課 程 に 相 応 し い 教 員組 織 を 整 備 し て い る か 。  

本 学 の 教員 組織 編 成方針 に 従 い 、 教員 組織 を 整 備 し て い る 。 平成 26年 5 月 1 日 現在 の 専

任 教 員 の 構 成 は 、 教 授23 名 、 准 教 授17 名 、 講師 21 名 、 助 教18 名 の 計79 名 で あ る 。 所 有す る

学 位 は 、 博 士45 名 、 修士 32 名 、 学 士 2 名 で あ る 。 保健 医 療専 門職 の 有 資 格者 は 、 保 健師 21

名 、 助産 師 6 名 、 看 護師 31 名 、 管 理栄 養士 8 名 、 歯科 衛 生士 6 名 、 理 学 療法 士 7 名 、 作 業

療 法 士 7 名 、 医 師 6 名 、 歯 科医 師 5 名 で あ る 。 職 位別 の 平均 年齢 は 、 教 授 55.9 歳 、 准教 授

50.2 歳 、 講 師 43.1 歳 、 助 教 35.7 歳 で あ る 。 女性 教 員 は 54 名 で あ り 、 専 任 教員 全 体 の 68％ を
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占 め る 。  

 

表 3-1  学 科専 攻 別 の 専 任 教員 数 ( 平 成 26 年 5 月 1 日 現 在 )  

学 科 名職 位 

 
教 授 准 教 授 講 師 助 教 計 

看 護 学科 8  6  10 9  33 

栄 養 学科 6  3  3  5  17 

歯 科 衛生 学 科 5  3  4  1  13 

リ ハ ビ リ テ ー シ

ョ ン 学科 

理 学 療法 学 専攻  2  2  2  2  8  

作 業 療法 学 専攻 2  3  2  1  8  

計 23 17 21 18 79 

 

平 成 24 年 8 月 の 設 置計画 履 行状 況 調査 に お い て 「 教 員 の 授業 負担 に 著 し い 偏 り が あ る こ

と か ら 、 研 究 時 間 の 確保 や 教育 研 究 の 活性 化 が 図 ら れ る よ う に 、 教員 負 担 の 平 準化 を 図 り 、

教 員 組織 の 将来 構想 の 具 体 化 を 進 め る こ と 」 と の 留意 事 項 を 受 け 、 平 成 25年 4 月改 訂 の 新

カ リ キ ュ ラ ム で の 教 員別 担 当単 位 数 を 調査 し 、 各 教員 の 担当 す る 教育 ・ 研究 ・ 大学 運営 ・

社 会 貢献 の バ ラ ン ス や個 人 の 希 望 に も 配慮 し な が ら 、 担 当 単 位数 の 平 準 化 を 始 め た 。 ま た 、

教 員 組織 の 質 の 向上 と 、 教 員 の 能 力向 上 を め ざ し て 、 教 員選 考規 程 の 改 正 に よ る 学 内昇 任

の 制 度化 を 試 み た が 県庁 の 許可 が 得 ら れ な か っ た ( 資 料 3-5) 。  

さ ら に 、 平 成 25 年 8 月 の 設 置計 画 履行 状況 調査 で は 、 「 教員 の 授 業負 担 に つ い て 、 執行

部 と 個々 の 教員 の 意 識 に 差 が あ る と 思 わ れ る た め 、 教 育 の 質 の 向 上 に 向 け て 、 研究 時間 の

確 保 や教 育 研究 の 活 性化 が 図 ら れ る よ う に 、 各 教 員 の 負 担 を 再確 認 し 、 負担 が 大 き い 教 員

の 負 担 を 軽 減す る こ と 」 と の 留 意 事項 を 受 け 、 各 教員 の 授業 負担 を 把 握 す る た め に 、 ｢ 教

育 の た め の 拘束 時間 」 を 調 査 す る 組織 ( 教 務委 員 会作 業 部会 ) を 立 ち 上 げ 、 「 教育 の た め

の 拘 束時 間 」 算 定基 準 ( 資 料 3-6) を 定 め て 調査 し た 。  

平 準 化 の 例 と し て 看 護学 科 で は 、 教授 会 で 審議 さ れ 、 欠 員教 員補 充 の 際 に 専 門 領域 別 の

人 数 と 職 位 配置 の 変 更 を 行 い 、 教 員 の 授業 負担 の 平準 化 を 行 っ た ( 資 料 3-5) 。  

平 成 25 年10 月 に 実 施 し た 「 内部 質 保証 の た め の 教 員 ア ン ケ ー ト 」 で は 、 「 基 本 理念 を 実

現 す る た め に 十 分 な 教育 ・ 研究 組 織や 体制 が 本 学 に 整 備 さ れ て い る と 思 い ま す か 」 と い う

質 問 に 対 し て 「 と て も そ う 思 う 」 0 ％ 、 「 ま あ そ う 思 う 」 32.6 ％ 、 「 あ ま り そ う 思 わ な い 」

52.2 ％ 、 「 全 く そ う 思 わ な い 」 15.2 ％ で あ っ た 。 「 授 業 科目 の 担 当 に お い て 、 各学 科内 で

の 教 員間 に 負担 の 偏 り が あ る と 思 い ま す か 」 と い う 質 問 に 対 し 「 と て も そ う 思 う 」 は

23.4 ％ 、 「 ま あ そ う 思 う 」 は 40.4 ％ で あ っ た ( 資 料 3-7) 。  

 

(3)教 員 の 募 集 ・ 採用 ・ 昇 格 は 適 切 に 行 わ れ て い る か 。  

教 員 の 募集 は 、 公 平性 を 期 す た め 、 ま た 、 広 く 優 れ た 人 材 を 集 め る た め に 、 す べ て 全国

公 募 と し て い る ( 資 料 3-8  第 2 条 ) 。 教 員 の 選 考 の 必 要 が 生 じ た 場 合 、 教 員 資格 審査 委

員 会 を 設 置 し 、 公募 お よ び 資 格 審 査 に 必要 な 事 項 を 定 め て 実 施す る ( 資 料 3-9  第 2 条 ) 。  

教 員 の 内 部 昇格 は 行 わ れ て い な い 。  
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教 員 資 格審 査委 員 会 の 報 告 に 基 づ い た 教授 会 で の 投票 に よ り 教員 候補 者 を 決 定 し 、 学長

か ら の 上 申 を 経 て 知 事 が 採 用 を 決 定す る ( 資料 3-8  第 4 ～ 7 条 ) 。  

平 成 25 年度 か ら 平 成 26年 5 月 の 間 の 新 規採 用教 員 は 、 看 護学 科 6 名 、 栄 養学 科 4 名 、 歯

科 衛 生学 科 2 名 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学科 3 名 ( 理 学 療 法学 専攻 2 名 、 作業 療 法学 専攻 各

1 名 ) で あ る 。 職位 別 で は 、 教 授 2 名 、 准 教授 4 名 、 講 師 3 名 、 助教 6 名 と な っ て い る 。  

 

(4)教 員 の 資 質 の 向上 を 図 る た め の 方策 を 講 じ て い る か 。  

教 員 の 資質 の 向 上 及び教 育 研究 活 動 の 活性 化 を 目 的 に 、 専任 教員 の 任 期 制 を 導 入 し て い

る ( 資 料 3-10  第 2 条 ) 。 教 員 の 任期 は 、 教授 と 准教 授 が 5 年 、 講師 と 助教 が 4 年 と 定 め

ら れ て お り ( 資 料 3-10  別 表 ) 、 再任 用 を 希望 す る 教 員 は 再 任審 査 を 受 け る ( 資 料 3-11  

第 8 条 ) 。 再任 審査 は 、 学 術論 文 数 、 各種 委員 会 活動 な ど か ら 総 合 的 に 判断 す る も の で あ

り ( 資 料 3-12  第 2 条 ) 、 教 員 の 資質 の 維 持 ・ 向 上 を 目 的 に 実施 し て い る ( 資 料 3-14  平

成 25 年度 教 員再 任審 査委 員 会  活 動 の 概略 ) 。  

教 員 の 資質 の 維 持 ・ 向上 の た め 、 組織 的 に 授業 の 内容 及 び方 法 の 改善 を 図 る た め の 研修

及 び 研究 ( 以 下 、 FD と す る ) を 実 施 す る こ と と し 、 ① 教育 研究 上 の 理 念及 び 目的 の 認 識 、

② 新 任教 員 研修 の 開 催 は 学 長 ・ 学 科長 、 専 攻長 が 就任 の 際 、 実施 し て い る ( 資 料 3-7) 。 具

体 的 に は 、 新任 教員 の 着 任 時 に 本 学 の 教育 研究 上 の 理 念 及び 目的 が 学 長 は じ め 学科 長お よ

び 専 攻長 か ら 説 明 さ れ て い る 。  

FD 活動 の 一層 の 充 実 の た め 、 平 成24 年度 に FD 委員 会 を 立 ち 上 げ た 。 「 教 育 」 「 研究 」

「 社 会貢 献 」 「 運営 」 の  FD マ ザ ー マ ッ プ を 作 成 し 、 大 学教 員 と し て の 資 質 を 高 め る だ け

で は な く 、 常識 人 と し て の 姿 勢 が 身 に つ く よ う に 企画 を 構 成 し て い る 。 こ れ ま で 行 っ て き

た FD 活 動 の 概 要 は 多岐 に わ た っ て お り 、 平成 24 年度 は 6 回 、 平 成25 年 度 に は 4 回 の FD

を 企 画 ・ 実 施 し て い る ( 資 料  3-14  FD 委員 会  活 動 の 概 要 ) 。  

こ の ほ か 、 毎 年 発 行 さ れ 、 ホ ー ム ペー ジ で 公表 さ れ る 「 教育 研究 年報 」 に て 、 専任 教員

す べ て が 担 当す る 授 業 な ど の 「 教 育記 録 」、 学 術 的 な 業 績 ・ 学会 へ の 貢 献 、 外 部資 金導 入

等 「 研究 記 録 」、 「 社会 貢 献 ・ 国 際交 流記 録 」、 大学 の 教授 会 ・ 委員 会 等 の 「 管理 ・ 運 営

記 録 」 を 、 詳細 に 公 表 し 自 己点 検 ・ 評 価 と し 、 教 育研 究 活動 活性 化 の 担 保 と 動 機づ け を 強

化 し て い る ( 資 料3-14) 。  

平 成 25 年10 月 、 教 員 を 対 象 に 実 施 し た 「 内 部質 保 証 の た め の 教員 ア ン ケ ー ト 」 で 「 あ な

た は 、 各 学 科 の 教育 課程 に 沿 っ て 構 成 さ れ た 授 業 科目 等 に お い て 、 効 果 的且 つ 適切 な 教 育

を 実 践 で き て い る と 思 い ま す か 。」 の 問 い に 「 ま あ そ う 思 う 」 に は 76.6 ％ の 回 答 が あ っ た

( 資 料 3-7) 。  

学 術 推 進企 画委 員 会 が 研 究 に 関 す る セ ミ ナ ー等 を 実 施 し ( 資 料 3-14  平 成 25 年 度学 術推

進 企 画委 員 会  活動 の 概 略 ) 、 研 究活 動 の 指標 と な る 科 学研 究費 補助 金 の 申 請 ・ 採 択状 況

を み る と 、 平成 24年 度 は 応 募 33 件 、 採 択 16 件 、 新 規採 択 ＋継 続 33 件 で あ り 、 研 究機 関別 採

択 率 66.0 ％ と 全 国 23 位 の 実 績 を 示 し て い る ( 資 料3-13) 。 さ ら に 、 平成 25 年度 は 応 募 16件 、

採 択 4 件 、 新規 採択 ＋継 続 29件 、 平成 26年 度 は 応 募 21 件 、 採 択 5 件 、 新 規採 択 ＋継 続 27 件

と な っ て い る 。  

 

2 ． 点検 ・ 評価 
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● 基 準 3 の 充足 状況 

大 学 が 求 め る 教 員 像 と 職 位 毎 の 選 考基 準及 び教 員 組織 の 編成 方針 、 教 員 の 募 集 と 採 用 に

関 す る 必 要 な 規 程 を 定 め 、 こ れ ら に 則 っ て 教 員 の 採用 を 行 っ て い る こ と 、 教 員 組織 の 編 成

方 針 に 合 致 し た 教員 組織 を 構 成 し て い る こ と は 基 準 を 満 た し て い る 。 し か し 、 教員 の 負 担

の 偏 り が あ る 。 教員 負担 の 適切 性 に 関 す る 改善 が 必要 で あ る 。  

開 学 時 に 教 員 の 資 質向上 を 図 る 方 策 と し て 掲 げ た 2 本 柱 で あ る 、 教員 任 期制 と FD を 計

画 通 り に 実 施 し て い る こ と は 基 準 を 満 た し て い る 。  

① 効 果 が 上 が っ て い る 事 項 

教 員 資 格審 査委 員 会 で 、 専 任教 員 の 職 位毎 の 選 考 基準 を 厳 守 し 、 教員 組 織 の 編 成方 針 に

合 致 し た 新 規教 員 の 検討 し 教授 会 の 議 を 経 て 採 用 が 実 現 し て い る ( 資 料 3-14  2 評 議会 報

告 3. 大学 運 営会 議 の 活動 報 告 4. 教 授会 の 活 動報 告 ) 。 そ の 結 果 、 医療 専 門職 を 育 成 す る 本

学 の 教育 理 念 の 実現 に 向 け 、 充 実 か つ 円滑 な 教 育 研究 活 動 を 行 う た め に 、 各 専 門分 野 の 資

格 と 学位 を 有 す る 教 員 が 中 核 と な り 、 職位 、 年 齢 、 性 別 の バ ラ ン ス が 取 れ た 教 員組 織 が 構

成 さ れ て い る 。  

平 成 24 年度 か ら 任 期 を 定 め て 採 用 さ れ た 教 員 の 再 任用 審 査 が 教員 再任 資 格審 査 委員 会 に

よ り 始 め ら れ 教 授会 の 議 を 経 、 円 滑 に 実行 で き て い る ( 資 料 3-14  平 成 25年 度 教員 再任 審

査 委 員会  活動 の 概 略 ) 。 総 務 ・ 企画 委員 会 が 教 育活 動 の 質 向上 の た め に 、 教 育理 念 ・ 教

育 目 標 の 認 識 の 調査 ( 資 料 3-7) 、 学生 に よ る 授 業 評価 、 教員 の 教 育方 法 の 披 露 が 実 施 さ れ

て い る ( 資 料 3-14  平成 25 年度 総 務 ・ 企画 委員 会 .6 学 生 に よ り 授 業評 価  活 動 の 概 略 ) 。

学 術 推進 企 画委 員会 が 外 部 資金 の 獲得 等検 討 し セ ミ ナ ー な ど を 企 画 し ( 資 料 3-14 平 成 25 年

度 学 術推 進 企画 委員 会  活 動 の 概 略 ) 、 科 学研 究 費補 助 金 の 申請 が 活 発 に 行 わ れ 、 高 い 採

択 率 で あ る こ と か ら も ( 資 料3-13) 、 教 員 の 研究 活 動 が 活 発 に 行 わ れ て い る 。  

② 改 善 す べ き 事項 

教 員 組 織 の 適切 性 に つ い て 、 2 度 に わ た り 設置 計 画履 行 調査 で 指 摘 さ れ 、 改 善 に 向 け て

調 査 を 実 施 し 教 員組 織 の 変 更 を 実 施 し て い る 。 将 来構 想 を 念 頭 に 置 い た 大学 全 体 の 教員 組

織 の 適切 性 の 検 討 に は 未 だ 着手 で き て い な い 。 内 部質 保 証 の た め の 教 員 ア ン ケ ー ト か ら 、

多 く の 教 員 が 教 育 ・ 研究 組 織 が 十 分 に 検討 ・ 整 備 さ れ て い な い 、 教員 間 の 負 担 の 偏 り が あ

る と 感 じ て い る こ と が 示 さ れ た こ と 、 科学 研究 費 補助 金 の 申 請 ・ 採択 率 が 減 少 傾向 に あ る

こ と か ら 、 依 然 と し て 教 員 の 負 担 軽減 な ど の 問 題 点 を 明 確 に し た 教員 組 織 の 見 直 し が 必 要

な 状 態 で あ る 。  

 

3 ． 将来 に む け た 発 展方 策 

① 効 果 が 上 が っ て い る 事 項 

引 き 続 き 、 教員 資 格審査 委 員会 が 検討 し 、 教授 会 の 議 を 経 た 教員 像 に 合 致 し た 教員 の 任

用 と 教員 組 織 の 編成 方針 の 維持 ・ 確保 に 努 め る 。 ま た 、 教員 任期 制 と 再 任審 査 も 引 き 続 き

実 施 し て い く 。  

定 着 し つ つ あ る 学生 に よ る 授 業 評 価 と マ ザ ー マ ッ プ に 則 っ た FD 企画 の 実施 を 継 続 し 、 更

な る 充 実 を め ざ す 。 科学 研 究費 の 申請 等 、 教員 の 研究 活 動 が 維持 で き る よ う に す る 。  

② 改 善す べ き 事 項 

教 員 組 織 の 編成 方 針 に 則 っ た 教 員 組織 が 維 持 で き る よ う に 、 教員 負担 の 実態 や 負担 感 を
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把 握 し 、 現 状 の 問題 点 を 明 確 に し て 教 員組 織 の 在 り 方 に つ い て 執 行部 と 教員 の 合意 を 形 成

す る 。 大 学 の 将 来構 想 を 明 示 し 、 将来 的 に あ る べ き 教 員 組織 の 検 討 を 始 め る 。 今後 の 教 員

組 織 の 在 り 方 に つ い て は 、 大 学 構 成員 の み な ら ず 、 設 置 者 と 共 に 適正 な 教 員 組 織 に つ い て

認 識 を 共 有 す る 。  

 

4 ． 根拠 資 料 

3-1  千葉 県立 保 健医療 大 学教 員 選考 基準 

3-2  千葉 県立 保 健医療 大 学設 置 認可 申請 書 ( 抜 粋 )  

3-3  千葉 県立 保 健医療 大 学学 科 等運 営会 議規 程 

3-4  千葉 県立 保 健医療 大 学学 則 ( 既 出資 料 1-5)  

3-5  留意 事項 実 施状況 報 告書 

3-6  「 教 育 の た め の 拘 束 時間 」 算定 基準 

3-7  平成 25年 内 部質保 証 の た め の 教 員 ア ン ケ ー ト の 結 果 ( 既出 資料1-10) 

3-8  千葉 県立 保 健医療 大 学教 員 選考 規程 

3-9  千葉 県立 保 健医療 大 学教 員 資格 審査 委員 会 規程 

3-10  千葉 県立 保 健医療 大 学 に お け る 教員 の 任 期 に 関 す る 規 程 

3-11  千 葉県 立保 健 医療 大 学 に お け る 任期 を 定 め て 採 用 さ れ た 教 員 の 再 任用 に 関す る 規 

   程 

3-12  千 葉県 立保 健 医療 大 学 に お け る 任期 を 定 め て 採 用 さ れ た 教 員再 任 用審 査 に 係 る 審 

査 項 目及 び審 査 基準 等 に 関 す る 要 項 

3-13  研 究者 が 所 属 す る 研 究機 関 別  採択 率  上 位 30 日 本学 術振 興会 

http://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/27_kdata/data/3-4-1.pdf  

3-14  平成 25年 度 千葉県 立 保健 医 療大 学教 育研 究 年報 

3-15  教 員 公募 の 際 の 募 集 要項 ( 科 学 技術 振興 機 構研 究 者人 材デ ー タ ベ ー ス 登 録内 容 

看 護 ・ 外 国語 )  

3-16  千 葉県 立保 健医療 大 学教 授 会規 程 

 

  

http://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/27_kdata/data/3-4-1.pdf
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第 四 章  教育 内容 ・ 方法 ・ 成果 

 

(1) ． 教育 目 標 、 学位 授与 方 針 、 教 育課 程 の 編成 ・ 実施 方 針 

1 ． 現状 の 説明 

(1)教 育目 標 に 基 づ き 学位 授 与方 針 を 明 示 し て い る か 。  

教 育 目 標 に 基づ き 学位授 与 方針 は 平 成 27年 度学 生 ハ ン ド ブ ッ ク ( 資料 4-(1)-12) と 平 成 27

年 度 版授 業 概要 ( 資 料 4-(1)-13) に 明示 し て あ る 。  

本 学 は 、 豊 か な 人 間 性や 高 い 倫 理 観 、 生 き い き と し た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 備 え 、

温 か く 思 い や り の あ る 保 健 医療 サ ー ビ ス を 提供 で き る 人 材 、 責任 感 と 柔 軟性 を 伴 う 確 か な

実 践 力 と 新 た な 実践 を 作 り 出す 力 を 生 か し て 、 多 様 な 分 野 で 他 の 専門 職 と 協 働 し な が ら 活

躍 で き る 人 材 の 育成 を 通 し て 、 地 域 の 健康 の 向 上 及び 地 域社 会へ 貢献 す る 意 識 や生 涯 に わ

た る 自己 研 鑚能 力 を 育み 、 千葉 県 を は じ め 国際 社 会 で の 保健 医療 の 発 展 に 寄 与 す る こ と を

基 本 理念 と し 、 こ の 理念 を 達 成 す る た め に 、 8 つ の 力 を 備 え た 人 材 の 育 成 を 教 育目 標 と し

て い る ( 資 料 4-(1)-1p.5)( 資料 4-(1)-2p.2) 。  

・ 思 い や り の 心 や 高 い 倫 理 観 を 基 本 と し た 人間 性 を 向 上 す る 力 

・ 生 き い き と し た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力 

・ 確 か な 実 践 力 と 、 新 た な 実 践 の つ く り だ す力 

・ 自 己 理解 と 責 任 感 を 基 盤 と し た し な や か な 個 別 対応 力 

・ 他 の 専門 職 と 自 在 に 連 携 ・ 協 働 す る 力 

・ 地 域 の 健 康づ く り に 貢 献 す る 力 

・ 保 健 医療 福祉 を 総 合的 に 理解 し 発展 さ せ よ う と 志向 す る 力 

・ 生 涯 に わ た り 科 学的 に 真 理 を 探 求す る 力 

学 位 授 与 に つ い て は 、 本 学 に 4 年 以上 在籍 し 、 学 部及 び 学科 ・ 専 攻 の 教 育目 標 に 基 づ き

編 成 さ れ た 教育 課程 に お い て 所 定 の 授 業科 目 を 履 修 し 、 か つ 所定 の 単 位 数 を 修 得 し た 学 生

の 卒 業 を 認 定 し 、 学 位 を 授 与 す る ( 資 料 4-(1)-3  第 48条 、 49 条 ) 。 学 位 授与 方 針 は 、 以 下

の と お り で あ る ( 資 料4-(1)-4) 。  

大 学 が 定 め る 所 定 の 期間 在 学 し 、 大学 ・ 学 部 の 教 育理 念 ・ 教 育目 標 に 沿 っ て 設 定 さ れ た

学 科 ・ 各 専 攻 の 授業 科目 を 履 修 し 、 卒 業要 件 に 満 た す 単 位 を 修 め 、 上 記 の 教 育 目標 が 達 成

さ れ た と 判 断 さ れ る 者 に 、 学士 の 学位 を 授 与す る 。  

1. 思 い や り の 心 や 高 い 倫 理 観 を 基 本 と し た 人間 性 を 向 上 す る 力 を 備 え て い る 。  

2. 生 き い き と し た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力 を 備 え て い る 。  

3. 確 か な 実 践 力 と 、 新 た な 実 践 を つ く り だ す力 を 備 え て い る 。  

4. 自 己 理解 と 責 任 感 を 基 盤 と し た し な や か な 個 別 対応 力 を 備 え て い る 。  

5. 他 の 専門 職 と 自 在 に 連 携 ・ 協 働 す る 力 を 備 え て い る 。  

6. 地 域 の 健 康づ く り に 貢 献 す る 力 を 備 え て い る 。  

7. 保 健 医療 福祉 を 総 合的 に 理解 し 発展 さ せ よ う と 志向 す る 力 を 備 え て い る 。  

8. 生 涯 に わ た り 科 学的 に 真 理 を 探 求す る 力 を 備 え て い る 。  

授 与 す る 学 位 は 、 看護学 科 は 学 士 ( 看 護学 ) 、 栄 養学 科 は 学 士 ( 栄養 学 ) 、 歯 科衛 生学

科 は 学 士 ( 歯 科 衛生 学 ) 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 科理 学 療法 学専 攻 は 学 士 ( 理 学 療 法学 ) 、

同 学 科作 業 療法 学専 攻 は 学 士 ( 作 業 療 法学 ) で あ る ( 資 料 4-(1)-3  第 49 条 ) 。  
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各 学 科 ・ 専 攻 の 教 育課程 を 修 了 し た 者 に は 、 下 表 の と お り 、 保健 医療 専 門職 の 資格 及び

国 家 試験 受 験資 格 が 与 え ら れ る ( 資 料 4-(1)-1p.4)( 表 4-1  卒業 時 に 授 与 さ れ る 学位 と 取 得

で き る 資 格 ) 。  

表 4-1  卒 業時 に 授与 さ れ る 学 位 と 取 得 で き る 資 格 
 
 

学 位 取 得 で き る 資格 

看 護 学科 学 士 ( 看 護 学 )  保 健 師国 家 試験 受験 資格 
看 護 師国 家 試験 受験 資格 
助 産 師国 家 試験 受験 資格 ( 選 択 制 )  

栄 養 学科 学 士 ( 栄 養 学 )  栄 養 士免 許 
管 理 栄養 士 国家 試験 受験 資 格 
栄 養 教諭 一 種免 許 ( 選択 制 )  

歯 科 衛生 学 科 学 士 ( 歯 科 衛生 学 )  歯 科 衛生 士 国家 試験 受験 資 格 
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学科 
理 学 療法 学 専攻 

学 士 ( 理 学 療法 学 )  理 学 療法 士 国家 試験 受験 資 格 

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学科 
作 業 療法 学 専攻 

学 士 ( 作 業 療法 学 )  作 業 療法 士 国家 試験 受験 資 格 

 

(2)教 育目 標 に 基 づ き 教育 課 程 の 編 成 ・ 実施 方針 を 明 示 し て い る か 。  

教 育 課 程 の 編成 は 、 教育 理 念 ・ 教 育目 標 に 基づ き 、 以 下 の 方 針 を 基本 に 据 え て 編 成 す る

( 資 料4-(1)-4) 。  

1. 豊 か な 人 間 性 を 養 う と と も に 、 専 門分 野 に お け る 知 識 ・ 技術 に 加 え 関 連 分 野 の 理

解 を も 深 め る こ と を 可 能 と す る 系統 的 で 統合 性 の あ る 編成 と す る 。  

2. 「 特色 科目 」、 「 一 般 教養 科 目 」、 「 保健 医 療基 礎 科目 」、 「 専 門 科目 」 の 4 つ

の 基本 的枠 組 み か ら 構 成 す る 。  

3. 「 特色 科目 」 は 、 本 学 に 特 徴 的 な 科目 群 で あ り 、 千 葉県 の 健 康づ く り 等 保 健医 療

福 祉 施 策 と 実 践活 動 、 県 民 の 多 様 な 生活 と 価 値 観 を 理 解す る こ と 、 ま た 、 学 科 の

枠 を 超 え た チ ー ム 活動 を 通 じ て 、 多 職種 間 で 連 携 ・ 協 働 し て 一 人ひ と り の 健 康状

態 に あ っ た 健 康生 活 を 支 援 す る 方法 論等 を 実 践 的 に 学 ぶ こ と を 目的 と し て 科 目 を

配 置 す る 。  

4. 「 一般 教養 科 目 」 は 、 人 間 や 社会 を 総 合的 に 理解 す る 幅 広 い 教養 と 知識 を 身 に つ

け 、 豊 か な 人 間 性 と と も に 、 高 い 倫 理観 や多 彩 な 表 現 力 、 科学 的根 拠 に 基 づ い た

的 確 な 判 断 力 、 さ ら に 国 際的 視 野 に 立 っ た 洞 察 力等 を 育 む こ と を 目 的 と し た 科目

を 配 置 す る 。  

5. 「 保健 医療 基 礎科目 」 は 、 保 健医 療専 門職 と し て 求 め ら れ る 基礎 的 な 知 識 ・ 技

術 ・ 態 度 を 学 び 、 そ の 後 の よ り 専門 的 ・ 体系 的 な 学 習 内容 に つ な げ る こ と を 目 的

と し た 科目 を 配 置 す る 。  

6. 「 特色 科目 」、 「 一 般 教養 科 目 」、 「 保健 医 療基 礎 科目 」 い ず れ も 、 他 学 科 ・ 他

専 攻 学 生 と の 交流 が 可 能 に な る よ う に 、 可能 な 限 り 科 目名 称 を 統一 し 、 同 じ 内容

を 一 緒 に 受 講 で き る よ う に 配 慮 す る 。  

7. 「 専門 科目 」 は 、 各 学 科 ・ 専 攻 の 専門 分野 に 関 し て 科 学 的根 拠 に 基 づ く 専 門的 知

識 と 実 践技 術 を 学 ぶ と と も に 、 将来 に 向 か っ て 継 続 的 な 自 己 研 鑚力 を 育 む こ と を

目 的 と し た 科 目配 置す る 。  

8. 常 に 上 記 の 各 項目 の 点 検 を 怠 る こ と な く カ リ キ ュ ラ ム を 運 営 す る 。  
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教 育 課 程 の 実施 方 針 は 、 授 業科 目 の 単 位数 を 1 単 位 の 授 業科 目 を 45時 間 の 学 修 を 必 要 と

す る 内容 を も っ て 構 成す る こ と を 標 準 と し 、 当 該 授業 に よ る 教育 効果 、 授業 時 間外 に 必 要

な 学 修 等 を 考 慮 し て 、 授 業 の 方 法 に 応 じ た 1 単 位 の 授 業 時間 を 、 講義 15 時間 、 演習 30時 間 、

実 験 ・ 実 習 45時 間 と 定 め て い る ( 資 料 4-(1)-3  第 35条 ) 。  

学 科 ・ 専攻 別 の 授 業科目 の 区分 、 配当 年次 、 単 位 数 、 必 修 ・ 選択 の 別 、 授業 形 態 、 時間

数 、 履修 方 法 、 先修 条件 及 び卒 業 要件 は 、 千葉 県 立保 健 医療 大学 履修 規 程 に 定 め て い る

( 資 料 4-(1)-5  別表 )( 表 4-2  卒 業 の 要件 ) 。  

上 記 の 教育 課程 編 成方針 と 実施 方 針 は 平成 27年 度 の 授 業 科目 要綱 に 掲 載 す る 予 定 で あ る 。  

表 4-2  卒 業 の 要 件 

科 目 区分 

特 色 科 目 
一 般 教養 
科 目 

保 健 医療 
基 礎 科目 

専 門 科目 

合 計 

必修 選択 計 必修 選択 計 必修 選択 計 必修 選択 計 

看 護 学科 
 

3 0  3  4  20 24 16 4  20 75 4  79 126  

栄 養 学科 
 

3 0  3  9  15 24 11 8  19 76 4  80 126  

歯 科 衛生 学 科 
 

3 0  3  11 13 24 16 3  19 77 3  80 126  

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学科 
理 学 療法 学 専攻 

3 0  3  8  16 24 7  2  9  86 4  90 126  

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学科 
作 業 療法 学 専攻 

3 0  3  8  16 24 6  1  7  90 2  92 126  

 

(3)教 育目 標 、 学 位授 与方 針 お よ び 教育 課程 の 編 成 ・ 実 施 方針 が 、 大学 構 成員 ( 教 職 員お よ

び 学 生等 ) に 周 知 さ れ 、 社 会 に 公 表 さ れ て い る か 。  

本 学 の 教育 目標 は 、 平成 26 年度 学 生 ハ ン ド ブ ッ ク ( 資 料 4-(1)-1p.5) 及 び 平成 26 年度 版授

業 概 要 ( 資 料 4-(1)-2 p.2) に 記載 し 、 教 職員 及び 学 生 に 配 布 し て い る 。 併 せ て 、 2014 年度 版

大 学 案内 ( 資 料4-(1)-6)に 掲 載す る と と も に 、 千 葉 県立 保 健医 療大 学設 置 認可 申 請書 を 本 学

ホ ー ム ペ ー ジ に 掲載 ( 資 料4-(1)-7) し て 、 社 会 に 公 表 し て い る 。  

平 成 25 年10 月 に 、 1 期生 ( 卒 業 後 ) を 対 象 に 実 施 し た 調 査 で は 、 教育 目 標 の 周 知 は 、

「 十 分 に 知 っ て い た 」 3.8 ％ 「 ま あ 知 っ て い た 」 51.9 ％ で あ っ た ( 資 料4-(1)-8) 。 同 時期 に

専 任 教員 を 対 象 に 実 施 し た 調査 で は 、 「 よ く 知 っ て い た 」 22.0 ％ 「 概 ね 知 っ て い た 」

66.0 ％ で あ っ た ( 資 料4-(1)-8) 。  

学 位 授 与方 針及 び 教育課 程 編成 方 針 は 、 平 成25 年 12月 に 明文 化 さ れ 、 教 授会 に て 大 学構

成 員 に 周 知 し た 。 平 成27 年 度 を め ざ し て 平 成27 年 度版 授 業概 要や 平成 27 年度 版 学生 ハ ン ド

ブ ッ ク に 掲 載 さ れ る ( 資 料 4-(1)-12)( 資 料 4-(1)-13) 。  

 

(4)教 育目 標 、 学 位授 与方 針 お よ び 教育 課程 の 編 成 ・ 実 施 方針 の 適 切性 に つ い て 定 期 的 に 検

証 を 行 っ て い る か 。  

 完 成年 度 を 迎 え 、 大学 の 基本 理 念 と 教育 目標 に 基づ き 、 学 位授 与方 針 及び 教 育課 程編 成

方 針 を 明 文 化 し た 。 適切 性 の 検 証 は ま だ 行 っ て い な い 。  
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2 ． 点検 ・ 評価 

● 基 準 4(1) の 充 足状 況 

 大 学 の 基 本理 念 と 教育 目 標 を 明 示 し こ れ に 基 づ い て 教 育活 動 が 行 わ れ た 。 完 成年 度 を 迎

え 、 学 位 授 与方 針 と 教育 課 程編 成 方針 を 明 示 し た こ と は 基 準 を 充 足 し て い る 。 し か し 、 学

生 に 対す る 教育 目標 の 周 知 は 十 分 と は 言 え な い 。 さ ら に 、 教 育目 標 の 社 会へ の 周知 な ら び

に 学 位授 与 方針 と 教 育課 程 編成 方 針 の 大学 構成 員 と 社 会 へ の 周知 は ま だ 実施 さ れ て い な い

た め 、 基 準 を 充 足 し て い な い 。 加 え て 、 こ れ ら の 定 期 的 検証 も 実 施 さ れ て い な い た め 、 基

準 を 充 足 し て い な い 。  

① 効 果 が 上 が っ て い る 事 項 

教 育 理 念 ・ 目標 を 学 生 ハ ン ド ブ ッ ク や 授業 概要 等 に 明 示 す る こ と で 、 大 学構 成 員 は 、 教

育 理 念 ・ 目 標 を よ く 理解 し て い る ( 資 料  4-(1)-9) 。 さ ら に 教 務委員 会 が 検 討 し 、 教授 会 で

承 認 さ れ た 学位 授与 方針 と 教育 課 程編 成方 針 が 明 文化 さ れ た こ と で 、 明 確 に 提 示す る こ と

が で き た ( 資 料 4-(1)-10)( 資 料 4-(1)-10  4. 教 授 会 の 活 動報 告 ) 。  

③ 善 す べ き 事 項 

学 位 授 与方 針及 び 教育課 程 編成 方 針 が 教職 員や 学 生 が 目 に す る 媒 体 が 少 な い 。 教育 目標 、

学 位 授与 方 針お よ び 教育 課 程編 成 方針 を 社 会 に 公 表す る た め の 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ が 見 に く

い 。 今後 、 教育 目標 や学 位 授与 方 針お よ び 教育 課 程編 成 方針 の 検 証 を 定 期 的 に 行 っ て い く

た め の 準 備 が で き て い な い 。  

 

3 ． 将来 に む け た 発 展方 策 

① 効 果 が 上 が っ て い る 事 項 

 教 育理 念 ・ 目 標 の 共通 理 解 を 基 に 教 職員 が 教 育 活動 を 行 う 体制 を 今 後 も 維 持 す る 。 さ ら

に 、 明文 化 さ れ た 学 位授 与 方針 及 び教 育課 程編 成 方針 を 共 有 し て い く 。  

② 改 善す べ き 事 項 

教 務 委 員会 が 学 位 授与方 針 及び 教 育課 程編 成方 針 を 平 成 27年 度 の 学生 ハ ン ド ブ ッ ク や授

業 概 要等 に 記載 す る こ と と 、 学 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 時 に 全 員 に 配布 説 明す る こ と に よ り

周 知 徹底 を 図 る ( 資 料 4-(1)-12)( 資 料 4-(1)-13) 。 ネ ッ ト ワ ー ク 委員 会 が 平 成 27 年 度 を 目標 に

大 学 ホ ー ム ペー ジ に 提示 し 、 社 会 に 公 表す る 。 こ れ ら の 適切 性 の 検証 を ど の よ う に 実施 す

る か 、 具 体 的計 画や 組織 作 り を 自 己点 検 ・ 評価 委 員会 に 委託 す る ( 資 料 4-(1)-14) 。  

 

4 ． 根拠 資 料 

4-(1)-1  平 成 26 年 度学生 ハ ン ド ブ ッ ク  

4-(1)-2  平 成 26 年 度版授 業 概要(2014シ ラ バ ス )  

4-(1)-3  千 葉県 立 保健医 療 大学 学 則 ( 既出 資料 1-5)  

4-(1)-4  教 授会 議 事録 (H25.12.16)  

4-(1)-5  千 葉県 立 保健医 療 大学 履 修規 程 

4-(1)-6  2015 年 度 版大学 案 内 パ ン フ レ ッ ト ( 既 出 資料1-13) 

4-(1)-7  千葉 県立 保 健医 療 大学 ホ ー ム ペー ジ   

http://www.pref.chiba.lg.jp/hoidai/index.html)  

4-(1)-8  千 葉県 立 保健医 療 大学 学 生支 援体 制等 に 対す る 評価  

http://www.pref.chiba.lg.jp/hoidai/index.html
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4-(1)-9    平成 25 年内部 質 保証 の た め の 教 員 ア ン ケ ー ト の 結 果  ( 既出 資 料1-10) 

4-(1)-10  新 カ リ キ ュ ラ ム 検 討 委 員会 報告 (2012.4.2 教授 会資 料 )  

4-(1)-11  平成 25 年度千 葉 県立 保 健医 療大 学教 育 研究 年 報 

4-(1)-12  平成 27 年度学 生 ハ ン ド ブ ッ ク ( 印刷 中 )  

4-(1)-13  平成 27 年度版 授 業概 要 ( シ ラ バ ス )( 印 刷中 )  

4-(1)-14  ネ ッ ト ワ ー ク 委 員会 議 事録 (H26.11.19)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



18 
 

(2) ． 教育 課 程 ・ 教育 内容 

 

1 ． 現状 の 説明 

(1)教 育課 程 の 編 成 ・ 実施 方 針 に 基 づ き 、 授 業科 目 を 適 切 に 開 設 し 、 教 育 課程 を 体 系 的 に 編

成 し て い る か 。  

本 学 の 教育 課程 は 、 教育 課 程編 成 方針 に 基 づ き 編 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 「 特 色 科

目 」、 「 一 般教 養科 目 」、 「 保 健 医療 基礎 科目 」、 「 専 門科 目 」 の 4 つ の 基 本 的枠 組み に

よ り 構 成 し 、 幅 広 い 教養 、 及び 総 合的 な 判 断力 、 豊 か な 人 間 性 を 養 う と と も に 、 専 門分 野

に お け る 知 識 ・ 技術 に 加 え 関 連 分 野 の 理解 を も 深 め る こ と を 可能 と す る 系統 的 で 統 合性 の

あ る 教育 課 程 と し て 編成 し て い る 。 ま た 、 完成 年 度 を 迎 え た 平成 25年 度 か ら の 教 育 課程 に

つ い て は 、 平 成 24年 2 月 に 「 カ リ キ ュ ラ ム 評価 ア ン ケ ー ト 」 を 実 施 し 、 教育 目 標 と 学習 内

容 の 整合 性 、 科 目配 置 の 適 切性 、 教育 内容 の 過 不 足 、 各 科目 の 内 容 ・ 分 量等 の 適切 性 を 評

価 し 、 教 育 課程 を 見 直 し て 新 教 育 課程 を 編 成 し た ( 資 料 4-(2)-1  別表 第 1) 。  

「 特 色 科目 」 は 、 「 千葉 県 に お け る 健 康づ く り の 専門 職 」 を 養成 す る 本 学独 自 の 特 徴的

な 科 目 群 で あ り 、 「 体験 ゼ ミ ナ ー ル 」 「 千 葉県 の 健康 づ く り 」 「 専門 職 間 の 連 携活 動論 」

の 3 科目 で 構成 さ れ る 。 千 葉県 の 健康 づ く り 等 保 健医 療 福祉 施策 と 実 践 活動 、 県民 の 多 様

な 生 活 と 価 値観 を 理 解す る こ と 、 ま た 、 学 科 の 枠 を 超 え た チ ー ム 活動 を 通 じ て 、 多 職種 間

で 連 携 ・ 協 働 し て 一 人ひ と り の 健 康状 態 に あ っ た 健 康 生 活 を 支援 す る 方 法論 等 を 実 践的 に

学 ぶ こ と を 目 的 と し た 科 目 を 配 置 し て い る 。 い ず れ の 科 目 も 、 学 科 を 超 え た チ ー ム 活動 を

通 じ て 、 生 活者 と し て の 住 民 の 価 値観 を 尊 重す る 姿勢 を 養 い な が ら 、 健 康生 活 を 支 援す る

方 法 や保 健 医療 施策 を 体 系 的 ・ 実 践的 に 学 ぶ 。 地 域 の 特 性や 人々 の 多 様 な 価 値 観 を 理解 し 、

多 学 科 の 相 互理 解 を 深 め る 「 体 験 ゼ ミ ナ ー ル 」 は 初 年 次 に 、 県 の 保健 医 療施 策 と 実 践活 動

を 学 ぶ 「 千 葉県 の 健 康づ く り 」 は 2 年 次 に 、 健 康 生活 支 援 の た め の モ デ ル プ ラ ン を 協 同 し

て 作 成 す る 「 専 門職 間 の 連 携活 動 論 」 は 4 年次 に 配置 す る 。  

「 一 般 教養 科目 」 は 、 人 間 や社 会 を 総 合的 に 理 解 す る 幅 広 い 教養 と 知 識 を 身 に つ け 、 豊

か な 人 間 性 と と も に 、 高 い 倫理 観 や多 彩 な 表現 力 、 科 学 的根 拠 に 基づ い た 的 確 な 判 断力 、

さ ら に は 国 際 的 視野 に 立 っ た 洞 察 力等 を 育 む こ と を 目 的 と し た 科 目 を 配 置 し て い る 。 「 人

間 理 解群 」 「 生 活 と 環境 群 」、 「 情報 理解 群 」、 「 外 国 語群 」 の 科目 群 で 構 成 さ れ る 。 幅

広 い 教養 を 身 に つ け る た め に 配 当 年次 は 指 定せ ず 、 放 送 大学 と の 単位 互 換協 定 締結 に よ り

履 修 可能 科 目 を 増や し 、 一 部 は 卒 業要 件 に 加 え て い る ( 資 料4-(2)-3) 。  

「 保 健 医療 基礎 科 目 」 は 、 専 門 領 域 に 関 わ ら ず 、 保健 医 療専 門職 に 必 要 と さ れ る 知 識 ・

技 術 ・ 態 度 を 学 ぶ授 業科 目 群 で あ り 、 保健 医療 専 門職 と し て 求 め ら れ る 基礎 的 な 知 識 ・ 技

術 ・ 態度 を 学 び 、 そ の 後 の よ り 専 門的 ・ 体 系的 な 学 習 内 容 に つ な げ る こ と を 目 的 と し た 科

目 を 配 置 し て い る 。 「 人 間 の こ こ ろ と 身体 」、 「 健 康 と 保健 医療 シ ス テ ム 」 の 2 科 目群 か

ら な り 、 学 科 の 枠 を 超 え て 合 同 で 学ぶ こ と に よ り 、 そ れ ぞ れ の 専 門性 と 役割 に つ い て 相 互

理 解 を 深 め 連携 意識 を 醸 成 し 、 将 来的 に 実 践 の 場 で 協 働 で き る 力 を 養 う 。 主 に 1 ～ 2 年 次

に 配 置 さ れ 、 「 疫学 ・ 保 健 統計 ( 基 礎 ・ 応 用 ) 」 は 卒 業 論 文 作成 を 控 え た 3 年 次前 期 、

「 医 療経 営 管理 論 」 は 卒 業 ・ 就 労 を 控 え た 4 年 次 後期 に 配置 し て い る 。  

「 専 門 科目 」 は 、 各学科 ・ 専攻 の 専門 分野 に 関 し て 科 学 的根 拠 に 基づ く 専門 的 知識 と 実

践 技 術 を 学 ぶ と と も に 、 将 来 に 向 か っ て 継 続 的 な 自 己 研 鑽 を 育む こ と を 目 的 と し た 科目 を
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配 置 し て い る 。  

「 看 護 学科 専門 科 目 」 は 、 看 護 学 の 理 解 を 深 め る 上 で 必 須 で あ る 「 専 門 基礎 科 目 」、 各

看 護 学 の 基 盤 と な る 「 基 礎 看護 科 目 」、 専 門実 践 に 向 け た 知 識 ・ 技術 ・ 態度 を 習 得 す る

「 実 践看 護 科目 」、 卒業 後 の キ ャ リ ア ア ッ プ に つ な げ る 「 発 展看 護科 目 」 で 構 成 し 、 カ リ

キ ュ ラ ム ポ リ シ ー の 実現 を 目 指 し て い る 。 ｢ 専 門 基礎 科 目 ｣ と ｢ 基礎 看 護科 目 ｣ は 2 年 次

ま で に 配 置 し て い る 。 「 実 践看 護 科目 」 は 「 医 療 ・ 生 活 支援 」、 「 療 養 支援 」、 「 健康 支

援 」、 「 育 成支 援 」 の 4 つ の 専 門 領域 か ら な り 、 そ れ ぞ れ が 「 概 論 」、 「 方 法 論 」、 「 実

習 」 で 構 成 し 、 段階 的 に 配 置 し た 。 「 発展 看護 科 目 」 で は 4 年間 の 看 護 の 学 習 体験 に つ い

て 省 察 す る 「 看 護学 統合 」 を 配 置 し 、 本学 の 教 育 目標 と 照 ら し 合 わ せ て 学 習 成 果 を 捉 え る

必 修 科目 と し た 。 ま た 、 卒 業後 の キ ャ リ ア ア ッ プ を 見 据 え 、 国際 的 な 視 野 を 有 し 、 千葉 県

内 の 指導 者 、 研 究者 と し て の 素 養 を 培 う た め の 「 看護 管 理学 」、 「 看 護 研究 」 を 必 修科 目

と し 、 さ ら に 「 キ ャ リ ア 発 達論 」、 「 国際 看護 論 」 等 を 選 択 科目 と し て 多 く 配 置 し た 。 臨

地 実 習 に つ い て は 先 修条 件 を 設 定 し 、 順序 性 を 重 視 し て い る 。  

「 栄 養学 科 専門 科目 」 は 、 特 定 の 分野 に 偏 る こ と が な い よ う に 科 目 を 配 置 し 、 演習 や実 習

の 充 実 に よ り 基 礎力 と 応 用 力 を 養 う こ と と し て い る 。 管 理栄 養士 の 活 動 分野 、 業務 内容 及

び 役 割 を 周 知徹 底す る 「 管 理栄 養 士導 入教 育 」 や 「 ス ポ ー ツ 栄養 学 」、 「 国 際 栄養 学 」、

「 在 宅栄 養 支援 論 」、 「 障 害者 栄 養支 援論 」、 「 フ ー ド マ ネ ジ メ ン ト 論 」、 「 栄養 管理 臨

地 実 習 」 の 科目 を カ リ キ ュ ラ ム 変 更時 増設 し た 。 食べ 物 と 健 康 に つ い て 基 盤 と な る 知識 ・

技 術 を 習 得 す る 基礎 科目 と し て 「 専門 基礎 科目 」 を 配 置 し 、 栄養 学 に 関 す る 専 門知 識 と 実

践 技 術 を 学 び 、 継続 的 な 自 己 研 鑽 力や 応用 力 を 育 む 専 門 分野 科目 と し て 「 基 礎 栄養 学 」、

「 応 用栄 養 学 」、 「 栄養 教 育論 」、 「 臨床 栄養 学 」、 「 公衆 栄養 学 」、 「 給 食 経営 管理

論 」、 「 総 合演 習 」、 「 臨 地実 習 」 の 科目 群 を 設 け て い る 。 2 年 次 ま で に ほ と ん ど の 「 基

礎 専 門科 目 」 を 配置 し 、 「 専門 科 目 」 は 基 礎的 な 科 目 を 除 き 2 年 次以 降 に 配 置 し た 。 管 理

栄 養 士 に 必 要 な 既習 内容 を 実 践 の 場 で 活用 し 統 合 す る 「 臨地 実習 」 を 3 年 次 に 、 実 践創 造

力 と 研究 力 を 伸 ばす 「 総 合 演習 」 を 4 年次 に 配 置 す る 。 選択 に よ り 栄 養 教諭 一 種免 許 を 取

得 で き る た め の 科目 を 開 設 し て い る 。  

選 択 に よ り 栄養 教諭 一種 免 許 を 取 得 で き る た め の 科目 を 開 設 し て い る 。 栄養 教 諭課 程 に お

け る 一般 教 養科 目 は 、 専 門 科目 の 前 に 配置 す る 。 「 総 合 演習 」 と 「 栄 養 教育 実 習 」 は 4 年

次 に 、 そ の 他 の 科目 は 3 年 次 ま で に 配 置す る 。 「 教職 実 践演 習 ( 栄養 教 諭 ) 」 を 最 後 に 配

置 し 、 学 習 に よ り 身 に 付 け た 資 質 や能 力 を 自 ら 理 解 し 、 教員 に な る 上 で の 不 足 を 補 い そ の

定 着 を 図 り 教職 生活 を よ り 円 滑 に ス タ ー ト で き る よ う に し て い る 。  

 「 歯科 衛 生学 科専 門科 目 」 は 、 歯科 衛生 士 の 立 場 か ら 人 々 の 健 康支 援 を す る ベー ス と な

る 「 歯科 衛 生基 礎 」、 よ り 専 門 的 に 歯 科衛 生 の 学 び を 深 め る 「 生 涯歯 科 衛生 」、 「 歯科 衛

生 健 康推 進 」、 「 臨 床 ・ 臨 地実 習 」 の 4 科 目群 お よ び 「 研究 」 を 配置 し て い る 。 「 歯科 衛

生 基 礎科 目 」 で は 、 人々 の 健康 を 総 合 的 に 支援 す る た め に 必 要 な 基礎 的 事項 を 学 ぶ 。 「 生

涯 歯 科衛 生 科目 」 で は 、 人 々 が ラ イ フ ス テ ー ジ の す べ て に わ た り 、 生 活 の 質 を 維 持 ・ 向 上

す る た め の 支援 に 必 要 な 歯 科 衛 生 専門 知識 と 技 術 を 学 ぶ 。 「 歯科 衛生 健 康推 進 科目 」 で は 、

人 々 の 歯 科 衛生 の 向 上 に 寄 与す る た め の 創 造力 や ア セ ス メ ン ト 能 力 を 学 ぶ 。 「 臨床 ・ 臨 地

実 習 」 で は 、 既 習 の 理論 と 実技 を 統 合 し つ つ 、 実 践的 判 断力 や実 践力 を 養 う 。 「 研 究 」 で

は 、 自 ら の 疑 問 点 を 研究 テ ー マ と し て 、 研 究計 画 立案 か ら 論 文 作 成 ま で の プ ロ セ ス を 体 験
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し 、 卒後 、 歯科 衛生 学 を 創 造 的 に 推進 す る た め の 基礎 的 能力 を 養 う 。 学 年 の 進 行 に 伴 い 専

門 性 を 高 め る 構 成 と な っ て い る 。 1 年 次 に 保健 医 療 、 歯 科衛 生 に 関す る 基礎 力 の 充 実 を 図

る 科 目 を 、 2 年 次 に 歯科 衛 生士 と し て の 専 門的 知 識 、 技 術 の 習得 を 図 る 科目 を 、 3 年次 に

は 演 習 ・ 実 習科 目 を 増や し 、 習 得 し た 知識 ・ 技 術 の 評 価 や よ り 実 践的 で 高度 な 専 門 知識 と

技 術 の 習 得 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ 連 携能 力 の 獲 得 を 図 る 科 目 を 配置 し た 。 3 年次 に は

「 卒 業研 究 」 に 着手 し 、 4 年次 に は 歯 科衛 生 に 関 す る 問 題発 見 ・ 解決 能 力 、 研 究能 力 、 自

己 研 鑚能 力 の 充 実 、 他専 門 職 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ 連携 能力 の 充 実 を 図 る 科目 を 配 置

し た 。  

 「 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 科専 門 科目 」 は 、 「 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 専 門 基礎 科 目 」、 「 理

学 療 法専 門 科目 」、 「 作 業 療法 専 門科 目 」 に 分 類 さ れ る 。 「 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 専 門基 礎

科 目 」 は 、 主 と し て 1 ・ 2 年次 に 、 理 学療 法学 専 攻 ・ 作 業療 法学 専攻 合 同 で 開 講 し て い る 。

「 理 学療 法 専門 基礎 科目 」 は 、 主 と し て 2 年次 に 、 「 理 学療 法専 門科 目 」 は 主 と し て 3 年

次 に 配置 し て い る 。 「 講 義 」 終 了 後 に 、 学 内 で 実 技 を 行 う 「 演習 」 科 目 、 さ ら に 臨 床場 面

を 意 識 し た 「 特 論 」 と 、 順 序性 を 持 っ て 配 置 し て い る 。 「 臨 床実 習 」 は 1 年 次 に 体 験実 習 、

3 年 次 に 評 価実 習 、 4 年 次 に 総 合 実習 と 体 系的 に 配置 し て い る 。 ま た 、 科学 的 探究 心育 成

に む け 「 卒 業研 究 」 を 必 修 と し て い る 。 「 作業 療 法専 門 科目 」 は 、 「 基 礎作 業 療法 学 」 群 、

「 実 践作 業 療法 学 」 群 、 「 臨床 実 習 」 「 研 究 」 で 構成 さ れ 、 講義 、 演 習 、 実 習 が 、 「 臨 床

実 習 」 で 効 果的 に 統 合 で き る よ う 各科 目 を 配置 し て い る 。 「 基礎 作業 療 法学 」 群 は 主 と し

て 1 年 次 に 、 「 実践 作業 療 法学 」 群 は 2 ・ 3 年 次 に 配 当 し 、 「 臨 床実 習 」 は 1 年次 、 3 年

次 、 4 年 次 に 、 「 研 究 」 は 4 年 次 に 配 当 し て い る 。 カ リ キ ュ ラ ム 変更 で は 、 「 実践 作業 療

法 学 群 」 の 主 な 科目 は 、 評 価学 (2 年前 期 ) →治 療 学 (2 年 後期 ) → 演習 (3 年後 期 ) と の 順 序

性 を 考 慮 し 、 幅 広 い 基礎 学 力 と 論 理的 ・ 客 観的 に 考 え る 力 を 育 て る 専 門 教育 に つ な が る よ

う 配 当時 期 を 変 更 し た 。 ま た 、 「 臨床 実習 」 は 臨 地 実 習 終了 後 の 学内 で の フ ィ ー ド バ ッ ク

を 重 視 し 、 すべ て 通 年科 目 に 変 更 し た ( 資 料 4-(2)-10) 。  

 各 専門 科 目 に お け る 順 次 性 ・ 体 系性 に つ い て 、 以 下 に 説明 す る 。 （ 根 拠資 料

4-(2)-3,p4-64 ）  

看 護 学科 カ リ キ ュ ラ ム で は 、 「 専 門基 礎科 目 」 と 「 基 礎 看護 科目 」 を 履 修 し た 後 に 看護 の

多 様 な 専 門 性 を 学ぶ 「 実 践 看護 科 目 」 を 履 修 し 、 最終 的 に 看 護 の 多様 な 専 門 性 を 総 括す る

「 発 展看 護 科目 」 を 履修 す る と い う 順 次性 を 取 っ て い る 。 さ ら に 各科 目 群 に お い て は 、 講

義 科 目 、 演 習科 目 、 実習 科 目 の 順 に 開 講 し 、 理 論 か ら 実 践 へ と 応 用す る 形 で 学 べ る よ う に

構 成 し て い る 。  

栄 養 学科 カ リ キ ュ ラ ム で は 、 3 年 前期 の 臨 地実 習 を 目 標 に 、 1 年 次 で は 「 食 品 学 」 「 栄 養

学 」 「 生 化 学 」 「 解 剖生 理 学 」 「 食事 設計 と 栄 養 」 「 食 品衛 生学 」 及 び 「 調 理 学 」 の 専 門

基 礎 科目 を 配 当 し 、 管理 栄 養士 に 必要 と さ れ る 科 学的 根 拠 に 基づ く 知 識 を 身 に つ け る 教 育

を 実 施 し て い る 。 前 期 は 座 学 中 心 で 、 後期 は 実 験 ・ 実 習 に よ る 専 門的 技 能や コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 能 力 の 育 成 を 実践 し て い る 。  

歯 科 衛生 学 科 カ リ キ ュ ラ ム で は 、 ①歯 科衛 生基 礎 、 ② 生 涯歯 科衛 生 、 ③ 歯科 衛 生健 康推 進 、

④ 臨 床 ・ 臨 地実 習 に 体系 化 し 、 「 講義 →演 習→ 臨 地 ・ 臨 床実 習 」 と い う 流 れ で 組み 立 て て

い る 。  

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学科 理 学療 法 学専 攻 カ リ キ ュ ラ ム で は 、 １ 年 次 に リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン
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専 門 基礎 科 目 ・ 臨床 実習 Ⅰ （ 体 験 実習 ） を 配置 し 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 基 礎 学習 を 開 始

し て い る 。 2 年 次 は リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 専 門基 礎 科目 ・ 理学 療法 専門 基 礎科 目 ・ 保 健医 療

基 礎 科目 に よ り 基礎 知識 の 充実 を は か っ て い る 。 3 年 次 前期 は 「 講義 」 に よ り 専門 的知 識

を 、 後 期 は 「 演 習 」 に よ り 技 術 面 を 充 実 さ せ 、 「 特論 」 に よ り 臨 床場 面 を 意 識 さ せ 、 臨 床

実 習 Ⅱ （ 評 価実 習 ） へつ な げ て い る 。 4 年 次 は 臨 床 実 習 Ⅲ ・ Ⅳ （ 総合 実 習 ） と し て 実際 の

患 者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 通 じ て 知識 ・ 技 術 を 向 上 さ せ て い る 。  

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学科 作 業療 法 学専 攻 カ リ キ ュ ラ ム で は 、 「 基 礎作 業 療法 学 」 と 「 実 践

作 業 療法 学 」 に お い て 、 順 次性 の あ る 段階 を も た せ 「 評 価学 →治 療学 → 演習 」 と い う 体 系

で 編 成 さ れ て い る 。 こ れ は ， 「 評 価学 」 「 治療 学 」 に 重 点 を 置 き ， 実 習 を 通 じ た 体 験学 習

を ， よ り 効 果 的 に 習 得す る こ と を 目 的 と し て い る ． ICF に 基 づ い て 「 健 康状 態 （ 変 調 ま た

は 病 気 ）」 「 心身 機能 ・ 身 体 構造 」 「 活 動 」 「 参 加 」 「 環 境因 子 」 「 個 人 因子 」 を 段 階づ け

て 学 ぶ こ と が で き る よ う に 配置 し て い る 。  

学 生 へ の 周 知 は 、 カ リ キ ュ ラ ム の 順次 性や 体系 性 の 概 要 を 「 授業 概要 」 に 掲 載 し て い る 。

（ 根 拠資 料 4-(2)-3,p4-64 ）  

ま た 、 年 度 初 め に 学 科別 ガ イ ダ ン ス を 実施 し て い る 。 看 護学 科 で は 、 入 学 に 4 年間 で 履 修

す る 全科 目 の 配 当年 次 と 時 間割 （ 案 ） を 提 示 し 、 順次 性 と 体 系性 に つ い て 説 明 し 、 4 年 間

の 履 修計 画 立案 を 支 援 し て い る ( 根 拠 資料 4-(2)-12) 。 栄養 学 科 で は 、 授 業 概 要へ の 記 載 と

年 度 初 め ガ イ ダ ン ス に 加 え 、 「 管 理栄 養士 導入 教 育 」 の 科目 を 配 し 、 管 理栄 養 士養 成 の た

め の 教育 と 本学 カ リ キ ュ ラ ム と の 関連 お よ び カ リ キ ュ ラ ム の 順次 性や 体 系性 に つ い て 説 明

し て い る （ 根拠 資料4-(2)-3 栄 1 ）。 歯 科衛生 学 科 で は 、 教 育課 程 と 履 修方 法 の 説 明 を 含む

履 修 指導 を 行 い 、 カ リ キ ュ ラ ム の 順次 性や 体系 性 に つ い て 周 知 し て い る （ 根 拠 資料

4-(2)-13 ）。 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学科 理学 療法 学 専攻 で は 、 学年 初 め の 専攻 別 ガ イ ダ ン ス

で 行 っ て い る （ 根拠 資料 4-(2)-14 ）。 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 科作 業療 法 学専 攻 で は 、 教 育

課 程 の 順 次 性や 体系 性 に つ い て 専 攻教 務委 員 か ら 学 生 に 説 明 を し て い る 。 ま た 、 専 攻独 自

に カ リ キ ュ ラ ム 概要 を 作 成 し 、 配 布 し て い る （ 根 拠資 料 4-(2)-15 ）。  

 

(2)教 育課 程 の 編 成 ・ 実施 方 針 に 基 づ き 、 各 課程 に 相応 し い 教 育内 容 を 提 供 し て い る か 。  

各 授 業 科目 の 教 育 内容 は 、 教 育 課 程編 成方 針並 び に 各 学 科 ・ 専攻 の 教 育 目標 や 教育 課程

編 成 方針 に 基づ い て 提供 さ れ て い る ( 資料4-(2)-3) 。  

「 特 色 科目 」 で は 、 「 体 験 ゼ ミ ナ ー ル 」 で 県民 と 交流 を 通 し て 千 葉県 の 地域 特 性や 千葉

県 で 生活 す る 人 々 の 特徴 を 理 解 し 、 対 象 と な る 人 々 を 生 活者 と し て と ら え る 視 点 を 養 う 。

「 千 葉県 の 健康 づ く り 」 で 千葉 県 の 健 康政 策や 健 康づ く り の 実践 を 学 ぶ こ と を 通 し て 、 地

域 の 健康 課 題 を 踏 ま え た 政 策や 実 施 の 在 り 方 を 学 ぶ 。 「 専門 職間 の 連 携 活動 論 」 を 多学 科

共 同 で ケ ア プ ラ ン を た て る こ と で 、 イ ン タ ー プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル ワ ー ク を 学 ぶ 。  

「 一 般 教養 科目 」 に つ い て は 、 「 人 間 理解 群 」 は 、 現 代 社会 を 生 き る 人 間 に つ い て の 理

解 を 深 め 、 豊 か な 人 間性 と 高 い 倫 理観 を 育 む と と も に 、 良好 な 人 間関 係 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン 能力 を 養 う 。 「 生活 と 環境 群 」 は 、 社 会や 異 な る 文 化 に 対応 で き る 視野 と 問題 意識 を

持 つ こ と が で き る よ う 、 文 化や 風 習 を 科学 的 に 把 握 ・ 思 考す る 方 法論 を 学 ぶ 。 「 情 報理 解

群 」 は 、 ツ ー ル と し て の IT の 活 用 方法 を 習 得す る に と ど ま ら ず 、 倫理 や 権利 の 保護 を 配 慮

で き る 基 礎 能力 を 養 う 。 「 外国 語 群 」 は 、 国際 化 に 対 応 で き る 専 門職 に 必要 な コ ミ ュ ニ ケ
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ー シ ョ ン 手 段 と な る 語学 力 を 養 う 。  

「 保 健 医療 基礎 科 目 」 で は 、 「 人 間 の こ こ ろ と 身 体 」 群 で 、 栄養 学 ・ 心 理学 な ど 、 人間

を 科 学 的 に と ら え る た め に 必要 不 可欠 な 基 礎医 学 を 基 盤 と す る 。 疾患 の 有無 に 関 わ ら ず 人

間 を 精 神 的 ・ 身 体的 両側 面 か ら 適 切 に 理解 ・ 把 握 で き る 能力 を 育 成す る 。 「 健 康 と 保健 医

療 シ ス テ ム 」 群 で 、 健康 論 や疫 学 ・ 保 健統 計 、 医 療経 営 管理 論 な ど 、 健 康 の 概 念や わ が 国

の 医 療 シ ス テ ム に つ い て 習 得 す る 。 人 々 の 健康 を 幅 広 く 科学 的 に 支援 す る 視 点 を 養 う 。  

「 看 護 学科 専門 科 目 」 で は 、 看 護 師 ・ 保健 師 と い っ た 保 健医 療専 門職 と し て 身 に つ け て

お く べ き 基 礎的 知識 ・ 技 術 ・ 態 度 の う ち 、 特 に 看 護学 の 理解 を 深 め る 上 で 必 須 と 考 え ら れ

る 内 の 「 専 門基 礎科 目 」 か ら 始 ま る 。 対象 ・ 時 期 ・ 分 野 に か か わ ら ず 各 看護 学 の 基 盤 と な

る 科 目 か ら 成 り 立つ 「 基 礎 看護 科 目 」、 対 象 ・ 時 期 ・ 分 野別 に 専 門実 践 に 向 け た 知 識 ・ 技

術 ・ 態度 を 習 得 す る 「 実 践 看護 科 目 」 に つ な げ 、 さ ら に 卒業 後 の キ ャ リ ア ア ッ プ に 結び 付

け る 「 発 展 看護 科目 」 へ と 進む と い う 段階 の カ リ キ ュ ラ ム 構 成 と な っ て い る 。 「 専 門基 礎

科 目 」、 「 基礎 看護 科目 」 は 主 に 1 ～ 2 年 次 に 、 「 実 践 看護 科目 」 は 主 に 2 年 次前 期 に 実

践 領 域別 の 概論 か ら 入 り 、 2 年 次 後期 か ら 3 年 次 前期 に か け て 実 践領 域 別 の 方 法論 、 3 年

次 後 期 か ら 4 年 次前 期 に か け て 実 践 領 域別 の 臨 地 実習 と い う 段階 で 進 む よ う に 編成 し 、 段

階 別 に 学 習 で き る よ う に 配 置 し た 。 具 体的 な 授 業 科目 と し て は 成 人看 護 学 、 が ん 看 護学 、

高 齢 者 ・ 在 宅看 護学 、 精 神 看護 学 、 地 域看 護学 、 小児 看 護学 、 母 性看 護 学 を 網 羅 し 、 幅 広

い 対 象 の 看 護 ニ ー ズ を 多 面 的 に 把 握 で き る よ う 配 置 し た 。 4 年次 に は 学 生 個 々 が そ れ ま で

の 看 護実 習 等 の 体験 の 中 か ら さ ら に 専 門 領 域 を 選 択 し て 学 ぶ 「 看 護研 究 」、 「 総合 実習 」

の 必 修科 目 の 他 に 、 卒業 後 の キ ャ リ ア ア ッ プ に 結 び付 け る 「 発展 看護 科 目 」 と し て 、 「 国

際 看 護論 」 「 リ ー ダ ー シ ッ プ 論 」 な ど 多 く の 選 択 科目 を 配 置 し 、 学生 個 々 の 選 択 に よ り 探

求 し た い 科 目 を 複数 選択 で き る よ う 配 置 し た 。 ま た 、 臨 地実 習 に つ い て は 先 修 条 件 を 設 定

し て い る 。 例 え ば 、 2 年 前 期 の 基 礎看 護学 実習 の 場合 、 履修 に 先 立 っ て 、 修 得 し て お か な

け れ ば い け な い 科目 と し て 、 「 看 護学 入門 」 「 心 の 健 康 と 看 護 」 「 看 護 技術 論 Ⅰ～ Ⅲ 」

「 看 護ふ れ あ い 体験 学習 」 が あ る 。 以 降 、 領域 別 実習 、 「 看 護管 理学 実 習 」、 「 総 合実 習 」

に お い て も 同様 に 先 修条 件 を 設 け 、 順 序性 を 設 け て い る 。  

「 栄 養 学科 専門 科 目 」 で は 、 エ ネ ル ギ ー及 び栄 養 素 の 代 謝及 び出 納試 験 が 実 施 で き る 設

備 を 完 備 し て い る こ と か ら 、 「 応 用 栄 養学 」 で は 当該 実 験 を 組み 込む こ と に よ り 、 人間 栄

養 学 の 基 礎 的実 習 ・ 研究 が 実施 で き 、 栄養 学 の 理 解 を 基 礎 か ら 実 践的 に 学ぶ 。 臨地 実習 は 、

県 内 の 各 機 関 と 連携 を 取 る こ と で 小 ・ 中学 校 、 県 立病 院 の 管 理栄 養士 と 協働 し て 行 っ て い

る 。 食育 基 本法 ( 平 成17 年 ) 、 栄 養教 諭制 度 ( 平 成 17 年 ) の 制定 以来 、 教諭 と し て 食育 を

行 う 栄養 教 諭 の 配置 が 望 ま れ て い る 。 本学 で は 、 栄 養 教 諭 ( 一種 ) を 養 成 す る こ と に よ り 、

子 ど も が 将 来 に わ た っ て 健 康 に 生 活 で き る 「 食 の 自己 管 理能 力 」 や 「 望 ま し い 食習 慣 」 を

指 導 で き る 管理 栄養 士 を 養 成 す る 。 県 内 の 教育 委 員会 、 小中 学校 の 栄 養 教諭 と 連携 し 、 講

義 ・ 実習 を 行 っ て い る 。  

「 歯 科 衛生 学科 専 門科目 」 で は 、 「 歯 科衛 生士 養 成施 設 指定 規則 」 が 定 め る 教 育内 容 を

包 括 し 、 歯 科衛 生士 学校 養 成所 の 指定 基準 を 満 た し て い る だ け で な く 、 「 専 門 基礎 分野 」

で 10 単位 、 「 専 門分 野 」 で 8 単 位 指定 単位 数 を 上 回 っ て い る 。 教 育経 験 豊富 な 教 員 の 指 導

と 学 生 の 主 体的 学習 に よ っ て 科 学 的 根 拠 に 基づ く 歯科 衛 生学 の 専 門知 識 や技 術 を 身 に つ け 、

実 践 力 、 問 題発 見 ・ 解決 能 力 、 研 究能 力 、 自己 研 鑚能 力 の 育 成 を 目指 す 教育 内 容 と な っ て
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い る 。  

学 士 課 程教 育 に 相 応 し い 教 育内 容 を 提 供す る た め に 、 学 内 の 実習 室 を 使 用 し た 段階 的 な

技 術 向上 が で き る 演 習 を 行 っ て い る 。 臨 地 ・ 臨 床 実習 前 に 「 総合 演習 」 で 客 観 的臨 床能 力

試 験 (OSCE) を 実 施 し て い る 。 卒 業 後 に 歯科 衛生 学 を 創 造 的 に 推進 す る た め の 基 礎的 能力 を

養 う た め の 「 卒 業研 究 」 を 開 講 し て い る 。 本学 科 は 、 歯 科診 療室 を 併 設 し 、 地 域住 民 の 歯

科 診 療 を 行 っ て い る 。 専 任 教員 の 歯科 医師 ・ 歯 科 衛生 士 教員 が 診 療 を 行 い な が ら 実 習 指 導

を 行 う こ と で 実 践的 知識 と 技術 の 融合 を 図 っ て い る 。  

「 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 科 専門 科 目 」 の 「 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 専 門基 礎 科目 」 で は 、 医

学 領 域 の 担 当者 は 、 科目 に 関す る 資格 を も つ教 員 で あ り 、 学 士課 程教 育 に 相 応 し い と 考 え

て い る 。 「 理学 療法 専門 科 目 」 で は 、 「 特 論 」 に お い て は 臨 床 で 活躍 す る 外 部 講師 を 依 頼

し 、 実際 の 臨床 場面 に 即 し た 教 育 を 行 っ て い る 。 さ ら に 、 「 臨床 実習 Ⅱ ( 評 価 実習 ) 」 の

前 半 に 学 内 で 客 観的 臨床 能 力試 験 (OSCE) を 実施 し た 後 、 臨地 ・ 臨 床実 習 が 実 施 さ れ て い る 。

「 作 業療 法 専門 科目 」 で は 、 「 指 定規 則 」 の 指 定 53単 位 に 対 し 、 本学 で は 必 修 66単 位＋ 選

択 1 単位 を 割 り 当 て て い る 。 基 カ リ キ ュ ラ ム ポ リ シ ー で あ る 、 対 象者 本 位 の 作 業療 法 の 実

践 技 術提 供 に 資 す る 人材 を 育 成 す る た め 、 「 講 義 」 の 他 、 「 演習 」 科 目 で は 学 内 で 実技 を

行 い 、 さ ら に 、 評価 実習 Ⅰ ・ Ⅱ の 前後 に 作 業療 法 セ ミ ナ ー と し て 学内 で 客観 的 臨床 能力 試

験 (OSCE) を 実 施 す る こ と に よ り 、 効果 的 な に 臨 床 実習 が 期待 さ れ る 。 さ ら に 地 域作 業療 法

の 充 実 の た め 4 年後 期 に 地 域作 業 療法 学実 習 ( 必 修 3 単 位 ) を 実 施 し て い る 。 ま た 、 大 学

で 学 ん だ 作 業療 法学 の 総 括 と し て 「 卒 業研 究 」 を 必 修 と し て い る 。 専 門 団体 に よ る 外部 評

価 と し て 作 業療 法学 専攻 は 、 平 成 24年 度 に 日本 作 業療 法 士協 会お よ び 世 界作 業 療法 士連 盟 、

ま た 理学 療 法学 専攻 は 平 成 25年 度 に 一 般社 団法 人 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 教 育評 価 機構 よ り 施

設 認 定 を 受 け て い る ( 資 料4-(2)-8) 。  

初 年 次 教育 及び 高 大連携 へ の 配 慮 に つ い て は 、 高 等学 校 に て 保健 医療 の 基礎 と な る 科目

を 履 修 し て い な い な ど の 理 由 に よ り 、 本学 部 で の 科目 履 修 に 不安 を 抱 く 学生 に 対 し て 、 単

位 認 定外 で 生物 ・ 物 理 ・ 化 学 に つ い て は 補 習授 業 を 実 施 す る ほ か 、 放 送 大学 と の 単 位互 換

協 定 に よ り 、 「 初歩 か ら の 生 物 学 」 「 初歩 か ら の 数 学 」 等 、 高等 学校 で 履修 し て い な い 科

目 を 履 修 で き る よ う に し て い る ( 資 料4-(2)-3) 。  

 少 人数 で 開講 す る 「 情 報 リ テ ラ シ ー 」 と 「 英 語 」 科 目 は 、 学生 が 自 身 の 能 力 に 応 じ た ク

ラ ス を 選 択 で き る よ う に 初 歩 か ら 上 級 者 の 幅広 い レ ベ ル の 授 業 を 開講 し て い る 。  

 

2 ． 点検 ・ 評価 

● 基 準 4(2) の 充 足状 況 

平 成 25 年10 月 に 実 施 し た 1 期生 ( 卒 業 後 ) を 対 象 と し た 調査 で は 、 教 育 目標 達 成 の た め

に 必 要 な 科 目 が 開講 さ れ て い た か に つ い て 、 「 十 分 に 開 講 さ れ て い た 」 「 ま あ 開講 さ れ て

い た 」 と の 回答 は 、 「 思 い や り の 心や 高 い 倫理 観 を 基 本 と し た 人 間性 を 向 上 す る 力 」

75.0 ％ 、 「 生 き い き と し た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 」 76.9 ％ 、 「 確 か な 実 践 力 と 、 新 た な

実 践 の つ く り だ す力 」 78.9 ％ 、 「 自己 理解 と 責 任 感 を 基 盤 と し た し な や か な 個 別 対 応 力 」

73.1 ％ 、 「 他 の 専門 職 と 自 在 に 連 携 ・ 協働 す る 力 」 80.8 ％ 、 「 地 域 の 健 康づ く り に 貢献 す

る 力 」 78.8 ％ 、 「 保 健医 療 福祉 を 総 合 的 に 理解 し 発展 さ せ よ う と 志向 す る 力 」 82.6 ％ 、

「 生 涯 に わ た り 科学 的 に 真 理 を 探 求す る 力 」 69.2 ％ で あ っ た ( 資 料4-(2)-5) 。 同 時期 に 実 施
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し た 専任 教 員 を 対象 と し た 調査 で は 、 教育 目標 達 成 の た め に 必要 な 科 目 が 開 講 さ れ て い た

か に つ い て 、 「 十分 に 開 講 さ れ て い た 」 「 ま あ 開 講 さ れ て い た 」 と の 回 答 は 、 「 思 い や り

の 心 や高 い 倫理 観 を 基本 と し た 人 間性 を 向 上す る 力 」 75.0 ％ 、 「 生 き い き と し た コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン 能力 」 73.4 ％ 、 「 確 か な 実 践 力 と 、 新 た な 実 践 の つ く り だ す 力 」 70.5 ％ 、 「 自

己 理 解 と 責 任感 を 基 盤 と し た し な や か な 個 別 対 応 力 」 73.9 ％ 、 「 他 の 専 門職 と 自在 に 連

携 ・ 協働 す る 力 」 79.2 ％ 、 「 地 域 の 健 康づ く り に 貢献 す る 力 」 77.1 ％ 、 「 保 健 医療 福祉 を

総 合 的 に 理 解 し 発展 さ せ よ う と 志 向す る 力 」 61.3 ％ 、 「 生涯 に わ た り 科 学的 に 真理 を 探 求

す る 力 」 65.9 ％ で あ っ た ( 資 料4-(2)-6) 。  

平 成 24 年度 「 学 生 に よ る 授 業評 価 」 に お け る 「 授 業内 容 が 充 実 し て い た 」 に 対 す る 回答

は 、 「 そ う 思 う 」 「 少 し そ う 思 う 」 72.5 ％ 、 「 普 通 」 22.5 ％ 「 あ ま り 思 わ な い 」 「 思 わ な

い ・ 無回 答 」 5.0 ％ で あ っ た ( 資 料4-(2)-7) 。  

以 上 よ り 、 教育 目 標及び 教 育課 程 編成 方針 に 基 づ き 適 切 に 授 業科 目 を 開 設 し 、 教育 課程

を 体 系 的 に 編成 し 、 適切 な 教 育 内 容 を 提供 す る と い う 基 準 は 充足 し て い る と 考 え る 。  

① 効 果 が 上 が っ て い る 事 項 

新 カ リ キ ュ ラ ム 検 討委員 会 で 検 討 さ れ た 教 育課 程 編成 方 針 に 基づ い て 授 業 科 目 を 開 設 し 、

教 育 活動 を 実 施 で き て い る ( 資 料4-(2)-4) 。 ま た 時 間割 に お い て も 新 カ リ キ ュ ラ ム に 応 じ 適

切 に 実施 改 善 さ れ て い る ( 資 料4-(2)-10)( 資 料 4-(2)-11) 。 カ リ キ ュ ラ ム 評 価 に 基 づ い た 教 育

課 程 の 改 善 が 図 ら れ て い る ( 資 料4-(2)-3) 。  

入 学 者 の 基 礎学 力 や学習 経 験 の 多 様性 に 配 慮 し た 初年 次 教育 に お け る 配 慮 が な さ れ 、 特

別 な 配 慮 を 必 要 と す る 学 生 へ の 対 応 が 可能 な 体 制 が 整 っ て い る ( 資 料 4-(2)-1  別表 第 1) 。

放 送 大学 と の 単 位互 換協 定 に よ り 、 初 年次 教育 に お け る 対応 が よ り 幅 広 く 行 え る こ と が 期

待 さ れ る だ け で は な く 、 学 生 に 提 供 で き る 一般 教 養科 目 が 増 え る こ と で 一般 教 養科 目担 当

の 専 任教 員 が 少 な い と い う 小規 模 大学 の デ メ リ ッ ト を 克 服 で き る 体制 が 整 っ た と 評 価 で き

る ( 資 料4-(2)-2) 。  

② 改 善す べ き 事 項 

卒 業 生 と 専 任教 員 の 調査 に お い て 必 要 な 科 目 が 開 講 さ れ て い る と い う 評 価 が 7 割 に 満 た

な か っ た 教 育 目 標 「 保健 医 療福 祉 を 総 合的 に 理 解 し 発 展 さ せ よ う と 志 向 す る 力 」 と 「 生 涯

に わ た り 科 学的 に 真 理 を 探 求 す る 力 」 に つ い て は 、 科 目 の 追 加 あ る い は 教 育 内 容 の 付加 が

必 要 で あ る 。  

 

3 ． 将来 に む け た 発 展方 策 

① 効 果 が 上 が っ て い る 事 項 

教 育 課 程編 成方 針 に 基づ い た 教 育 活動 が 継 続 で き る よ う に 、 定期 的 に 評 価 を 行 い な が ら 、

教 育 課程 編 成 と 教育 内容 の 一層 の 充実 を 図 る 。 放 送大 学 と の 単位 互換 協 定 の 活 用 を 促 し 、

学 生 の ニ ー ズ や 基礎 学力 に 対応 で き る よ う に 初 年 次教 育 や一 般教 養教 育 の 一 層 の 充 実 を 図

る 。  

② 改 善す べ き 事 項 

卒 業 生 と 専 任教 員 の 調査 に お い て 「 必 要 な 科目 が 開講 さ れ て い る 」 と い う 評 価 が 低 か っ

た 教 育目 標 に つ い て 、 教 育 課程 や 教育 内容 を 精 査 す る と と も に 、 学士 課 程 で の 到達 度 を 明

確 に し 、 生 涯学 習 と の 連 動 に つ い て 検 討 を 始 め る 。  
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4 ． 根拠 資 料 

4-(2)-1  千 葉県 立 保健医 療 大学 学 則 ( 既出 資料 1-5)  

4-(2)-2  放送 大学 と の 単 位互 換 協定 に 基 づ く 修 得単 位 の 認 定 に 関す る 規程 施 行細 則 

4-(2)-3  平 成 26 ・ 27年度 版 授業 概 要 

4-(2)-4  新 カ リ キ ュ ラ ム 検 討委 員 会報 告 (2012.4.2 教 授会 資料 ) ( 既出 資 料 4-(1)-10)  

4-(2)-5  千 葉県 立 保健医 療 大学 学 生支 援体 制等 に 対す る 評価  ( 既 出資 料4-(1)-8) 

4-(2)-6  平成 25 年内部 質 保障 の た め の 教 員 ア ン ケ ー ト 結果  ( 既 出資 料1-10) 

4-(2)-7  平 成 25 年 度授業 評 価 ア ン ケ ー ト 結 果 

4-(2)-8  日 本作 業 療法 士 協会 お よ び 世界 作業 療 法士 連 盟(WFOT)へ の 学 校名 登 録 に つ い て 

4-(2)-9  リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 教 育 評価 機構 教育 評 価認 定 審査 結果 に つ い て  

4-(2)-10 平 成 27 年 度時間 割 表  新 カ リ キ ュ ラ ム 用  

4-(2)-11 平 成 26 年 度時間 割 表  旧 カ リ キ ュ ラ ム 用 

4-(2)-12 平 成 27 年 度看 護 学科 ガ イ ダ ン ス 資料 

4-(2)-13 平 成 27 年 度歯 科 衛生 学 科教 務 ガ イ ダ ン ス 資 料 

4-(2)-14  H27 年 度 後期 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 資 料 （ 理 学 療法 学専 攻 ）  

4-(2)-15 作 業療 法 学専 攻 カ リ キ ュ ラ ム 概 要 
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 (3) ． 教 育 方法 

 

1 ． 現状 の 説明 

(1)教 育方 法 お よ び学 習指 導 は 適 切 か 。  

教 育 方 法 は 、 実 践 力 の 向 上 を め ざ し 、 講義 ・ 演 習 ・ 実 習 ・ 実 験 と い っ た 多 様 な 授 業 形態

を 組 み 合 わ せ 、 高 い 実践 力 と 知 識 ・ 技 術 と 実践 力 が 遊 離 し な い 現 実適 合 性 の 高 い 実 践教 育

を 行 っ て い る 。 ま た 、 客 観 的臨 床 能力 試験 (OSCE) 、 問題 解 決型 授業 、 小 人数 編 成 に よ る 臨

地 実 習 、 実 習施 設 と の 緊 密 な 連 携 に 基 づ い た 実 践 教育 を 行 っ て い る 。 ま た 、 学 科共 通科 目

を 配 置 し 、 学科 の 枠 を 超 え た 学 習 環境 を 提 供す る こ と で 、 学 科間 の 交 流 を 維 持 し な が ら 各

専 門 科目 を 学 習 す る よ う に 配慮 し て い る ( 資料 4-(3)-1pp.26-27) 。 履修 指 導 は 、 教務 委員 会

が 中 心 と な り 、 学科 ・ 専 攻 の 独 自 性 を 活 か し た 履 修支 援 体制 を と っ て い る 。 年 度初 め に は 、

全 学 共通 ガ イ ダ ン ス と 学 科 別 ガ イ ダ ン ス を 実施 し て い る 。 ポ ー ト フ ォ リ オ を 導 入 し 、 教 育

目 標 の 到 達 状況 の 段 階的 自 己評 価 に 基 づ い た 年 間 目標 の 設定 と 当 該年 度 の 履 修 計画 立案 を

支 援 し て い る 。 年度 の 終 わ り に は 、 年 間目 標 の 評 価 の 記 入 を 促 し て い る 。 履 修 登録 に あ た

っ て は 、 学 生 が 履修 計画 を 立 て 、 確 実 か つ 適切 に 履修 登 録 が で き る よ う に 、 学 生支 援課 と

教 務 委員 会 が 中 心 と な っ て 支 援 し て い る 。  

学 生 が 適時 に 学 習 支援 を 受 け ら れ る よ う に 、 全 教 員 が オ フ ィ ス ア ワ ー を 提 示 し 、 学 習進

度 や 個別 性 に 対 応 し た 学 習 指導 を 行 っ て い る 。 ポ ー ト フ ォ リ オ は 科目 毎 の シ ー ト を 設 け 、

学 生 の 学 習 状況 を 教 員 が 把 握す る ツ ー ル と し て 常 時 活 用 さ れ て い る ( 資 料4-(3)-2) 。  

学 科 ・ 専攻 の 独 自 性 を 生 か し た 履 修支 援体 制 に つ い て 、 以下 に 説 明す る 。 看 護 学科 で は 、

１ ～ ２ 年 次 に は 学生 10名 に 1 名 の 担任 教員 を 置 き 、 各 学 年 の 担任 リ ー ダ ー 、 学 科 の 学生 進

路 支 援委 員 長 が 担任 教員 を サ ポ ー ト す る 学 生支 援 体制 を と っ て い る 。 ３ ～ ４ 年 次 に は 、 学

生 と の 接 触 頻度 が 増 す実 習 科目 担 当教 員お よ び 看 護研 究 担当 教員 が 、 履 修支 援 を 担 当 し 、

学 科 の 学 生 進路 支援 委員 が 総括 す る 体 制 を と っ て い る 。 併 せ て 、 全専 任 教員 が オ フ ィ ス ア

ワ ー を 設 け て 学 生 に 周知 し 、 個 別 の 履 修支 援 を 実 施 し て い る （ 根 拠資 料 4-(3)-8 ，  4-(3)-9 ，  

4-(3)-10 ，  4-(3)-11 ）。  

栄 養 学 科 で は 、 学 生 の 履 修 支援 は 各 学 年 に 配置 し た 担 任 ・ 副 担任 及び 教 務委 員 を 中 心 に 、

月 2 回 の 学 科運 営会 議 で 学 生教 育 の 進 捗状 況 、 学 生生 活 の 情 報 を 共有 化 し 実 施 し て い る

（ 根 拠資 料 4-(3)-12 ）。  

歯 科 衛 生学 科 で は 、 学年 別 に 担 任 ・ 副 担任 制 を と り 、 年 度初 め の 学科 別 ガ イ ダ ン ス に お

い て に 履 修 計画 の 立 案 を 支 援 し て い る 。 さ ら に 、 学生 が 履修 登録 を 確 実 に 行 え る よ う に 、

学 科 の 担 当 教員 が 前 後期 の 履修 登 録期 間中 に 履 修 申請 一 覧 に つ い て 紙 媒 体 で 提 出 を 促 し 、

登 録 漏 れ が な い よ う 確認 を し て い る 。 ま た 、 学 科 専任 教 員 は オ フ ィ ス ア ワ ー を 設 け 、 個 別

に 履 修 ・ 学 習 の 相談 に 対 応 し て い る （ 根拠 資料 4-(3)-13 ，  4-(3)-14 ）。  

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学科 理 学療 法 学専 攻 で は 、 学 年担 任 が 、 前後 期最 低 1 回 は 学 生 と 個

別 面 談 し 、 学校 生活 ・ 学 習 の 進 行 状況 ・ 家 庭 の 経 済状 況 等 に 問題 が な い か 確 認 し て い る 。

そ の 時 、 学 習状 況 の 資料 と し て Grade Point Average も 参 考 と し て い る 。 進路 再 考等 の 相 談 が

あ る 場合 は 、 学 生 ・ 担任 に 専攻 長 も 加 え 面 談 を 行 っ て い る （ 根 拠 資料 4-(3)-15 ）。  

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学科 作 業療 法 学専 攻 で は 、 学 生 に 履 修 モ デ ル を 「 作 業療 法 学専 攻 カ
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リ キ ュ ラ ム 概要 」 を 提示 し 説明 し ， 履 修 の 参考 に で き る よ う に し て い る ． ま た ， 担 任制 を

取 り ， 履 修 登録 の 際 の 個 別 相談 を 受 け て い る ． さ ら に 履 修登 録漏 れ を 未 然 に 防 ぐ 目 的 で ，

学 生 に 学 年 最初 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン を し 、 確認 の 方法 を 説 明 し 、 WEB 登 録 結果 の 提 出 を 紙

媒 体 で 提 出 を 求 め ， 学年 の 担任 が 個別 に 確 認 を 取 っ て い る 。 進 路 再考 等 の 相 談 が あ る 場 合

は 、 学 生 ・ 担任 に 専 攻長 と 場合 に よ り 保護 者 を 加 え 面 談 を 行 っ て い る 。 （ 根 拠 資料

4-(3)-16 ）。  

 

(2)シ ラ バ ス に 基 づ い て 授 業 が 展 開 さ れ て い る か 。  

授 業 の 到達 目標 及 び テ ー マ 、 授 業 の 概 要 、 授業 計 画 ( 回 数 、 月日 、 テ ー マ 、 内 容 ) 履修

条 件 、 テ キ ス ト 、 参 考書 等 ・ 参 考 資料 等 、 学生 に 対す る 評価 を シ ラ バ ス に 記 載 し 、 シ ラ バ

ス に 基づ い て 授 業 が 展開 さ れ て い る ( 資料4-(3)-3) 。  

平 成 24 年度 授業 科 目 の 授 業 評価 に お い て 、 「 こ の 授業 の シ ラ バ ス は 役 に 立 っ た 」 に 対す

る 回 答 は 、 「 そ う 思 う 」 17.5 ％ 「 少 し そ う 思 う 」 27.7 ％ 「 普 通 」 45.0 ％ 「 あ ま り 思 わ な い 」

6.4 ％ 「 思 わ な い ・ 無回 答 」 3.3 ％ で あ っ た ( 資 料4-(3)-4) 。  

 

(3)成 績評 価 と 単 位認 定 は 適 切 に 行 わ れ て い る か 。  

成 績 評 価 は 、 試 験 結果及 び 学習 態 度等 を 総 合的 に 判断 し て 判 定 し て い る 。 成 績 の 評 価基

準 は 下 表 の と お り で あ り 、 合格 の Ｓ 、 Ａ 、 Ｂ 及 び Ｃ に 単 位 を 認定 す る 。 再試 験 の 合 格者 は

す べ て 、 成 績評 価 を Ｃ 、 評 点 を 60 点 と し て い る ( 資 料 4-(3)-5  第 6 条 ) 。  

単 位 認 定 は 、 履 修 登録 を 行 い 、 授 業 に 出席 し 、 成 績試 験 に 合 格す る こ と に よ っ て 単 位 を

認 定 し て い る ( 資料 4-(3)-6  第 36条 ) 。 成 績試 験 は 、 履 修登 録 を 済 ま せ た う え で 授 業 に 出

席 し 、 定 め ら れ た 出 席時 間 数 を 満 た し た 者 に 受 験 資格 が 与 え ら れ る 。 病 気等 や む を 得 な い

理 由 に よ り 試験 を 受 け る こ と が で き な か っ た 場 合 は 、 学 生 の 申請 に よ り 追 試 験 を 受 け る こ

と が で き る 。 ま た 、 試験 の 不合 格 者 に 対 し 、 担 当 教員 が 必要 と 判 断 し た 場合 に は 再 試験 を

受 け る こ と が で き る ( 資 料 4-(3)-5  第 8 、 9 条 ) 。  

 

(4)教 育成 果 に つ い て 定期 的 な 検 証 を 行 い 、 そ の 結 果 を 教 育課 程や 教育 内 容 ・ 方 法 の 改善 に

結 び つ け て い る か 。  

平 成 24 年 2 月 に 教 務委員 会 が 専 任 教員 及び 1 期 生 (3 年 次 後期 終了 時 ) を 対 象 に 「 カ リ キ

ュ ラ ム 評 価 ア ン ケ ー ト 」 を 実 施 し た 。 教育 目標 と 教育 課 程 の 整合 性 に 関 す る 改 善意 見 を 踏

襲 し 、 平 成 25年 か ら 運 用 す る 新 た な 教 育課 程 を 編 成 し た 。 併 せ て 、 一 部 科目 の 授業 形態 を

変 更 し た ( 「 千 葉県 の 健 康 づ く り 」 講 義→ 演習 、 「 統 計 学 」 講義 →演 習 、 等 )( 資料4-(3)-7) 。  

平 成 25 年10 月 に 、 1 期生 及 び専 任 教員 の 卒 業時 教 育目 標 の 達 成状 況及 び 教育 目 標達 成 の

た め に 必 要 な 科 目 が 開講 さ れ て い た か に つ い て 調 査 を 行 っ た ( 詳 細 は 4-(2) 章 と 4-(4) 章 に 記

載 ) 。  

平 成 23 年度 よ り 総 務 ・ 企 画 委員 会 が 専 任教 員 の 担 当す る 授業 科目 の 授 業 評価 を 行 っ て い

る ( 資 料4-(3)-4) 。 各 設問 に 対す る 「 そ う 思 う 」 ま た は 「 少 し そ う 思 う 」 と 回 答 し た 割合 は 、

「 授 業 の 目 標 が 明確 に 示 さ れ て い た 」 63.1 ％ 「 内 容 が よ く 理 解 で き る よ う に 準 備 さ れ て い

た 」 68.4 ％ 「 授 業内 容 が 充 実 し て い た 」 72.5 ％ 「 授業 方 法 に 工夫 が な さ れ て い た 」 66.2 ％

で あ っ た 。 授業 評価 の 結 果 は 、 開 始当 初 よ り 担 当 教員 に 返却 し て い る が 、 平 成 25年 度 か ら 、
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授 業 評価 の 結果 と と も に 、 担当 教 員 が 評価 に 基 づ い た 改 善策 を 公 表す る 方式 を 導 入 し た 。  

 

2 ． 点検 ・ 評価 

● 基 準 4(3) の 充 足状 況 

 大 学開 設 時 に 計画 さ れ た 保健 医 療専 門職 に 必 要 な 実 践 力 の 向上 を 念 頭 に 置 い た 教 育方 法

と 学 習指 導 は 着 実 に 実行 さ れ て い る 。 後述 の と お り 一 定 の 教 育成 果 を 上 げ て い る こ と に 鑑

み る と (4-(4) 章 ) 、 教育 方 法や 学 習指 導 は 適切 に 行 わ れ て い る と 評価 で き る 。 し か し 、 シ

ラ バ ス が 役 に 立 っ た と い う 評価 が 高 く な い こ と は 基 準 を 充 足 し て い る と は 言 え な い 。  

成 績 評 価 と 単位 認 定 が 規 程 に 基 づ い て 着実 に 行 わ れ て い る こ と は 基準 を 充 足 し て い る と

考 え る 。 完 成年 度 を 迎 え る 前 後 に 教育 目標 の 達 成 状況 を 検 証 し た 点 は 評 価 で き る が 、 教 育

方 法 の 検 証 及び 教育 課程 や 教育 内 容 ・ 方法 の 改 善 に は 着 手 で き て い な い 。  

① 効 果 が 上 が っ て い る 事 項 

小 規 模 な 保 健医 療 系大学 の 利点 を 生 か し た 教育 方 法 と 学 習指 導 は 、 開 学 時 の 計 画 ど お り

に 実 施 で き て お り 授 業評 価 か ら も ( 資 料4-(3)-4) 。 成 績 評価 及び 単位 認 定 は 、 授業 概要 に よ

り 基 準 が 明 確化 さ れ 周知 さ れ て お り 、 厳格 か つ 適 正 に 行 わ れ て い る ( 資 料4-(3)-3) 。 教育 方

法 の 定期 的 な 検 証 は 、 総 務 ・ 企 画 委員 会 に よ り 授 業評 価 シ ス テ ム の 構 築 に よ り 、 実 現可 能

な 状 態 に あ る ( 資料4-(3)-4) 。  

② 改 善す べ き 事 項 

シ ラ バ ス が 学生 の 主体的 学 習 の 助 け に な っ て い る か 、 シ ラ バ ス に 基づ い た 授 業 が 行 わ れ

て い る の か に つ い て 検証 し 、 改 善 を 図 る 必 要 が あ る 。 授 業科 目毎 の 教 育 方法 の 評価 が 行 わ

れ て い な い 。 授 業評 価 が 、 予算 や マ ン パ ワ ー の 制 限 に よ り 、 専任 教員 の 担当 科 目 に 限定 さ

れ て い る 。 教育 目標 の 達 成 状況 の 評価 に 基 づ い た 教育 課 程や 教育 内容 、 教育 方 法 の 改善 が

実 行 さ れ て い な い 。  

 

3 ． 将来 に む け た 発 展方 策 

① 効 果 が 上 が っ て い る 事 項 

 本 学 の 教 育理 念 の 骨子 で あ る 保 健医 療専 門職 の 育成 に 相応 し い 教育 方 法 と 学 習指 導 を 継

続 し て い く 。 教 育方 法 の 検 証 を よ り 詳 細 に 行 い 、 改善 を 実 行 し て い く 。  

② 改 善す べ き 事 項 

教 務 委 員会 で シ ラ バ ス の 適 切性 を 検 証 し 、 問題 点 を 明 確 に し て 改 善策 を 出 す 。 た と え ば

シ ラ バ ス 作 成 時 に 注 意書 き あ る い は 研 修等 を 実 施 す る 。 授業 評価 を 専 任 教員 以 外 の 科目 を

含 め た 全 科 目 に つ い て 行 え る 体 制 を 整 備す る 。 さ ら に 、 授業 評価 を 学 生 や社 会 に 対 す る 公

表 で き る 体 制 も 整備 す る 。 授業 科 目毎 に 教 育方 法 の 評 価 を 行 い 、 改善 策 を 提 示 す る 。  

 

4 ． 根拠 資 料 

4-(3)-1  千葉県立保健医療大学設置認可申請書 ( 抜粋)  

4-(3)-2  ポートフォリオの手引き (2014 年度 )  

4-(3)-3  平成26年度版授業概要 (2014 シラバス )  

4-(3)-4  平成25年度授業評価アンケート結果 ( 既出資料 4-(2)-7)  

4-(3)-5  千葉県立保健医療大学履修規程 ( 既出資料 4-(1)-5)  
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4-(3)-6  千葉県立保健医療大学学則 ( 既出資料 1-5) 

4-(3)-7  新カリキュラム検討委員会報告(2012.4.2教授会資料 ) ( 既出 資料

4-(1)-10)   

4-(3)-8    平成27年度看護学科ガイダンス資料 

4-(3)-9    平成27年度 4 月ガイダンス時の担任と学生の懇談会の進め方 

4-(3)-10   平成27年度看護学科学生・進路支援委員会事業計画 

4-(3)-11   平成27年度看護学科教員のオフィスアワーのお知らせ 

4-(3)-12   平成27年度栄養学科運営会議議事要旨（抜粋）  

4-(3)-13   平成27年度歯科衛生学科教務ガイダンス資料 

4-(3)-14   平成27年年度オフィスアワー 

4-(3)-15    H27 年度後期オリエンテーション資料（理学療法学専攻） 

4-(3)-16  作業療法学専攻カリキュラム概要 
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(4) ． 成果 

 

1 ． 現状 の 説明 

(1)教 育目 標 に 沿 っ た 成果 が 上 が っ て い る か 。  

教 育 目 標 ( カ リ キ ュ ラ ム ポ リ シ ー ) は 平 成 27 年 度 授業 概 要 ( シ ラ バ ス ) と 平 成 27年 度版

学 ハ ン ド ブ ッ ク に 掲 載 さ れ た ( 資 料 4-(4)-3)( 資 料4-(4)-4) 。  

平 成 25 年10 月 に 、 教育目 標 に 沿 っ て 成 果 を 確 か め る た め に 、 1 期 生 ( 卒 業 後 ) を 対 象 に

「 学 生 ア ン ケ ー ト 」 を 実 施 し た 。 教育 目標 の 達 成 状況 は 、 「 十分 に 達 成 し た 」 「 ま あ 達 成

し た 」 と の 回答 は 、 「 思 い や り の 心や 高 い 倫理 観 を 基 本 と し た 人 間性 を 向 上 す る 力 」

84.6 ％ 、 「 生 き い き と し た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 」 75.0 ％ 、 「 確 か な 実 践 力 と 、 新 た な

実 践 の つ く り だ す力 」 65.4 ％ 、 「 自己 理解 と 責 任 感 を 基 盤 と し た し な や か な 個 別 対 応 力 」

69.2 ％ 、 「 他 の 専門 職 と 自 在 に 連 携 ・ 協働 す る 力 」 82.7 ％ 、 「 地 域 の 健 康づ く り に 貢献 す

る 力 」 71.2 ％ 、 「 保 健医 療 福祉 を 総 合 的 に 理解 し 発展 さ せ よ う と 志向 す る 力 」 73.0 ％ 、

「 生 涯 に わ た り 科学 的 に 真 理 を 探 求す る 力 」 67.3 ％ で あ っ た ( 資 料4-(4)-1) 。  

同 時 期 に 実 施 し た 専任教 員 に 対 す る ア ン ケ ー ト で は 、 教 育目 標 の 達成 状 況 が 「 十分 に 達

成 し た 」 「 ま あ 達成 し た 」 と の 回 答 は 、 「 思 い や り の 心 や高 い 倫 理観 を 基 本 と し た 人間 性

を 向 上 す る 力 」 79.1 ％ 、 「 生 き い き と し た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 」 71.5 ％ 、 「 確 か な 実

践 力 と 、 新 た な 実践 の つ く り だ す 力 」 70.8 ％ 、 「 自己 理 解 と 責任 感 を 基 盤 と し た し な や か

な 個 別 対 応 力 」 74.0 ％ 、 「 他 の 専 門職 と 自 在 に 連 携 ・ 協 働す る 力 」 72.4 ％ 、 「 地域 の 健 康

づ く り に 貢 献す る 力 」 72.0 ％ 、 「 保健 医療 福祉 を 総 合 的 に 理 解 し 発展 さ せ よ う と 志 向す る

力 」 61.7 ％ 、 「 生涯 に わ た り 科 学 的 に 真理 を 探 求 す る 力 」 63.2 ％ で あ っ た ( 資 料4-(4)-2) 。  

1 期 生 の 卒 業判 定 は 、 対 象 者 181 名 の う ち 、 169 名 (93.3%) が 合格 、 12 名 (6.6%) が 不 合格

で あ っ た 。 2 期 生 の 卒業 判 定 は 、 対象 者 188 名 の う ち 、 182 名 (96.8%) が 合 格 、 6 名 (3.2%)

が 不 合格 で あ っ た 。  

1 期 生 の 国 家試 験 合格率 は 、 保 健 師 100 ％ ( 全 国 96％ ) 、 助 産師 100 ％ ( 全 国 98.1 ％ ) 、

看 護 師 97 ％ ( 全 国 88.8 ％ ) 、 管 理 栄養 士 81 ％ ( 全 国 38.5 ％ ) 、 歯 科衛 生 士 100 ％ ( 全国

96.2 ％ ) 、 理学 療法 士 100 ％ ( 全 国 88.7 ％ ) 、 作 業療 法 士 100 ％ ( 全 国 77.3 ％ ) で あ っ た 。

2 期 生 で は 、 保 健師 100 ％ ( 全 国 86.5 ％ ) 、 助 産師 100 ％ ( 全 国 96.9 ％ ) 、 看護 師 100 ％

( 全 国 89.8 ％ ) 、 管 理栄 養 士 96 ％ ( 全 国 48.9 ％ ) 、 歯 科 衛生 士 100 ％ ( 全 国 97.1 ％ ) 、 理

学 療 法士 100 ％ ( 全 国 83.7 ％ ) 、 作業 療法 士 100 ％ ( 全 国 86.6 ％ ) で あ り 、 い ず れ も 全国

合 格 率 を 上 回 っ た 。  

1 期 生 169 名 の 卒 業後 の 進 路 は 、 就職 者 161 名 、 進学 3 名 、 そ の 他 ・ 未 定 5 名 で あ っ た 。

就 職 者 161 名 の う ち 、 158 名 (98.1 ％ ) が 保 健医 療 専門 職 と し て 就 職 し た 。 2 期 生 182 名 の

卒 業 後 の 進 路 は 、 就 職者 174 名 、 進学 6 名 、 そ の 他 ・ 未 定 2 名 で あ っ た 。 就 職 者 174 名 の

う ち 、 172 名 (98.9 ％ ) が 保 健医 療 専門 職 と し て 就 職 し た 。 千 葉県 内就 職 者 は 、 1 期 生 96 名

(59.6%) 、 2 期生 105 名 (60.3 ％ ) で あ っ た 。  

 

(2)学 位授 与 ( 卒 業認 定 ) は 適 切 に 行 わ れ て い る か 。  

Web 成 績管 理 シ ス テ ム に よ り 集 計 さ れ た 学 生毎 の 単位 取 得状 況 を 把握 し 、 学 科 ・ 専 攻毎

に 定 め ら れ た 卒 業要 件 を 満 た し て い る の か を 教 務 委員 会 で 確 認 し 、 そ の 結 果 を 基 に 、 教 授



31 
 

会 で 卒業 判 定 を 行 っ た 。 卒 業要 件 を 満 た し て い る 学生 の 卒業 を 認 定 し 、 学位 を 授 与 し た 。  

 

2 ． 点検 ・ 評価 

● 基 準 4(4) の 充 足状 況 

 1 期生 及 び専 任教 員 の 卒 業時 教 育目 標 の 達成 状 況 の 評 価 、 さ ら に 卒 業 生 の 国 家資 格取 得

状 況 と 就 職 状況 か ら み て 、 教 育 目 標 に 沿 っ た 成 果 を 上 げ 、 学 位授 与 を 適 切 に 行 う と い う 基

準 は 概 ね 達 成 し て い る 。 し か し 、 達成 状況 が 6 割 と 評 価 さ れ た 教 育目 標 に つ い て は 、 改 善

が 必 要 で あ る 。  

① 成 果 が 上 が っ て い る 事 項 

学 位 授 与方 針 は 決定 さ れ 、 公 表 さ れ た ( 資料 4-(4)-3)( 資料4-(4)-4) 。 国 家試 験 の 合 格率 が

全 国 平均 よ り 高 く 、 すべ て の 学 科 専攻 に お い て 96 ～ 100 ％ の 合格 率 と な っ て い る 。 学 位 が

授 与 さ れ た 卒業 生 と 専任 教 員 に 教 育目 標 ・ 学位 授 与方 針 の 達 成度 を 調 査 し た と こ ろ 、 教 育

目 標 の 「 思 い や り の 心や 高 い 倫 理 観 を 基本 と し た 人間 性 を 向 上す る 力 」、 「 生 き い き と し

た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 」、 「 他 の 専門 職 と 自 在 に 連 携 ・ 協働 す る 力 」、 「 地域 の 健 康

づ く り に 貢 献す る 力 」 は 、 7 ～ 8 割 が 達成 し た と 評価 し て い る こ と か ら 成 果 が 上 が っ て い

る と 考 え ら れ る ( 資 料 4-(4)-1)( 資 料4-(4)-2) 。  

卒 業 判 定 は 、 1 期 生 の 卒 業 判定 が 初 め て の こ と で あ っ た が 、 Web 成績 管 理 シ ス テ ム が 円

滑 に 機能 し 、 学 位授 与 は 学 則 に よ り 教 授会 に お け る 学 位 授与 ( 卒 業認 定 ) の 決 定 が 厳格 か

つ 適 正 に 行 わ れ た(4-(4)-5第 8 章  卒 業 、 学位 及 び資 格 ) 。  

② 改 善 す べ き 事項 

教 育 目 標 の 「 確 か な 実 践 力 と 、 新 た な 実践 を つ く り だ す 力 」、 「 自己 理 解 と 責 任感 を 基

盤 と し た し な や か な 個 別 対 応力 」、 「 保健 医療 福 祉 を 総 合的 に 理 解 し 発 展 さ せ よ う と 志 向

す る 力 」、 「 生 涯 に わ た り 科学 的 に 真 理 を 探求 す る 力 」 は 、 卒業 生 と 教 員 の い ず れ か ま た

は 両 方 が 6 割台 の 達 成状 況 と 評 価 し て い る 。 教 務 委員 会 が 教 育課 程 と の 整合 性 や教 育内 容

を 点 検 し 、 改善 す る 必要 が あ る 。 学位 授与 方針 の 具体 的 な 指 標 と 実施 に 向 け て 検 討 が 必 要

で あ る 。  

 

3 ． 将来 に む け た 発 展方 策 

① 効 果 が 上 が っ て い る 事 項 

「 チ ー ム 医 療 を 通 し て 地 域 社会 に 貢献 で き る 保 健 医療 専 門職 の 育 成 」 と い う 本 学設 置 の

趣 旨 に 鑑 み 、 成 果 を 上 げ て い る 教 育目 標 の 達成 を 継 続 す る 。 学位 授与 が 適切 に 行 わ れ て い

る こ と か ら 、 今 後 も こ の シ ス テ ム ・ 体 制 を 堅持 す る 。  

② 改 善す べ き 事 項 

 総 務企 画 委員 会 あ る い は 教 務 委 員会 が 連 動 し て 、 教 育 目標 と 教 育課 程 ・ 教 育 内容 と の 整

合 性 を 精 査 す る と と も に 、 教育 目 標 ・ 学位 授与 方 針 の 実 施 の 到達 度 を 検 証 す る こ と が 改 善

す べ き 事 項 で あ る 。  

 

4 ． 根拠 資 料 

4-(4)-1  千 葉県 立 保健医 療 大学 学 生支 援体 制等 に 対す る 評価  ( 既 出資 料4-(1)-8) 

4-(4)-2  平 成 25 年 内部質 保 障 の た め の 教員 ア ン ケ ー ト 結 果 ( 既出 資料1-10) 
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4-(4)-3  平 成 27 年 度版授 業 概要 ( シ ラ バ ス )( 印 刷 中 ) ( 既 出  資料 4-(1)-13)    

4-(4)-4  平 成 27 年 度版学 生 ハ ン ド ブ ッ ク ( 印刷 中 ) ( 既 出  資 料 4-(1)-12)    

4-(4)-5  千 葉県 立 保健医 療 大学 学 則 ( 既出 資料 1-5)  
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第 五 章  学 生 の 受 け 入 れ 

 

1 ． 現状 の 説明 

(1)学 生 の 受 け 入 れ 方 針 を 明 示 し て い る か 。  

千 葉 県 立保 健医 療 大学学 則 に お い て 、 「 本 学 に 入 学す る こ と が で き る 者 」 に つ い て 定 め

て い る ( 資 料 5-1  第26 条 ) 。  

本 学 で 実施 し て い る 入学 選 抜方 法 は 、 一般 選抜 、 特別 選 抜 ( 推薦 入学 及 び社 会 人特 別選

抜 ) 、 編 入 学 (3 年次 ) で あ る 。 各 選抜 種別 の 出 願 資格 に つ い て は 、 年 度 毎 の 「 入学 者選 抜

要 項 」 に 記 載 し 、 受 験生 お よ び 関 係者 に 周 知 を し て い る ( 資 料 5-2) 。  

本 学 が 求 め る 学 生 像 に つ い て は 、 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ 、 学 生募 集要 項 に 、 大学 お よ び 各学

科 ・ 専攻 の ア ド ミ ッ シ ョ ン ポ リ シ ー を 提 示 し て い る ( 資 料 5-3 、 資料 5-4 pp.1-2) 。  

大 学 の ア ド ミ ッ シ ョ ン ポ リ シ ー は 、 「 教 育 上 の 理 念 」 に 続 く 記述 の 中 で 、 以 下 の よ う に

示 し て い る 。  

「 必 要 な 基 礎学 力 を 有 し 、 保健 医 療技 術者 と し て の 適 正 を 有 す る 者 を 受 け 入 れ る こ と を

基 本 方針 と し て 、 次 の よ う な 学 生 を 求 め て い ま す 。  

1 ． 豊 か な 人 間 性 や高 い 倫 理観 、 生 き 生 き き と し た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力 を 備 え 、 温 か

く 思 い や り の あ る 保健 医 療 サ ー ビ ス を 提 供 で き る 学 生 。   

2 ． 責 任感 と 柔軟 性 を 伴 う 確 か な 実 践 力 と 新 た な 実 践 を 作 り 出す 力 を 生 か し て 、 多 様 な 分

野 で 他 の 専 門 職 と 協働 し な が ら 活 躍 で き る 学 生 。   

3 ． 広 く 開 か れ た 大学 と し て 、 地 域 の 人々 と の 連 携や 交 流 を し て 、 地 域 社会 へ 貢献 す る 意

識 や生 涯 に わ た る 自己 研 さ ん 能 力 を 育む こ と が で き る 学生 。  

上 記 の 大学 の ア ド ミ ッ シ ョ ン ポ リ シ ー は 、 入学 時 の 能 力 よ り も 入 学後 に 修得 し て い く 能

力 に 重点 を 置 い て い る が 、 各学 科 ・ 選 考 の ア ド ミ ッ シ ョ ン ポ リ シ ー で は 、 大 学 の ア ド ミ ッ

シ ョ ン ポ リ シ ー に 則 り 、 入 学時 に す で に 備 え て い る 能 力 を 表 現 し 、 提 示 し て い る 。  

大 学 模 擬授 業 ・ 説 明会や 入 学試 験 の 面 接 に お い て 、 多 く の 受 験希 望者 や 受験 生 か ら 、 本

学 へ の 志 望 動機 を 語 る 中 で 、 「 チ ー ム 医療 」 「 地 域貢 献 」 と い っ た 言 葉 が 聞 か れ る こ と か

ら 、 本 学 の ア ド ミ ッ シ ョ ン ポ リ シ ー は 、 受 験希 望 者 に は 理 解 さ れ て い る 。  

入 学 す る に あ た り 、 修得 し て お く べ き 知識 等 の 内 容 ・ 水 準 に つ い て は 、 学 部 と し て 検討

さ れ た こ と は な く 、 大学 お よ び 各 学科 ・ 選 考 と し て 明 示 も さ れ て い な い 。 大 学 模擬 授業 ・

説 明 会 で は 受験 希望 者 か ら 質 問 を 受 け る こ と が あ る が 、 各学 科 ・ 選考 の 教員 個 々 の 説明 に

任 さ れ て い る 状 況 で あ る 。  

障 が い の あ る 学 生 の 受 け 入 れ に つ い て は 、 学生 募 集要 項 に 「 障 が い を 有 す る 等 、 受 験上

及 び 修学 上 特別 な 配 慮 を 必 要 と す る 場 合 は 、 平 成 ○年 ○ 月○ 日○ 時 ( 出 願 前 ) ま で に 大 学

学 生 支援 課 ま で 連絡 し 、 相 談 し て く だ さ い 。」 と 記載 し て い る 。 こ れ ま で の 事 前相 談 と し

て は 、 平 成 25 年 度入 試 の 際 に 3 名 、 平 成 26 年度 入 試 の 際 に 3 名 か ら 相 談 が あ っ た 。 い ず れ

も 相 談者 の 希望 に 沿 う よ う な 受 験 が で き る よ う に 試験 室 の 準 備 を 行 う こ と や 、 修学 上 の 疑

問 に 対 し 回 答 を し た ( 資 料 5-4  p. 7) 。  

な お 、 平成 27年 度 入学者 選 抜要 綱 、 学 生募 集要 項 に つ い て は 、 い ず れ も 大学 ホ ー ム ペー

ジ に て 閲 覧 可 能 で あ り 、 以 上 の 情 報 は 、 受 験生 を 含 む 社 会一 般 に 公表 し て い る 。  

ま た 、 転入 学 ・ 再 入学 ・ 転 学科 等 に つ い て は 、 千 葉県 立 保健 医療 大学 学 則 に 定 め て お り 、
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申 請 が あ っ た 場 合 は 、 規 定 に 則 り 選考 手続 き を 行 っ て い る ( 資 料 5-1 第 31条 、 32 条 ) 。  

 

(2)学 生 の 受 け 入 れ 方 針 に 基 づ き 、 公正 か つ 適切 に 学生 募 集お よ び 入学 者 選抜 を 行 っ て い る

か 。  

 本 学 の 入 学定 員 は 、 看 護 学科 80 名 、 栄養 学科 25 名 、 歯 科衛 生学 科25 名 、 リ ハ ビ リ テ ー シ

ョ ン 学科 50 名 ( 理学 療法 学 専攻 25 名 、 作業 療法 学 専攻 25 名 ) 、 計 180 名 、 3 年次 編 入学

( 看 護 学 科 )10 名 で あ る 。  

 選 抜方 法 に つ い て は 、 年 度毎 の 入学 者選 抜要 項 、 学 生 募集 要項 に お い て 明 示 す る と と も

に 、 以下 の よ う に 実 施 し て い る ( 資 料 5-2pp.2-10) 、 ( 資料5-4p. 7) 。  

＜ 一 般選 抜 ＞ 

前 期 日 程 で 実施 し て い る 。 募集 人 員 は 各学 科 ・ 専 攻入 学 定員 の 6 割 で あ る 。 大 学入 試 セ

ン タ ー 試 験 の 試 験科 目 は 、 全 学 科 、 全 専攻 と も 5 教科 で あ る 。 平 成27 年 度入 学 者選 抜 か ら 、

国 語 、 地 理 歴史 ・ 公 民 、 数 学 、 外 国語 の 4 教科 に つ い て は 、 こ れ ま で 通 り 各 学 科 ・ 専攻 で

共 通 し た 科 目 で あ る が 、 理 科 に つ い て は 、 各学 科 ・ 専 攻 で 指 定す る 科 目 が 異 な る こ と と な

っ た 。  

合 否 の 判定 は 、 大 学入試 セ ン タ ー 試験 及び 個別 学 力検 査 等 の 結果 と 調 査 書等 の 提出 書類

の 内 容 を 総 合的 に 判 定 し て 行 っ て い る 。 配 点 は 、 セ ン タ ー 試 験 550 点 ( 国 語 、 地理 歴史 ・

公 民 、 数 学 、 理 科 が そ れ ぞ れ 100 点 、 外国 語 が 150 点 ) 、 個 別学 力検 査 の 小 論 文 が 150 点 、

面 接 が 100 点 で あ る 。 出 願 者数 が そ の 学科 ・ 専 攻 の 募 集 人員 の 3 倍 を 超 え た 場 合 に は 、 大

学 入 試 セ ン タ ー 試験 の 成 績 に よ り 第 1 段階 選抜 を 実 施 し 、 第 1 段 階選 抜 の 合 格 者 に 対 し て

の み 個別 学 力検 査等 の 第 2 段階 選 抜 を 実施 し て い る 。  

＜ 推 薦 入学 ＞ 

特 別 選 抜 と し て 、 推薦入 学 及び 社 会人 特別 選抜 を 行 っ て お り 、 募 集人 員 は 推 薦 入学 と 社

会 人 特別 選 抜 ( 若干 名 ) を 合 わ せ て 各 学 科 ・ 専 攻 入学 定 員 の 4 割 以内 で あ る 。 出願 資格 に

お け る 評 定 平均 値 は 、 出 願 時 ま で で 3.8 以 上 の 者 と し て い る 。 推 薦入 学 の 合 否 の 判 定 は 、

大 学 入試 セ ン タ ー試 験 を 免 除 し て 、 小 論文 と 面 接 の 試 験 を 行 い 、 そ の 結 果 と 調 査書 等 の 提

出 書 類 の 内 容 に つ い て 総 合 的 に 判 定 し て 行 っ て い る 。 配 点 は 、 小 論文 が 100 点 、 面 接 が

100 点 で あ る 。  

＜ 社 会人 特 別選 抜＞ 

募 集 人 員 は 若干 名 で あ り 、 推薦 入 学 と 社会 人特 別 選抜 ( 若 干 名 ) を 合 わ せ て 各 学科 ・ 専

攻 入 学定 員 の 4 割以 内 で あ る 。 社 会人 特別 選抜 の 合否 の 判定 は 、 大学 入 試 セ ン タ ー 試験 を

免 除 し て 、 小論 文 と 面接 の 試験 を 行 い 、 そ の 結 果 と 出 願 書類 等 の 内容 に つ い て 総 合 的 に 判

定 し て 行 っ て い る 。 配点 は 、 小 論 文 が 100 点 、 面 接 が 100 点 で あ る 。 な お 、 小 論文 に つ い

て は 、 入 学 者 選 抜要 項 に お い て 、 「 英 文読 解 を 含 む 」 と 提示 し 、 基礎 的 学力 に つ い て も 審

査 し て い る 。  

＜ 編 入学 (3 年次 ) ＞ 

募 集 人 員 は 看護 学 科10名 で あ る 。 編入 学 (3 年次 ) の 合 否 の 判 定 は 、 大 学 入試 セ ン タ ー試

験 を 免 除 し て 、 小論 文 、 専 門科 目 及び 面接 の 試 験 を 行 い 、 そ の 結 果 と 出 願書 類 等 の 内容 に

つ い て 総 合 的 に 判定 し て 行 っ て い る 。 配 点 は 、 専 門科 目 が 100 点 、 小 論 文 が 100 点 、 面 接

が 100 点 で あ る 。 な お 、 小 論文 に つ い て は 、 入 学 者選 抜 要項 に お い て 、 「 英 文 読解 を 含 む 」
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と 提 示 し 、 基礎 的学 力 に つ い て も 審査 し て い る 。  

 以 上 の よ う に 、 い ず れ の 選抜 に お い て も 小論 文 試験 、 面接 試験 を 行 う こ と で 、 基 礎学 力

を 含 め 、 ア ド ミ ッ シ ョ ン ポ リ シ ー に 沿 っ た 選抜 を 行 っ て い る 。  

＜ 入 学者 選 抜状 況＞ 

 入 学者 選 抜状 況 と し て 、 表 1 に 平成 21年 度 の 開 学時 か ら の 受 験 競争 率 の 状 況 を 示 し た 。  

表 1  受 験 競争 率 の 状況 ( 出 願 者 数 / 合格 者数 )  
  

 

一 般 選 抜 
    

( 倍 )   

            年 度 21 年 22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 

看 護 学 科 3.9  4.0  3.4  3.9  3.5  5.0  

栄 養 学 科 4.5  3.4  4.6  4.8  5.4  6.9  

歯 科 衛 生学 科 1.3  3.3  3.6  2.5  3.0  3.9  

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

学 科 理 学療 法学 専 攻 
5.5  6.0  5.3  5.5  6.3  3.9  

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

学 科 作 業療 法学 専 攻 
2.6  5.6  2.7  3.9  6.1  4.6  

推 薦 入 学 
    

( 倍 )   

            年 度 21 年 22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 

看 護 学 科 1.8  2.7  2.4  2.7  3.0  2.3  

栄 養 学 科 2.8  3.9  4.0  3.4  3.4  4.4  

歯 科 衛 生学 科 1.0  1.2  1.0  1.1  1.7  1.3  

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

学 科 理 学療 法学 専 攻 
2.6  4.1  3.9  4.1  2.5  3.3  

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

学 科 作 業療 法学 専 攻 
1.3  1.4  1.4  3.6  1.8  1.1  

社 会 人 特別 選抜 
    

( 倍 )   

 年 度 21 年 22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 

看 護 学 科 8.3  7.3  9.3  8.0  6.0  12.5  

栄 養 学 科 3.0  3.0  2.5  3.0  6.0  5.0  

歯 科 衛 生学 科 － － － － － － 

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

学 科 理 学療 法学 専 攻 
－ － － － － － 

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

学 科 作 業療 法学 専 攻 
5.0  5.0  － 5.0  － － 

 
＊  － は 、 合格 者 が な い 年 度 

  
 

編 入 学 (3 年 次 )  
  

( 倍 )  
  

 

 年 度 23 年 24 年 25 年 26 年 
 

 

看 護 学 科 2.7  3.3  2.3  4.7  
 

 

 

 合 格者 数 に 対 す る 出願 者 数 の 割 合 で あ る 受験 競 争率 は 、 一 般選 抜 で は 、 看 護 学科 3.4 倍

～ 5.0 倍 、 栄養 学科 3.4 倍～ 6.9 倍 、 歯 科衛 生 学科 1.3 倍 ～ 3.9 倍 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

学 科 理学 療 法学 専攻 3.9 倍～ 6.3 倍 、 作 業療 法 学専 攻 2.6 倍～ 6.1 倍 と な っ て い る 。 歯 科

衛 生 学科 で は 、 平成 21年 度 が 1.3 倍 で あ っ た が 、 そ の 後 3 倍 前後 で 推 移 し て い る 。 作業 療

法 学 専攻 に つ い て は 年 度 に よ り 倍 率 が 変動 し て い る 。 他 の 学 科 ・ 専攻 に つ い て は 年 度 に よ

る 変 動 は 大 き く な い 。  

 推 薦入 学 で は 、 看 護学 科 1.8 倍 ～ 3.0 倍 、 栄 養 学科 2.8 倍 ～ 4.4 倍 、 歯科 衛 生学 科 1.0
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倍 ～ 1.7 倍 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学科 理学 療法 学 専攻 2.5 倍 ～ 4.1 倍 、 作業 療 法学 専攻

1.1 倍～ 3.6 倍 と な っ て い る 。 歯 科衛 生学 科 で は 、 1.0 倍 を 維持 し て い る 状 況 が 続 い て お

り 、 作業 療 法学 専攻 も 年 度 に よ っ て は 1.5 倍 を 下 回 っ て い る 。  

 社 会人 特 別選 抜 は 、 看 護 学科 、 栄養 学科 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学科 作 業療 法 学専 攻 に つ

い て は 毎 年 受 験 者 が あ り 、 受験 競 争率 は 、 看護 学 科 で は 6 倍 ～ 12.5 倍 、 栄養 学 科 で は 2.5

倍 ～ 6 倍 で あ る 。 社 会人 特 別選 抜 の 募 集人 員 は 若 干 名 で あ り 、 毎 年看 護 学科 で は 2~4 名 、

栄 養 学科 で は 1 ～ 2 名 の 合 格者 が あ る 。 作 業療 法 学専 攻 は 、 3 名 か ら 9 名 の 受 験生 が あ り 、

年 度 に よ り 1 ～ 2 名 の 合 格 者 が あ る 。 歯科 衛生 学 科 で は 、 こ れ ま で 1 名 の 受 験 者 が あ っ た

が 合 格者 は 出 て い な い 。 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 科 理学 療 法学 専攻 は 受 験 生 が な か っ た 年 度

が 1 度 あ り 、 他 の 年 度 で は 3 名 か ら 10 名 の 受験 生 が あ っ た が 、 こ れ ま で 合格 者 は 出 て い な

い 。  

 看 護学 科 の 編 入学 (3 年 次 ) は 、 平 成 23年 度 よ り 実 施 し て お り 、 2.3 倍～ 4.7 倍 で 推 移 し

て い る ( 資 料 5-5) 。  

＜ 学 生募 集 方法 ＞ 

 学 生募 集 の た め に 行 っ て い る 広 報 活 動 は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

① 大 学案 内 の 作 成 ・ 配布 、 ホ ー ム ペー ジ へ の 情 報 掲載 

入 試 実 施部 会 が 中 心 と な り 、 大 学 案内 を 作 成 し て い る 。 大学 案内 に は 、 大 学 の 教育 理念 、

学 部 ・ 学 科 の 構 成 、 カ リ キ ュ ラ ム の 構 成 、 各学 科 ・ 専 攻 の 教 育内 容 、 学 生生 活 、 選 抜試 験

の 日 程 と 過 去 の 選抜 状況 、 就職 進 学状 況 、 国家 試 験合 格 率 を 掲載 し て い る 。 大 学案 内 は 、

個 人 で の 入 手希 望者 へ の 配 布 の 他 、 オ ー プ ン キ ャ ン パ ス ・ 大 学模 擬授 業 ・ 説 明 会 ・ 高校 で

の 模 擬講 義 ・ 説 明会 等 で 配 布 し 、 県内 の 高 校へ 送 付 し て い る ( 資 料 5-6) 。  

ホ ー ム ペー ジ に は 、 大学 の 概要 、 入学 者選 抜要 綱 、 学 生 募集 要項 ( ア ド ミ ッ シ ョ ン ポ リ

シ ー を 含 む ) を 掲 載 し て い る 。  

② オ ー プ ン キ ャ ン パ ス の 開 催 

毎 年 、 7 月 ま た は 8 月 の 土 日 の 2 日間 に お い て 、 各 日 半 日ず つ開 催 し て い る 。 全体 説明

会 で は 、 学 長挨 拶 、 大学 紹 介 、 入 試説 明 を 行 い 、 そ の 後 各学 科 ・ 専攻 で 教育 内 容 の 説明 、

施 設 見学 、 体験 学習 、 個 別 相談 等 を 行 っ て い る 。 来学 者 は 毎 年 2 日間 で 2000 人 程度 ( 保 護

者 等 を 含 む ) で あ り 、 平 成 26年 度 は 2112 名 で あ っ た 。 来 学者 に よ る ア ン ケ ー ト の 結 果 か ら 、

受 験 希望 者 に と っ て オ ー プ ン キ ャ ン パ ス の 満足 度 は 高 い こ と が わ か っ て い る 。  

ま た 、 平成 23年 度 に 入試 評 価部 会 が 行 っ た オ ー プ ン キ ャ ン パ ス に 関す る 在学 生 へ の ア ン

ケ ー ト の 結 果 の 分析 か ら 1. 入学 し た 学 生 に つ い て オ ー プ ン キ ャ ン パ ス 参 加率 は 上 昇 傾向 に

あ り 、 受 験 意思 に つ い て 決 定 す る よ い 機会 と な っ て い る こ と 、 2. オ ー プ ン キ ャ ン パ ス の 周

知 に つ い て は さ ら に ア ピ ー ル す る 必要 が あ る こ と が 確 認 さ れ た ( 資料 5-7) 。  

③ 高 校 で の 模擬 講義 ・ 説 明 会等 の 実施 、 高 校 か ら の 訪 問 へ の 対応 、 大 学 模擬 授 業 ・ 説明 会

へ の 参加 

平 成 21~25 年 度 ま で に 大 学 に 依 頼 の あ っ た 407 件 の 高 校訪 問 ･ 高校 か ら の 本 学 訪 問 ・ 大

学 模 擬場 行 ・ 説 明会 の う ち 321 件 に つ い て 、 の べ 375 名 の 教 員 が 協力 し た 。 高 校訪 問 ･ 大

学 模 擬授 業 ・ 説 明会 の 内 容 は 、 高 校や 指定 会場 で の 本 学 と 各 学科 の 説 明 、 模 擬 講義 等 で あ

る 。 高校 か ら の 本 学 訪問 に つ い て は 、 本 学 と 各 学 科 の 説 明 、 模擬 講義 、 施設 見 学等 、 高 校

か ら の 依 頼 に 合 わ せ て 対 応 し て い る 。  
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高 校 訪問 ･ 大 学 模擬授 業 ・ 説 明 会等 へ の 出席 件 数お よ び 派 遣教 員数 の 実績 は 下 記 表 2 の

通 り で あ る 。 依 頼 さ れ る 件 数 が 開 学時 よ り 平成 23 年度 ま で 年 々増 加 し 、 すべ て の 依 頼 に 対

応 す る に は 教 育 ・ 研 究 に 支 障 が 出 て き た た め 、 平 成 24 年 度 か ら は 過 去 に 出席 し た 教 員 の 意

見 等 を 踏 ま え た 出席 に つ い て の 基 本方 針 を 決 め 、 そ れ に 則 り 出席 を 検 討 し て 実 施 し て い る 。  

 

表 2  高 校 訪問 ･ 大 学模 擬 ・ 説 明 会へ の 出 席件 数 お よ び 派遣 教員 数 

年 度 依 頼 件数 出 席 件数 派 遣 教員 数 ( 延

数 )  

出 席 者数 ( 延

数 )  

平 成 21年 度  45   42   54   ― 

平 成 22年 度  79   69   93   1431  

平 成 23年 度 103   93  104   2129  

平 成 24年 度  94   61   64   1392  

平 成 25年 度  86   56   60   1210  

千 葉 県 立保 健医 療 大学学 生 支援 課 作成 資料 

 

④ 受 験情 報 誌へ の 情 報提 供 

受 験 情 報企 業等 か ら の 情 報 提供 の 要請 に 対 し 、 依 頼元 の 信頼 性 を 考慮 し た 上 で 、 情 報提

供 を 行 っ て い る 。  

以 上 の よ う な 広 報 活動 を 行 う 中 で 、 本 学 の ア ド ミ ッ シ ョ ン ポ リ シ ーや 教 育内 容 へ の 理解

を 促 し 、 適 正 の あ る 受験 生 に 受 験 の 意 思決 定 を し て も ら え る よ う に し て い る 。  

＜ 入 学者 選 抜 の 実施 体制 ＞ 

入 学 者 選抜 の 実 施 体制 は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

入 試 委 員会 …学 長 直属 の 委 員会 で あ り 、 委 員長 は 学 長 、 所掌 事務 は 1. 学 生 の 募 集 に 関す

る こ と 、 2. 入学 者選 抜 に 関 す る こ と で あ る 。  

入 試 実 施部 会… 入 試委員 会 の 部 会 で あ り 、 所掌 事 務 は 1. 学生 の 募 集 に 関 す る 事 項 、 2. 入

試 の 計画 及 び実 施 に 関す る 事項 、 3. そ の 他 入試 の 実施 に 関す る こ と で あ る 。  

入 試 評 価部 会… 入 試委員 会 の 部 会 で あ り 、 所掌 事 務 は 1. 入学 者選 抜試 験 問題 及 び入 学者

選 抜 試験 結 果 の 分析 に 関 す る こ と 、 2. 入学 者選 抜 試験 実 施 の 評価 に 関 す る こ と 、 3. 入学 者

選 抜 試験 に 関す る 改 善 の 検 討 に 関 す る こ と 、 4. そ の 他 入 学者 選抜 試験 の 調査 及 び評 価 に 関

す る こ と で あ る 。  

な お 、 合否 の 判 定 に つ い て は 、 教 授 会 で の 審議 を 経 て 決 定 さ れ る 。  

＜ 入 学者 選 抜 に お け る 公 正 性 を 確 保す る た め の 措 置＞ 

問 題 作 成者 氏名 、 試験問 題 に つ い て は 、 入 試委 員 長 を 筆 頭 に し た 数人 と 問題 作 成者 だ け

が 知 り 得 て い る 。 問 題作 成 者氏 名 、 試 験問 題 に 関 し て 、 口頭 で 秘 密保 持 を 説 明 し 、 誓約 書

の 提 出 は 求 め て い な い 。  

い ず れ の 選 抜 に お い て も 、 校正 は 3 回 行 い 、 引 用 文献 の 妥当 性 、 設問 と 模範 解 答 の 適正 、

採 点 基準 の 内容 と 配 点 を 吟 味 し て い る 。 印 刷作 業 に つ い て も 、 他 の 教 職 員 が 立 ち 入 ら な い

状 況 で 、 入 試実 施部 会長 他 最小 人 数 で 行 っ て い る 。  

小 論 文 試験 の 採 点 は 、 数 個 の 採 点 班 に 分 か れ 、 評 価 の 視 点 ・ 評価 表 を 用 い て 一 人 の 受験
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生 に つ い て 複 数 の 教 員 で 採 点 し て い る 。 採 点基 準 の 説 明 後 、 採点 班 の 責 任者 を 中 心 に 採 点

基 準 の 相 互 確認 を 実 施 し て い る 。 採点 終了 後 の 点 数確 認 の 際 、 点 数差 の 大 き い 場合 は 採 点

班 の 全員 で 採点 内容 を 確 認 し て い る 。 採点 終了 後 に 採 点 班 の 全員 で 点 数 を 確 認 し 、 後日 、

入 試 実施 部 会員 に よ る 入 力 作業 の 際 、 評価 点及 び 小計 を 確 認 し な が ら 入 力 し て い る 。  

面 接 試 験 に 関 し て は 、 各 学 科 ・ 専 攻毎 に 、 ア ド ミ ッ シ ョ ン ポ リ シ ー に 沿 っ た 入 学者 選抜

が 行 え る よ う に 評価 基準 を 作 成 し 、 判 断 の 偏 り を で き る だ け 小 さ く す る よ う に し て い る 。  

 教 授会 に お け る 合 否判 定 の 際 に は 、 受験 番号 の み で 行 っ て い る 。  

＜ 入 学者 選 抜 に お け る 透 明 性 を 確 保す る た め の 措 置＞ 

配 点 に つ い て は 、 入 学者 選 抜要 綱 、 学 生募 集要 項 掲載 し て い る 。 すべ て の 選 抜 で 、 試験

問 題 や評 価 観点 の 公 開 、 合 格 に 関 す る 得点 の 公 開 な ど は し て い な い 。  

入 試 の 個人 成績 の 開示 に つ い て は 、 個 人 の 総合 得 点 の み を 開 示 し て い る 。 平 成 26年 度入

試 で 開示 を 求 め た の は 76 件 ( 特 別 選抜 38件 、 編 入 学 2 件 、 一 般選 抜36 件 ) で あ っ た 。  

＜ 入 学者 選 抜 の 検証 体制 ＞ 

入 学 者 選抜 の 検 証 作業 は 、 入 試 評 価部 会 が 行 っ て い る 。 毎 年 、 そ れ ぞ れ の 入 試 の 選 抜結

果 に つ い て 、 小 論文 ・ 面 接 な ど 入 試科 目 の 得点 か ら 選 抜 に 有 効 に 機能 す る 試 験 が 行 わ れ た

か 、 小 論 文 試験 の 内 容 ・ 採 点時 の 評価 指標 は 妥 当 で あ っ た か を 検 討 し 、 評価 し て い る 。  

ま た 、 そ の 年 の 入 試結果 の 特徴 や 、 入 学後 の 学 生 の 傾 向 か ら 注 目 し た 点 に つ い て 、 項目

間 の 相関 な ど を 分 析 し 、 入 試 の 妥 当性 に つ い て 評 価 し て い る 。 さ ら に 、 1 回 生 に つ い て は 、

入 学 時 ( 入 学者 選抜 ) の 試 験区 分 と 入 学後 の 修 学 状況 に つ い て 追 跡調 査 を 行 い 、 入 試評 価

を 行 っ た 。  

ま た 、 そ れ ぞ れ の 入試 に つ い て 、 各担 当教 員 に 入 試実 施 後 の ア ン ケ ー ト を 依 頼 し 、 入試

の 運 営 に つ い て 意見 を 得 て い る 。 ま と め た 結果 は 、 入 試 評価 部会 か ら 入 試 実 施 部会 に 資 料

と し て 提 出 し 、 次年 度以 降 の 入 試 運営 に 活 か さ れ て い る 。  

 

(3)適 切 な 定 員 を 設定 し 、 学 生 を 受 け 入 れ る と と も に 、 在 籍学 生数 を 収 容 定員 に 基づ き 適 正

に 管 理 し て い る か 。  

＜ 入 学定 員 と 入 学者 数＞ 

本 学 の 入学 定員 は 、 看護 学 科 80 名 、 栄 養学 科25 名 、 歯 科 衛生 学科 25名 、 リ ハ ビ リ テ ー シ

ョ ン 学科 50 名 ( 理学 療法 学 専攻 25 名 、 作業 療法 学 専攻 25 名 ) 、 計 180 名 で あ る 。 各 年度 の

入 学 者 は 、 平成 24年 度 の み 184 名 で あ っ た が 、 他 の 年 度 は 定 員 と 同数 の 180 名 で あ る 。 学

科 ・ 専攻 別 の 入 学生 は 、 看 護学 科 79～ 83名 、 栄 養 学科 25 ～26 名 で あ る が 、 歯 科 衛生 学科 、

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学科 理 学療 法 学専 攻 、 同作 業 療法 学 専攻 に つ い て は 、 毎 年 25 名 の 入 学

生 数 で あ る 。 入 学定 員 に 対 す る 入 学者 数比 率 は 、 看 護 学 科 0.99 ～ 1.04 、 栄 養 学科 1.00 ～

1.04 、 歯 科 衛生 学科 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学科 理 学療 法 学専 攻 、 同作 業 療法 学 専攻 は 毎 年

1.00 で あ る 。 学 部総 数 で は 、 1.00 ～ 1.02 で あ る 。  

平 成 23 年度 か ら 受 け 入 れ を 開始 し た 3 年次 編入 学 ( 看 護 学科 ) の 入学 定 員 は 10 名 で あ る 。

一 定 の 学 力 ・ 入 学生 と し て の 適 性 を 考 慮 し て 選 抜 し た 結 果 、 各年 度 の 入 学者 は 5 ～ 7 名 で

あ り 、 い ず れ も 定員 を 下 回 っ て い る 。 編入 学定 員 に 対 す る 編 入学 生数 比 率 は 、 0.50 ～ 0.70

で あ る ( 資 料 5-5) 。  

＜ 収 容定 員 と 在 籍学 生数 ＞ 
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平 成 26 年 5 月 1 日 現在 の 在 籍学 生 総数 は 738 名 で あ り 、 収容 定員 (740 名 ) 対 比 は 1.00 で

あ る 。 学 科 ・ 専 攻別 の 収 容 定員 対 比 は 、 看 護学 科 が 0.99( 在籍 学生 数 337 名 、 収 容定 員 340

名 ) 、 栄 養 学科 が 0.98( 在 籍 学生 数 98名 、 収 容定 員 100 名 ) 、 歯科 衛生 学 科 が 1.00( 在 籍学 生

数 100 名 、 収容 定員 100 名 ) 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 科理 学療 法学 専 攻 が 1.01( 在 籍学 生数

名 101 、 収 容定 員 100 名 ) 、 作 業 療法 学専 攻 が 1.02( 在 籍 学生 数 102 名 、 収容 定 員 100 名 )

で あ る 。  

＜ 退 学者 ＞ 

開 学 時 か ら 平 成 26 年 5 月 1 日現 在 ま で の 退 学者 総 数 は 18 名 で あ る ( 表 3) 。 学 科 別 で は 、

看 護 学科 5 名 、 栄養 学科 6 名 、 歯 科衛 生学 科 3 名 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学科 理 学療 法学 専

攻 2 名 、 同 作業 療法 学専 攻 2 名 で あ る 。  

退 学 し た 18 名 の 退学 理由 の う ち 、 多 く は 進 路変 更 で あ り 、 若 干名 は 家 庭 の 事 情 で あ っ た 。

退 学 し た 学 年 は 3 年 次 が 最 も 多 い が 、 ほ と ん ど の 退学 者 が 休 学期 間 を 経 て か ら 退 学 し て い

る た め 、 事 実上 は 1 ～ 2 年 次 の 段 階 で 履修 を 中 断 し て い る 。 入学 総数 ( 編 入 学 を 除 く )1084

名 に 対 し 、 退学 者 は 1.7 ％ の 割合 で あ る が 、 退 学理 由 の 多 く が 進路 変 更 で あ る こ と か ら 、

受 験 生 に 対 し 、 入学 前 に 本 学 の 教 育内 容等 に つ い て 理 解 を 促 す こ と が 必 要 で あ る 。  

表 3  退 学 者数                      2014 年 5 月 1 日 現在 

( 名 )  

   学 科 等 

入 学 年度  

看 護 

学 科 

栄 養 

学 科 

歯 科 衛 生 

学 科 

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ
ン 学 科 
理 学 療法 学 専攻 

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ
ン 学 科 
作 業 療法 学 専攻 

計 

平 成 21年 度 4  1  0  2  0  7  

平 成 22年 度 1  1  1  0  2  5  

平 成 23年 度 0  3  1  0  0  4  

平 成 24年 度 0  0  0  0  0  0  

平 成 25年 度 0  1  1  0  0  2  

 

(4)学 生募 集 お よ び入 学者 選 抜 は 、 学生 の 受 け 入 れ 方針 に 基づ き 、 公正 か つ 適 切 に 実 施 さ れ

て い る か に つ い て 、 定期 的 に 検 証 を 行 っ て い る か 。  

前 述 の よ う に 、 入 試評価 部 会 に よ り 、 毎年 、 そ れ ぞ れ の 入試 の 選 抜結 果 に つ い て 、 小論

文 ・ 面接 な ど 入 試科 目 の 得 点 か ら 選 抜 に 有 効 に 機 能す る 試験 が 行 わ れ た か 、 小 論文 試験 の

内 容 ・ 採 点 時 の 評価 指標 は 妥 当 で あ っ た か を 検 討 し 、 評 価 し て い る 。  

ま た 、 平成 24年 度 か ら 実 施 さ れ て い る 新高 等学 校 学習 指 導要 領 に よ る 、 平成 27 年度 入学

者 選 抜 ( 一 般入 試 ) に お け る 大 学 入試 セ ン タ ー 試 験利 用 科目 を 指 定す る に あ た り 、 平成 24

年 12 月 ま で に 、 学部 、 各 学 科 ・ 専 攻 に お い て 検 討 が さ れ た 。 国語 、 地 理 歴史 ・ 公民 、 数 学 、

外 国 語 の 4 教科 に つ い て は 、 こ れ ま で 通 り 各学 科 ・ 専 攻 で 共 通 し た 科 目 と し た が 、 理科 に

つ い て は 、 入 学 す る に あ た り 、 修 得 し て お く べ き 知識 を 検 討 し た 結果 、 各学 科 ・ 専 攻 で 指

定 す る 科 目 が 異 な る こ と と な っ た 。  

開 学 し て 6 年目 の 現時点 で は 、 上 記以 外 の 入試 科 目 の 変 更や 、 試 験方 法 、 配 点 な ど に つ

い て 変 更 を 検 討 す る 明確 な 必 要 性 は 学 部内 で あ が っ て い な い 。 受 験倍 率 、 入 学 者数 な ど 概

ね 安 定 し て い る 状態 で あ り 、 ま た 、 入 学者 選抜 方 法 と 入 学生 の 修 学状 況 か ら 明 確 な 問 題 も
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発 生 し て お ら ず 、 学 生 の 受 け 入 れ 方針 に 基 づ い た 選抜 が 行 わ れ て い る と 受 け 止 め ら れ て い

る 。  

 

2 ． 点検 ・ 評価 

● 基 準 5 の 充足 状況 

学 生 の 受 け 入 れ 方 針 を 広 く 社会 に 明示 し て お り 、 そ の 方 針 に 沿 っ て 公 正 か つ 適 切 な 学生

募 集 お よ び 入学 者選 抜 を 行 っ て い る 。 ま た 、 入 学 者選 抜 の 検 証体 制 も 整 っ て い る 。 開学 時

以 降 、 学 生 収容 定員 と 在 籍 学生 数 の 比 率 は 適切 に 保 た れ て い る 。  

① 効 果 が 上 が っ て い る 事 項 

 入 学者 選 抜状 況 で 示 し た よ う に 、 歯 科衛 生学 科 で は 推 薦入 学 の 受験 倍 率 ( 出 願者 数 / 合

格 者 数 ) が 1.0 倍 を 維持 し て い る 状況 で あ る が 、 そ れ 以 外 は 、 各 学科 ・ 専攻 に お い て 一 般

選 抜 で は 3.0 倍 ～ 6.0 倍 程 度 、 推 薦入 学 に つ い て は 2.0 倍～ 4.0 倍程 度 の 受 験 倍率 を 保 っ

て い る 。 高 校 で の 模 擬講 義 ・ 説 明 会や オ ー プ ン キ ャ ン パ ス 等 に お い て 、 大 学 の 理念 や教 育

内 容 が 理 解 さ れ 、 志 願者 数 が 確 保 さ れ て い る ( 資 料 5-8  平 成 25 年度 入 試実 施 部会 活動 の

概 略 ) 。  

 入 試委 員 会 と 入試 実施 部 会 に よ る 入 試 の 実施 体 制 ・ 検 証体 制 の 検討 の 取 り 組 み に よ り 、

入 学 者選 抜 の 手 続 き は 公 正 に 行 わ れ ( 資料 5-8  平成 25年 度 入試委 員 会活 動 の 概 略  平成

25 年 度入 試 実施 部会 活動 の 概略 ) 、 そ の 検 証 を 入 試 評 価 部会 で 実 施 し て い る ( 資 料 5-8  

平 成 25年 度 入試 評価 部会 活 動 の 概 略 ) 。  

② 改 善す べ き 事 項 

大 学 の ア ド ミ ッ シ ョ ン ポ リ シ ー は 受 験 生 ・ 社会 一 般 に 明 確 に 提示 し て あ る が 、 入学 時 の

能 力 よ り も 入学 後 に 修得 し て い く 能力 に 重 点 を 置 い て い る 。 各学 科 ・ 選 考 の ア ド ミ ッ シ ョ

ン ポ リ シ ー に お い て 、 入 学 時 に す で に 備 え て い る 能力 を 表 現 し 、 提示 し て い る 。 大 学 の ア

ド ミ ッ シ ョ ン ポ リ シ ー に つ い て 、 入学 時 に す で に 備 え て い る 能力 と し て の 表 現 を 検 討す る 。  

入 学 す る に あ た り 、 修得 し て お く べ き 知識 等 の 内 容 ・ 水 準 に つ い て は 、 学 部 と し て 検討

さ れ た こ と は な く 、 大学 お よ び 各 学科 ・ 選 考 と し て 明 示 も さ れ て お ら ず 、 入 学 後 の 履修 を

円 滑 に 進 め る た め に 志願 者 へ の 情 報 と し て 明示 す る 必 要 が あ る 。  

入 試 結 果 に つ い て は 、 個 人 の 総 合 得点 の み を 開 示 し て い る ほ か は 、 試 験 問題 や 合格 に 関

す る 得点 の 公開 な ど は し て い な い 。 入 学者 選抜 に お け る 透明 性 を 確保 す る た め の 措 置 と し

て 、 情 報 開 示 に つ い て 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

社 会 人 特別 選抜 は 、 募集 人 員 は 若 干名 と し て い る た め 、 年度 に よ り 志 願 者数 に 差 が あ る

こ と が 問 題 と は 認識 さ れ て こ な か っ た 。 入 学生 が 出 て い な い 学科 も あ り 、 社 会 人特 別選 抜

の あ り 方 に つ い て 検 討 が 必 要 で あ る 。  

看 護 学科 の 編入 学 (3 年次 ) は 、 受 験 倍 率 は 2.3 倍～ 4.7 倍 で 推 移 し て い る も の の 、 各 年度

の 入 学者 は 5 ～ 7 名 で あ り 、 編 入 学定 員 に 対す る 編入 学 生数 比率 は 、 0.50 ～ 0.70 で あ る 。

今 後 、 定 員 数 の 検討 、 ま た は 試 験 の 評 価方 法 を 検 討 し 適 切 な 定員 充足 を 確 保 す る 必 要 が あ

る 。  

  

3 ． 将来 に む け た 発 展方 策 

① 効 果 が 上 が っ て い る 事 項 
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 各 学科 ・ 専攻 に お い て 一 般 選 抜 で は 3.0 倍～ 6.0 倍 程 度 、 推薦 入学 に つ い て は 2.0 倍 ～

4.0 倍程 度 の 受 験倍 率 を 保 っ て い る こ と か ら 、 こ れ ま で 通 り 、 高 校 で の 模擬 授 業 ・ 説明 会 、

大 学 説明 会 や オ ー プ ン キ ャ ン パ ス 等 に お い て 、 大 学 の 理 念や 教育 内容 が 理解 さ れ 、 よ り 適

正 の あ る 入 学生 を 確 保 で き る よ う に 広 報活 動 を 継 続 し 、 志願 者数 を 確 保 し て い く 必 要 が あ

る と 考 え る 。 志 願者 は 、 近 隣 の 国 立大 学 ・ 公立 大 学 の 保 健医 療関 連学 部 ・ 学 科 と 本 学 を 比

較 し て 、 予 備校 等 に よ る 入 試予 想 難度 の 情 報 に よ り 、 自 分 の 学力 に 合 っ た 大 学 を 探 索 し て

い る 。 ま た 、 ど の よ う な 専 門 職 者 に な り た い か 、 将 来 の 夢 が 実現 で き る よ う な 教 育 内容 を

求 め て い る 。 当 大学 の 理 念 や目 標 に 沿 っ た 志 の 高 い 志 願 者 が 確保 で き る よ う に 、 本 学 の ア

ド ミ ッ シ ョ ン ポ リ シ ー 、 教 育内 容 ・ 特 徴 を ア ピ ー ル し 、 本学 の 受 験 を 選 択 で き る よ う な 広

報 活 動 を 検 討す る 。  

② 改 善す べ き 事 項 

入 学 す る に あ た り 、 修得 し て お く べ き 知識 等 の 内 容 ・ 水 準 に つ い て は 、 大 学 お よ び 各学

科 ・ 選考 と し て 検討 し 、 志 願者 へ の 情 報 と し て 明 示 す る 方法 を 検 討す る 。  

入 学 者 選抜 手順 に 関 し て は 、 開 学 以 来 、 厳 正 に 行 う こ と を 優 先 し て 手 順 の マ ニ ュ ア ル 等

を 整 備 し て き た 。 今 後 、 入 学者 選 抜 に お け る 透 明 性 を 確 保す る た め の 措 置 と し て 、 試験 問

題 や 合格 に 関す る 得 点 の 公 開 な ど 情報 開示 に つ い て 検 討 す る 。  

入 学 者 選抜 の 評 価 と し て 、 こ れ ま で 1 回生 に つ い て 、 入 学時 ( 入 学者 選 抜 ) の 試験 区分

と 入 学後 の 修学 状況 に つ い て 追 跡 調査 を 行 っ た 。 今後 も 適正 の あ る 学 生 を 確 保 で き て い る

の か と い う 観点 か ら 、 入 学 者選 抜 と 入 学後 の 修 学 状況 等 に つ い て 調査 を 行 い 、 入学 者選 抜

の 方 法 を 継 続的 に 検 証す る 。  

社 会 人特 別 選抜 の あ り 方 に つ い て は 、 社 会 情勢 や 志願 者 の ニ ー ズ を 調 査 し た 上 で の 評価 ・

検 討 を 始 め る 。  

看 護 学 科 の 編入 学 (3 年次 ) に つ い て も 、 定 員数 や 試験 の 評価 方法 を 検 討 し 、 適 切 な 定員

充 足 を 確 保 す る こ と の 検 討 を 始 め る 。  

  

4 ． 根拠 資 料 

5-1  千葉 県立 保 健医療 大 学学 則 ( 既 出資 料 1-5)  

5-2  平成 26年 度 入学者 選 抜要 項 

5-3  千 葉 県立 保健医 療 大学 ホ ー ム ペー ジ 

http://www.pref.chiba.lg.jp/hoidai/index.html  

5-4  平 成26 年度 千葉 県 立保 健 医療 大学 学生 募 集要 項 (4 種 ) 一 般選 抜 、 特 別 選抜 
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第 六 章  学 生支 援 

 

1 ． 現状 の 説明 

(1)学 生 が 学 修 に 専念 し 、 安 定 し た 学生 生活 を 送 る こ と が で き る よ う 学 生 支援 に 関す る 方 針

を 明 確 に 定 め て い る か 。  

学 生 支 援 に 関す る 方針 を 明 確 に 定 め た も の は 設 け ら れ て い な い 。 し か し 、 幕 張 キ ャ ン パ

ス と 別地 で あ る 仁戸 名 キ ャ ン パ ス に リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学科 を 設 置す る こ と に 対 し て は 、

「 千 葉県 立 保健 医療 大学 設 置認 可 申請 書 」 ( 資 料 6-1p.82) に お い て 、 次 の よ う な 工 夫 で 移

動 に か か わ る 学 生 の 負担 を で き る だ け 軽減 す る と し て い る 。 ①全 学科 に 共通 科 目 を 配置 す

る 曜 日 を 指 定す る 、 ② 1 日 の う ち 1 時 限 の み専 門 科目 と い っ た 時 間割 の 場合 は 教 員 が 移 動

す る 。 ③ 午 前中 幕張 キ ャ ン パ ス 、 午後 か ら 仁 戸 名 キ ャ ン パ ス と 移 動す る 場合 は 、 3 時限 目

を 空 け 、 授 業 を 4 時 限目 以 降 に 設 定す る 。 ④ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学科 の 学生 に は 仁 戸名 キ

ャ ン パ ス 同 様 に 、 幕 張 キ ャ ン パ ス に も 専用 の ロ ッ カ ー を 割 り 当 て る 。  

 

(2)学 生へ の 修学 支援 は 適 切 に 行 わ れ て い る か 。  

＜ 修 学方 法 と 実 施 の 支援 に つ い て ＞ 

 修 学 の 方 法 に つ い て は 「 千 葉 県 立保 健医 療大 学 学則 」 ( 資 料 6-2 第 6 章 ) お よ び 「 千 葉

県 立 保健 医 療大 学履 修規 程 」 ( 資 料 6-3) が 設 け ら れ て い る 。  

① 履 修 ガ イ ダ ン ス  

 履 修 ガ イ ダ ン ス は 、 入 学 生 に は 入 学 ガ イ ダ ン ス で 、 2 ～ 4 年生 に は 年 度 初 め の ガ イ ダ ン

ス に お い て 実 施 し て い る 。 全学 共 通内 容 は 全学 単 位 ( 資 料 6-4) で 実施 し 、 学 科 ・ 専 攻 に 特

有 の 内容 は 、 学 科 ・ 専攻 単 位 ( 資 料 6-5) で 実施 し て い る 。  

② ク ラ ス 担 任 等 に よ る 学 修 支援 

本 学 で は 、 学生 個 々 の 状 況 を 把 握 し て 支援 を 行 え る よ う 、 全 学年 に 担 任 を 配 置 し て い る

( 資 料 6-6) 。 担 任 は 、 学 科 ・ 専 攻 の 教 務委 員及 び 科目 責 任者 と 連 携 し て 、 学 生 個人 の 就 学

状 況 を 把 握 し 適 宜支 援 を 行 っ て い る 。  

③ オ フ ィ ス ア ワ ー に よ る 修 学支 援 

全 教 員 が 曜 日 と 時 間 を 決 め て 学 生 の 修 学等 の 相 談 に 応 じ る た め の オ フ ィ ス ア ワ ー設 け 、

学 生 個々 の 相談 に 応 ず る 体 制 を と っ て い る 。  

＜ 休 ・ 退 学 ・ 留 年者 の 現 状 と 対 応 方法 ＞ 

 学 生 の 休 学 ・ 退学 に つ い て は 、 「 千 葉県 立保 健 医療 大 学学 則 」 ( 資 料 6-2  第 7 章 ) に

定 め ら れ て い る 。 学 生 が 休 学 ・ 退 学 を 希望 す る 場 合 、 学 生 は 、 担 任 、 学 科長 、 学科 ・ 専 攻

の 教 務委 員 と 面 談 し 、 ま ず は 学 業 を 継 続す る た め の 方 法 を 双 方 で 検討 す る 。 休 学 ・ 退学 が

妥 当 と 確 認 さ れ た 場 合 、 学 生 は 休 学届 ・ 退 学届 を 学 生 支 援課 に 提 出 し 、 教授 会 の 議 を 経 て

学 長 が 休 学 ・ 退 学 を 命ず る 学生 が 、 担 任等 と の 検 討 を す る こ と な し に 休 学願 ・ 退学 願 を 学

生 支 援課 に 提出 し た 場合 は 、 学 生 支援 課職 員 は す み や か に 学 科 ・ 専攻 の 教員 に 連絡 を と る

こ と に な っ て い る 。 平成 21 年度 以 降 の 休学 者 ・ 退 学者 数 は 資 料 6-7 の と お り で あ る 。 休 学

者 に 対す る 指導 は 、 各学 科 ・ 専 攻 の 担 任等 ( 資 料 6-6) を 中 心 に 行 っ て い る 。  

 本 学 に お け る 留年 者 と は 、 教 授 会 の 卒業 判定 に お い て 「 千 葉県 立保 健 医療 大 学学 則 」

( 資 料 6-2  第 48条 ) の 条 件 を 満 た し て い な い と 判定 さ れ た 者 で あ る 。 平成 21 年度 以降 の
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留 年 者数 は 資 料 6-8 の と お り で あ る 。 留年 者 に 対 す る 指 導 は 、 各 学科 ・ 専攻 の 担任 等 ( 資

料 6-6) を 中 心 に 行 っ て い る 。  

＜ 障 が い の あ る 学生 に 対 す る バ リ ア フ リ ー ＞ 

 障 が い の あ る 学生 に 対 す る 修 学 環境 の 整 備 と し て 、 幕 張及 び仁 戸名 の 両 キ ャ ン パ ス に ス

ロ ー プ 、 自 動 ド ア 、 障 が い 者用 ト イ レ が 設 置 さ れ て い る 。 し か し 、 幕 張 キ ャ ン パ ス で は 、

講 義 室や 実 習室 、 ま た 、 障 が い 者 用 ト イ レ が 2 階 以上 に あ る に も か か わ ら ず 、 階 段 昇降 機

や エ レ ベ ー タ ー は 設 置 さ れ て い な い 。 こ れ ら に つ い て は 、 平 成 23 年度 当 初 か ら 千 葉 県 に 予

算 請 求 し て い る が 実 現 に 至 っ て い な い 。  

 障 が い の あ る 学生 に 対 す る 修 学 支援 に つ い て は 、 「 学 生 募 集要 項 」 ( 資 料 6-9) に 明記 し

対 応 し て い る 。 現在 2 名 の 聴覚 障 が い の あ る 学 生 が 在 籍 し て い る が 、 担 任 が 、 障 が い に あ

わ せ た 修 学 方法 を 学 生 と と も に 検 討 し 、 支 障 な く 履修 が で き て い る 。  

＜ 学 生へ の 経済 的支 援 に つ い て ＞ 

 本 学 の 学 生 が 利用 で き る 奨学 金 ・ 修 学資 金 と し て は 、 日 本 学生 支援 機 構奨 学 金 、 千葉 県

保 健 師等 修 学資 金 の ほ か 、 各 地 方 自治 体や 各種 団 体 、 会 社や 病院 等 が 行 う 奨 学 金制 度 が あ

る 。 こ れ ら に つ い て は 、 年 度当 初 の ガ イ ダ ン ス ( 資 料 6-4) や 「 学 生 ハ ン ド ブ ッ ク 」 ( 資 料

6-10pp.20-21) で 学生 に 周 知 す る ほ か 、 随 時 掲示 に よ り 学 生 に 周知 し て い る 。 日 本学 生支 援

機 構 奨学 金 制度 の 学 生選 考 に あ た っ て は 、 「 千 葉 県立 保 健医 療大 学 ( 独 ) 日 本 学 生 支援 機

構 奨 学生 推 薦選 考事 務要 領 」 ( 資 料6-11)に 則 り 行 っ て い る 。 平成 25年 度 は 合 計 21名 ( 第 1

種 13 名 、 第 2 種 8 名 ) を 選 考 推 薦 し た 。  

 ま た 、 授 業料 の 減 免制 度 に よ る 経済 的支 援 を 行 っ て お り 、 学 生 に は 、 年 度 当 初 の ガ イ ダ

ン ス ( 資 料 6-4) や学 生 ハ ン ド ブ ッ ク ( 資料 6-10p.21) で 周 知 し て い る 。 こ れ ら の 運 用 に あ た

っ て は 、 「 千 葉 県立 保健 医 療大 学 授業 料 の 減免 の 取扱 に 関す る 規 程 」 ( 資 料6-12) 、 「 千 葉

県 立 保健 医 療大 学授 業料 減 免審 査 基準 」 ( 資料6-13)に よ り 行 っ て い る 。 平成 25 年度 は 合 計

28 名 ( 全 額 22名 、 半 額 6 名 ) を 承 認 し た 。  

 

(3)学 生 の 生 活支 援 は 適切 に 行 わ れ て い る か 。  

＜ 学 生生 活 の 実 態調 査 と 支 援方 法 ＞ 

 平 成 25 年 10月 ～ 11 月 に 実 態調 査 「 千 葉県 立保 健 医療 大 学学 生支 援体 制 等 に 対 す る 評価

( 以 下 、 学 生支 援 ア ン ケ ー ト と す る ) 」 ( 資料6-14) を 行 い 、 平成 25年 度 末 で 調 査結 果 を 整

理 し 、 学 生 生活 の 実 態把 握 を 行 っ た 。 現在 は 、 学 生委 員 会等 で 満 足度 の 低 い 項 目 を 優先 的

に 取 り 上 げ 、 対 応策 を 検 討 し て い る 。 一方 、 開 学 以来 、 各学 科 ・ 専攻 の 担任 等 ( 資 料 6-6)

は 、 学 生 た ち と の 日 々 と か か わ り を 通 し て 、 学 生 の 生 活 状況 を 把 握 し 適 宜相 談 に の っ て い

る 。  

＜ 健 康 ・ 安 全 に 関す る 調 査 ・ 検 診 と 対 応＞ 

 健 康診 断 等 の 保健 衛生 管 理 に つ い て は 、 実施 計 画 の 企 画 ・ 立案 を 学 生 委員 会 が 担 い 、 そ

の 実 施お よ び 事 後処 理 を 、 各 学 科 ・ 専 攻 の 担任 等 や幕 張 ・ 仁 戸名 両 キ ャ ン パ ス の 医 務室 担

当 職 員 ( 看 護職 の 免 許 を 有 す る 者 ) が 行 っ て い る 。 学 生 の 主 体的 な 健 康 管理 を よ り 推 進 す

る た め に 、 平成 25年 度 か ら 、 医 務 室 担 当職 員等 が 学生 個 々 に 対 し て 健 康 診断 結 果 を 説明 し 、

必 要 時 は 保 健指 導 を 行 っ て い る  

 本 学 は 医 療系 大学 で あ り 、 将 来 人々 の 健 康 を 支 援 す る 職業 に 就 く 者 の 育成 を 担 っ て い る 。
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こ の た め 、 学生 が 自 身 の 健 康 を 主 体的 に 管 理 で き る よ う 「 自 己健 康管 理 フ ァ イ ル 」 ( 資 料

6-15) を 作 成 し 、 健康 診断 等 の 結 果 を 自 己管 理 で き る よ う に し て い る 。 ま た 、 健 康診 断 に お

い て は 、 本 学 の 特徴 を い か し 、 通 常 の 学校 検診 法 の 項 目 以外 に 、 「 体 力 テ ス ト 」 「 口腔 検

診 」 「 食 習 慣調 査 」 を 行 っ て い る 。  

 安 全面 へ の 配 慮 で は 、 施 設担 当 の 事 務職 員お よ び 学 生 委員 会委 員 が 定 期的 に 両 キ ャ ン パ

ス 内 の 危 険 箇所 に つ い て 点 検 を 行 っ て い る 。 幕 張 キ ャ ン パ ス で は 、 駐 輪 場 ス ペ ー ス の 不 足 、

街 灯 の 不 足 、 東 日本 大震 災 に お け る 液 状化 ・ 地 盤 沈下 に 伴 う 建物 ・ 設 備 の 不 具 合 な ど の 課

題 を 抱 え て い る が 、 順次 整 備 ・ 改 修 を 行 っ て い る 。 仁 戸 名 キ ャ ン パ ス は 、 街 灯 の 不 足 、 除

草 ・ 伐採 作 業 の 不足 な ど に よ り 、 キ ャ ン パ ス 内 外 と も に 非常 に 暗 い と い う 安 全 上 の 課題 を

抱 え て い る が 、 後援 会 か ら の 助 成 も 得 な が ら ( 街 灯 設 置 、 除 草 ・ 伐採 ) 、 順 次 整備 ・ 改 修

を 行 っ て い る 。  

＜ キ ャ ン パ ス ハ ラ ス メ ン ト へ の 対 応＞ 

 キ ャ ン パ ス ハ ラ ス メ ン ト 防止 に つ い て は 、 「 千 葉県 立 保健 医療 大学 キ ャ ン パ ス ハ ラ ス メ

ン ト の 防 止 に 関 す る 規程 」 ( 資 料 6-16) 「 キ ャ ン パ ス ハ ラ ス メ ン ト の 対 応 に 関 す る ガ イ ド

ラ イ ン 」 ( 資 料6-18)が 定 め ら れ て お り 、 規 程 に 基 づ き 、 学長 を 委 員長 と す る キ ャ ン パ ス ハ

ラ ス メ ン ト 防 止 対策 委員 会 が 設 置 さ れ 、 防 止 の た め の 措 置お よ び 問題 発 生時 の 措置 を 講 じ

て い る 。  

 教 職員 学 生等 か ら の 苦 情 相談 に 対 し て は 、 12 名 （ 男 性 6 名 ・ 女 性 6 名 ） の 教 職員 が 相 談

員 の 役割 を 担 う 。 相 談者 の 氏名 は 学 内 掲示 板や 大 学 HP に 公 表 さ れ て お り 、 相 談希 望者 は 、

電 話 、 FAX 、 手 紙等 で 直 接 連絡 を と る し く み と な っ て い る 。 相 談 員 は 、 対 応 の 公平 を 保 つ

た め に 、 二 人体 制 で 相談 に 対応 す る 。 苦情 相談 に 対 し て 相 談 員 が 適切 に 対応 で き る よ う

「 千 葉県 立 保健 医療 大学 キ ャ ン パ ス ハ ラ ス メ ン ト 相談 員 マ ニ ュ ア ル 」 ( 資 料 6-19 ） を 定 め

て い る 。  

 相 談員 は キ ャ ン パ ス ハ ラ ス メ ン ト に 関す る 苦 情 相談 を う け た 場 合 は 、 本 人 の 同意 を 得 て 、

そ の 状 況 を 防 止 対策 委員 会 に 報 告 す る 。 防 止対 策 委員 会 は 、 事実 関係 調 査 の た め に 必要 と

認 め た 場 合 は キ ャ ン パ ス ハ ラ ス メ ン ト 調査 委員 会 を 設 置 し 、 調査 委員 会 か ら の 報 告 に 基 づ

き 必 要 な 措 置 を 講 じ る 。 調 査委 員 会 の 役割 等 は 、 「 キ ャ ン パ ス ハ ラ ス メ ン ト 調 査委 員会 規

則 」 ( 資 料6-17)に 定 め ら れ て い る 。  

 学 生 に は 、 大 学 に ハ ラ ス メ ン ト に 関 す る 相談 を う け る 体制 が あ る こ と に つ い て 、 「 学 生

ハ ン ド ブ ッ ク 」 ( 資 料6-10)で 周 知 し て い る 。 平 成 21年 度 の 開 学以 来 、 学 生 か ら の ハ ラ ス メ

ン ト に 関 す る 相 談 は 1 件 も な い 。  

＜ 個 別 な 学 生相 談へ の 対 応 ＞ 

 進 路 、 学 業 、 友人 関係 な ど 、 学 生 か ら の 様々 な 相 談 に 対応 で き る よ う 、 幕 張 ・ 仁 戸名 の

両 キ ャ ン パ ス に 学生 相談 室 を 設 置 し 、 カ ウ ン セ ラ ー ( 臨 床 心 理士 ) を 配 置 し て い る 。 カ ウ

ン セ ラ ー が 相談 の で き る 日 時 を 提 示 し 、 学 生 が 予 約 を と る か た ち で 運 営 し て い る 。 カ ウ ン

セ ラ ー の 配 置 に つ い て 、 ま た 、 そ の 活 用方 法 に つ い て は 、 「 学生 ハ ン ド ブ ッ ク 」 ( 資料

6-10)で 学 生 に 周 知 し て い る 。 ま た 、 各 学科 ・ 専 攻 と も 、 教員 の オ フ ィ ス ア ワ ー を 明 示 し 、

さ ま ざ ま な 相談 に の る こ と が で き る よ う に し て い る ( 資 料6-20) 。  

＜ 学 生 サ ー ク ル ・ ク ラ ブ 活 動 な ど の 状 況 と 対応 ＞ 

 本 学 は 、 学生 の 課 外活 動 を 奨 励 し て い る 。 学 生 が 学 生 団体 を 設 立す る 場合 の 手続 き 等 に
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つ い て は 、 「 千 葉県 立保 健 医療 大 学学 生規 程 」 ( 資 料 6-21  第 10 条 ) に 定 め ら れ て お り 、

平 成 25年 度 末現 在 、 27団 体 が 活 動 を し て い る ( 資 料6-22) 。 学 生 が 課外 活 動 に 使 用 で き る 施

設 と し て は 、 幕 張 キ ャ ン パ ス で は 、 講 堂 、 サ ー ク ル 棟 、 体育 館 、 テ ニ ス コ ー ト (2 面 ) 、 グ

ラ ウ ン ド が あ る が 、 サ ー ク ル 棟 と テ ニ ス コ ー ト (2 面中 1 面 ) と グ ラ ウ ン ド は 、 老朽 化 と 東

日 本 大震 災 に よ る 液 状化 現 象 に よ り 、 開学 以来 使 用 で き な い 状態 に あ る 。 こ の た め 運動 系

の サ ー ク ル の 多 く が 放課 後 に 一 斉 に 体 育館 を 使 用 す る 事 態 と な っ て お り 、 多 く の 学 生 か ら

体 育 館 の 利 用時 間 の 延長 や 土日 祝 日 の 使用 を 望 む 声 が あ が っ て い る が 、 予算 等 の 関 係 か ら

す ぐ に は 着 手 で き な い 状 態 に あ る 。 仁 戸名 キ ャ ン パ ス に は 、 講堂 と 体 育 館 が あ る 。  

＜ 証 明書 発 行 サ ー ビ ス に つ い て ＞ 

 各 種証 明 書 の 交付 は 幕 張 ・ 仁 戸 名両 キ ャ ン パ ス の 事 務 窓口 で 取 り 扱 っ て い る 。 大 学設 置

計 画 ( 資 料 6-1) で は 、 「 仁 戸名 キ ャ ン パ ス に も 事 務職 員 を 配 置 し 、 こ れ に よ り 、 仁 戸名 キ

ャ ン パ ス の 学生 が 、 幕張 キ ャ ン パ ス に い か な く て も 各 種 手続 き が 行 え る よ う に し 、 ど ち ら

の キ ャ ン パ ス で も 同等 の サ ー ビ ス が 提 供 で き る よ う に す る 」 と あ る が 、 事務 職 員 の 不足 や

予 算 の 関 係 な ど か ら 、 以 下 の サ ー ビ ス は 幕 張 キ ャ ン パ ス で な い と う け ら れ な い 状態 に あ る 。

① 開 学以 外 、 奨 学金 を う け る た め の 手 続 き は 、 幕 張 キ ャ ン パ ス で の み の 受付 と な っ て い る 。

こ れ は 、 提 出書 類 に 不備 が 多 く 、 嘱託 職員 で あ る 仁戸 名 事務 員 で は 対 応 が で き な い た め で

あ る 。 こ の 結果 、 す べ て の 授 業 が 仁戸 名 キ ャ ン パ ス で 行 わ れ る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学科 ３

〜 ４ 年生 は 、 少 な く と も 2 回 （ 説 明会 へ の 参加 と 申請 書 類 の 提出 ）、 事 務 手続 き の た め に

わ ざ わ ざ 幕 張 キ ャ ン パ ス に 出向 く こ と と な る 。 ② 学生 個 々 に 配布 し て い る 情 報 処理 用 パ ス

ワ ー ド の 初 期化 申請 の 受 付 も 幕 張 キ ャ ン パ ス の み と な っ て い る 。 ③学 割 な ど の 交付 は 、 幕

張 キ ャ ン パ ス で は 原 則 と し て 申 請 日 か ら 3 日後 の 交付 で あ る が 、 仁戸 名 キ ャ ン パ ス で は 書

類 を 郵 送 す る 関 係上 、 交 付 ま で に ４ 〜 5 日 を 要 す る 。 ④ 幕張 キ ャ ン パ ス の 事 務 の 窓 口時 間

は 8 時 30 分 〜17 時 15 分 で あ る が 、 仁戸 名 キ ャ ン パ ス で は 嘱託 職員 の 出 勤 時間 の 関係 で 10 時

〜 16 時 で あ り 、 1 時 間目 の 開始 時 間 で あ る 9 時 に 職員 が お ら ず授 業 に 支 障 が 生 じ た こ と も

あ る 。 （ 資 料 6-14 ） 学生 の 不便 さ は 否 め な い た め 、 改 善 が 必 要 で あ る と 考 え て い る 。  

＜ 学 食 な ど ア メ ニ テ ィ ー の 状況 と 対応 ＞ 

 食 堂 ・ 購 買 の 設置 は 、 開 学以 来 、 学 生 か ら 多 く の 要 望 が 寄 せ ら れ て い る 。 特 に 仁 戸名 キ

ャ ン パ ス で は 、 施設 近辺 に 食べ 物 を 買 う 店 も な く 、 昼 休 み が 45分 と 短 い こ と も あ っ て 、 学

生 は 大 変 な 不 便 を 強 い ら れ て い る 。 平 成 23 年度 補 正予 算 か ら 予 算 請求 を 行 っ て い る が 、 い

ま だ 予算 が つ い て い な い 。 平成 23 年度 、 仁 戸名 キ ャ ン パ ス へ の 緊 急対 策 と し て 、 学 生 が 昼

休 み に 食 べ 物 を 買 い に 行 く こ と が で き る よ う 、 後 援会 か ら の 助 成 に よ っ て 自 転 車 を 10 台 配

置 し た 。  

 

(4)学 生 の 進 路支 援 は 適切 に 行 わ れ て い る か 。  

＜ 進 路支 援 組織 と 対 応＞ 

 本 学 の 進 路支 援組 織 は 、 全 学 進 路支 援委 員会 と 各学 科 ・ 専 攻 の 進路 支 援委 員 会お よ び 事

務 組 織 と し て の 学生 支援 課 で 構 成 さ れ て い る 。 本 学 の 学 生 の 進路 は 、 学 科 ・ 専 攻 ご と に か

な り 様 相 が 異 な る た め 、 学 科 ・ 専 攻 の 状況 に あ わ せ た 支 援 を 学科 ・ 専 攻 の 委 員 会 が 担 い 、

学 科 ・ 専 攻 に 共 通す る 支 援 を 全 学 の 委 員会 が 担 う 考 え 方 と し て い る 。 ま た 、 学 生支 援課 は 、

進 路 情報 室 の 運 営 、 証明 書 や推 薦 書 の 発行 、 国 家 試験 受 験 の 手続 き 等 の 事務 を 行 っ て い る 。  



46 
 

＜ 進 路指 導 ・ キ ャ リ ア セ ミ ナ ー 等 の 実 施＞ 

 上 記 の 考 え 方 に 基 づ き 、 全学 の 委員 会 で は 、 年 に 2 回 キ ャ リ ア セ ミ ナ ー を 行 い 、 就職 活

動 の 流 れ 、 エ ン ト リ ー シ ー ト ・ 履 歴書 の 書 き 方 、 面接 試 験対 策 、 公務 員 試験 対 策等 に 関 す

る 講 義 を 行 っ て い る ( 資 料6-23) 。  

 ま た 、 「 進路 ガ イ ド ブ ッ ク 」 ( 資 料6-24) を 作 成 し 、 学 生 が 自身 の 進 路 選択 に 役立 て ら れ

る よ う に し て い る 。 進路 ガ イ ド ブ ッ ク の 内 容 は 以 下 の と お り で あ る 。 進 路 ガ イ ド ブ ッ ク は 、

2 年 生 、 3 年生 、 4 年生 に 毎年 配 布 し て い る 。 ① 自己 分 析 を し よ う 、 ② 情報 を 収 集 し よ う 、

③ 志 望先 / 志望 順位 を 決 定 し よ う 、 ④ エ ン ト リ ー シ ー ト の 作 成 、 ⑤応 募 書類 ・ 履歴 書 の 作

成 、 ⑥採 用 試験 ・ 面 接対 策 、 ⑦ 就 職活 動 の マ ナ ー 、 ⑧ 内 定 ・ 採用 決定 、 ⑨進 学 、 ⑩ 国家 試

験 の 受験 に つ い て 、 ⑪大 学 が 行 う 進路 支援 と 学 科 専攻 が 行 う 進路 支援 、 ⑫大 学 に 提 出 し な

け れ ば な ら な い 報 告 書 。  

 一 方 、 各 学科 ・ 専 攻 の 進 路支 援 教員 は 、 学科 ・ 専攻 ご と に 行 わ れ る 、 就職 進 学 ガ イ ダ ン

ス 、 進路 希 望調 査 、 卒業 生 等 と 話 す会 、 国 家試 験 模擬 試 験 、 国家 試験 対 策学 習 会等 の 企

画 ・ 運営 に お い て 中 心的 役 割 を 果 た す と と も に 、 担当 す る 学 生 か ら の 進 路 に 関 す る 相談 に

の っ た り 、 提出 文書 の 確 認 や模 擬 面接 の 練 習 、 学 習状 況 や模 擬試 験 の 結 果 に 基 づ い て 個 別

に 学 習支 援 を 行 っ た り 等 、 学生 の 希望 に 応 じ た 支 援 を 行 っ た り し て い る 。 各 学 科 ・ 専攻 と

も 、 学生 3 〜 5 名 に 1 名 の 進路 支 援教 員 を 配置 し 、 細 や か な 支 援 を 行 っ て い る 。 （ 資料

6-28 ）  

 ま た 、 本 学学 生 の 就職 に は 資 格 取得 が 不 可欠 で あ る た め 、 学生 の 国 家 試験 受 験対 策 と し

て 、 国 家 試 験 ガ イ ダ ン ス の 実施 、 模擬 試験 受験 の 支援 、 模擬 試験 結果 に 基づ く 学習 支援 等

も 力 を 入 れ て い る ( 資料6-24) 。  

＜ 進 路情 報 室 の 管理 ・ 運 営 ＞ 

 病 院や 企 業等 か ら の 求 人 票 は 進 路情 報室 内 に 掲 示す る ほ か 、 職 種分 野 別 に フ ァ イ リ ン グ

し て 学 生 が 情報 を 入 手 し や す い よ う に し て い る 。 ま た 、 こ れ ら の 情報 は デ ー タ 化 し 、 学 生

が イ ン タ ー ネ ッ ト を 使 っ て 進 路 情 報 を 検 索 で き る よ う に し て い る 。 進 路 情報 室 に 職 員 は 常

駐 し て い な い が 、 担 当職 員 を 配 置 し 、 進路 関連 情 報 の 管 理業 務 （ 掲示 ・ フ ァ イ リ ン グ ・ 情

報 検 索用 デ ー タ 化 ） を 行 っ て い る 。 進 路情 報室 を 利 用 し た い 学生 は 、 「 進路 情 報室 利用 簿 」

に 所 定事 項 を 記 入 し こ れ ら の 情 報 を 自 由 に 利用 す る 。  

 進 路情 報 室 の 運営 に つ い て は 、 「 千 葉県 立保 健 医療 大 学職 業紹 介業 務 運営 規 程 」 ( 資 料

6-25) 「 千 葉 県立 保健 医療 大 学職 業 紹介 業務 に お け る 個 人 情報 適正 管理 規 程 」 ( 資 料6-26) を

定 め て い る 。  

＜ キ ャ リ ア ア ド バ イ ザ ー ＞ 

 ま た 、 ハ ロ ー ワ ー ク か ら キ ャ リ ア ア ド バ イ ザ ー を 派 遣 （ 6 月〜 8 月 は 週 2 回 、 そ の 他 の

月 は 週 1 回 ） し て も ら い 、 学生 の 就職 相談 に の る 体制 を し い て い る 。 面 談 を 希 望す る 学 生

は 「 予 約 簿 （ 1 枠 50 分 。 1 日 4 枠 ）」 に 氏名 を 記 入 し て 予 約 を す る が 、 仁 戸名 キ ャ ン パ ス の

学 生 は 学 生 支援 課 に 電話 を し て 予 約 を す る 。 ジ ョ ブ サ ポ ー タ ー の 利用 実 績 は 、 平成 27年 6

月 43 件 、 7 月32 件 、 8 月 42 件 で あ る 。 （ 資 料 6-27 ）  

 

2 ． 点検 ・ 評価 

● 基 準 6 の 充足 状況 
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学 生 へ の 修 学支 援 、 生活 支 援 、 進 路支 援 に つ い て 、 学 生 の ニ ー ズ に 即 し た 支 援 が 行 え て

い る 部分 も あ る が 、 同時 に 改善 す べ き 多 く の 課 題 を 抱 え て い る 。  

① 効 果 が あ が っ て い る 事 項 

＜ 修 学方 法 と 実 施 の 支援 に つ い て ＞ 

 学 生支 援 ア ン ケ ー ト 結 果 ( 資 料6-26)に よ れ ば 、 学生 へ 履修 ガ イ ダ ン ス ( 全 学 ・ 学 科専 攻

別 ) 、 履 修 支援 、 図 書館 シ ス テ ム 、 休 学者 へ の 対 応 、 奨 学金 制度 ・ 学 費 減免 制 度 の 活用 支

援 に つ い て は 、 い ず れ も 7 割以 上 の 学 生 が 満足 と 評価 し て お り 、 学生 の ニ ー ズ に 即 し た 支

援 が で き て い る と い え る 。  

＜ 学 生へ の 生活 支援 ＞ 

 学 生支 援 ア ン ケ ー ト 結 果 ( 資 料6-26)に よ れ ば 、 健康 診 断 の 方法 、 ハ ラ ス メ ン ト 相 談制 度 、

学 科 ・ 専 攻 の 教 員 に よ る 相 談制 度 に つ い て は 、 い ず れ も 7 割 以上 の 学 生 が 満 足 と 評 価 し て

お り 、 適 切 な 支 援 が で き て い る と い え る 。 ま た 、 施設 の 清掃 ・ 清 潔 さ 、 医務 室 の 整 備 、 駐

輪 場 の 整 備 に つ い て も 、 幕 張 ・ 仁 戸名 の 両 キ ャ ン パ ス と も 、 学生 の 7 割 以上 が 満足 と 評 価

し 、 適切 に 管理 ・ 整 備 で き て い る と い え る 。  

＜ 学 生へ の 進路 支援 ＞ 

 学 生支 援 ア ン ケ ー ト 結 果 ( 資 料6-26)に よ れ ば 、 就職 ・ 進学 支援 、 国 家 試験 の た め の 学 習

支 援 に つ い て は 、 い ず れ も 7 割 以 上 の 学生 が 満 足 と 評 価 し て お り 、 適 切 な 支 援 が で き て い

る と い え る 。  

＜ 学 生生 活 へ の 全体 的 な 満 足 度 ＞ 

 学 生支 援 ア ン ケ ー ト 結 果 ( 資 料6-26)に よ れ ば 、 学生 生 活へ の 全 体的 な 満 足 度 は 、 「 と て

も 満 足 」 「 ま あ 満足 」 を あ わ せ る と 72.7%で あ っ た 。  

② 改 善 が 必 要 な 項目 

＜ 学 生支 援 に 関 す る 方針 ＞ 

 学 生へ の 修学 支援 や生 活 支援 の 検討 に は 学生 支 援 に 関 す る 方針 が 必 要 で あ る た め 、 定 め

る 必 要 が あ る 。  

＜ 情 報 の 周 知方 法＞ 

 学 生へ の 修学 支援 や生 活 支援 に 関す る 情 報 は 、 現 在 は 「 学 生 ハ ン ド ブ ッ ク へ の 記 載 」

「 掲 示板 へ の 掲 示 」 「 学 生 用 メ ー ル シ ス テ ム や ウ ェ ブ に よ る 連絡 」 と い っ た 方 法 で 行 っ て

い る 。 し か し 、 学生 支援 ア ン ケ ー ト 結 果 に よ れ ば 、 「 掲 示板 に よ る 連 絡 」 「 学 生用 メ ー ル

シ ス テ ム や ウ ェ ブ に よ る 連 絡 」 の 満足 度 は34.0% 、 36.8% と 低 く 、 そ の 理 由 は 、 ‘ 掲 示 が 見 に

く く 情報 が 得 に く い ’、 ‘ 古 い 掲 示物 が い つ ま で も 貼 っ て あ る ’、 ‘ 学 外実 習 時や 長期 休

暇 中 に は 来 学す る こ と が で き な い の で ウ ェ ブ シ ス テ ム か ら 掲 示 内 容 を 見 え る よ う に し て ほ

し い ’、 ‘ 学生 用 メ ー ル で は 送 信 で き な い こ と が 多々 あ る ’ 等 で あ っ た 。 学 生 の ニ ー ズ を

明 確 に し 、 改善 に 取 り 組 む 必要 が あ る 。  

＜ 事 務職 員 の 対 応＞ 

 学 生支 援 ア ン ケ ー ト 結 果 に よ れ ば 、 学生 支援 の 窓口 と な る 事務 職員 の 対応 に 対す る 満 足

度 は 、 幕 張 ・ 仁 戸名 両 キ ャ ン パ ス と も 53.8% 、 60.9% と 低 く 、 そ の 理 由 は 、 ‘ 説 明 が 学 生 に と

っ て わ か り に く い ’、 ‘ 対 応 が 冷 た い ’、 ‘ 担 当 者 が い な い か ら と い っ て 何 度 も 窓 口 に 来

さ せ ら れ る ’、 ‘ 理 由 も 聞 か ず に 一方 的 に 注意 さ れ る ’ 等 で あ っ た 。 学 生 の ニ ー ズ を 明 確

に し 、 改 善 に 取 り 組 む必 要 が あ る 。  



48 
 

＜事務システム＞ 

 学生支援アンケート結果によれば、事務システムに対する学生の満足度は、幕張・仁戸

名両キャンパスとも 61.1% 、 61.7% と低く、その理由は、‘授業は18時まであるのに窓口

は16時30分／17時にしまる ’、 ‘一部のサービスは幕張キャンパスでないと受けられない’

等であった。学生のニーズを明確にし、改善に取り組む必要がある。 

＜留年者への対応＞ 

 アンケートに回答した留年経験者 5 名のうち 4 名 (80.0%) が留年者への支援を不満と評

価した。その理由は、‘留年したらロッカーがなくなった ’、 ‘留年すると履修システム

でエラーがでてしまう’等であった。 4 年を越えて在学する者のロッカーは改めて貸与さ

れる旨学生ハンドブックに記載してあるものの、周知不足は否めない。留年者へのきめ細

かな対応を検討するとともに、履修制度や履修システムを見直していく。 

＜学生からの相談体制の充実＞ 

 現在、学生からの相談は、大学全体と学科・専攻の両側面からの支援する体制としてい

るが、学生支援アンケート結果によれば、学科・専攻の「教員による相談支援」の満足度

は 93.9% と高いものの、大学全体として行っている「学生相談室の設置」「カウンセラー

の配置」の満足度は 66.7% と低かった。学生支援アンケート結果ではその理由は明らかに

されなかったため、うまく機能できていない内容を検討し改善に取り組んでいく。 

＜障がいのある学生に対する修学環境の整備＞ 

 幕張キャンパスでは、講義室や実習室、また、障がい者用トイレが 2 階にあるにもかか

わらず、階段昇降機やエレベーターは設置されていない。ひきつづき予算請求をしていく。 

＜学生の課外活動への支援の充実＞ 

 アンケートに回答した 239 名のうち、サークル活動をしている / していた学生は 62.1 ％

であり、そのうちの 29.3 ％はサークル活動への支援に不満足と回答した。不満足の理由は、

‘グランドやテニスコートなどを使用できないため、サークル活動の場所がない ’、 ‘施

設使用願を活動のたびに提出しなければならない ’、 ‘体育館の利用時間が短い ’、 ‘土

日祝日に体育館を利用できない’などであった。改善可能なところから取り組んでいく。 

＜食堂・購買を含む施設の整備＞ 

 学生支援アンケート結果によれば、食堂、購買の設置についての希望は両キャンパスと

も依然として高かった。また、幕張キャンパスでは、図書館、学生ホール、運動設備、ロ

ッカー室、トイレへの満足度が低く、仁戸名キャンパスでは、これに加え、講義室、実

習・実験室、情報処理室、学生自習室、といった修学に直接関わる施設への満足度も低か

った。学生のニーズに即して改善に取り組む必要がある。 

 

3 ．将来に向けた発展方策 

 学生支援の現状および学生アンケートの結果をうけ、学生の修学支援および生活支援の

充実のために以下のように取り組んでいく。しかしながら、これらの取り組みの多くには

予算措置が不可欠である。これまでも設置母体である千葉県に予算請求してきたが、取り

組みの必要性をより明確にして引き続き千葉県に予算請求していく。 

① 効果があがっている項目 

 効果があがっている項目については、現在の支援方法・体制を基本に、図書館の開館時
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間を延長してほしい、サークル活動を行うために必要な施設使用許可願の手続きを簡略化

してほしい等、他の委員会とも連携しながら、学生のニーズに即してさらなる充実につと

めていく。 

②改善すべき事項 

・ 大学運営会議等で検討し、学生支援に関する方針を早急に決定する。 ( 平成27年度目

標)  

・ 学生支援に関する方針が承認されたら、その方針に照らして、現在大学単位で行って

いる学生支援及び学科専攻単位で行っている学生支援の適切性について点検を行い、

必要な整備を行っていく。しかし現在、学生支援の適切性を検証する責任主体が明確

でないため、適切性の評価に先んじて責任主体の明確化に取り組む。 

・ ネットワーク委員とともに、掲示板による連絡方法、学生用メールシステムやウェブ

による連絡方法を学生のニーズに即して整備し、必要な情報が確実に学生に伝わるよ

う実施する。 

・ 学生アンケートの結果を事務職員に説明するとともに、事務職員からも学生への対応

で困っていることを聞き取り、その双方の結果をふまえて、事務職員の対応の改善を

図るとともに、学生指導を行う。 

・ 大学全体の学生相談体制として行っている「学生相談室の設置」「カウンセラーの配

置」について、うまく機能できていない内容を検討し改善に取り組んでいく。 

・ サークル間での活動場所の調整等は学生会を中心に行われているため、助言をしたり

相談にのったりするといった方法でこれらの活動を支援していく。 

・ 教務委員会と共同で、留年者へのきめ細かな対応のプログラムを検討するとともに、

履修制度や履修システムの不備を検討し改善する。 

・ 学生のニーズに即した事務システムの整備については、施設使用願いの手続き等の改

善など、すぐに着手できるところから改善に取り組んでいく。 

・ 障がい者用の施設の充実、福利厚生施設の充実をはじめ、特に仁戸名キャンパスの修

学に直接関わる施設の整備・充実に取り組んでいく。 

 

4 ．根拠資料 

6-1  千葉県立保健医療大学設置認可申請書（抜粋） 

6-2  千葉県立保健医療大学学則 ( 既出資料 1-5) 

6-3  千葉県立保健医療大学履修規程 ( 既出資料 4-(1)-5)  

6-4  全学履修ガイダンス   

6-5  学科専攻別履修ガイダンス   

6-6  担任一覧 

6-7  休学届提出者数・退学届提出者数 

6-8  留年者数 

6-9  平成26年度千葉県立保健医療大学学生募集要項(4種 ) 一般選抜、特別選抜 

( 推薦入学 ) 、特別選抜 ( 社会人 ) 、 3 年次編入学 

6-10  平成26年度学生ハンドブック 

6-11  千葉県立保健医療大学 ( 独 ) 日本学生支援機構奨学生推薦選考事務要領 
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6-12  千葉県立保健医療大学授業料の減免の取扱に関する規程 

6-13  千葉県立保健医療大学授業料減免審査基準 

6-14   千葉県立保健医療大学学生支援体制等に対する評価 (既出資料 4-(1)-8)  

6-15  自己健康管理ファイル 

6-16  千葉県立保健医療大学キャンパスハラスメントの防止に関する規程 

6-17  キャンパスハラスメント調査委員会規則 

6-18  キャンパスハラスメントの対応に関するガイドライン 

6-19  千葉県立保健医療大学キャンパスハラスメント相談員マニュアル 

6-20  オフィスアワー一覧 

6-21  千葉県立保健医療大学学生規程 

6-22  学生団体一覧 

6-23  キャリアセミナーポスター 

6-24  進路ガイドブック 

6-25  千葉県立保健医療大学職業紹介業務運営規程 

6-26  千葉県立保健医療大学職業紹介業務における個人情報適正管理規程 

  6-27  平成27年度ハローワーク利用予約表 

  6-28  平成27年度進路支援計画（全学・学科専攻） 
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第 七 章  教 育研 究等 環境 

 

1 ． 現状 の 説明 

(1)教 育研 究 等環 境 の 整備 に 関す る 方針 を 明 確 に 定 め て い る か 。  

本 学 で は 、 開学 時 に は 大 学 設置 基 準 に 依拠 す る 形 で 方 針 を 定 め た が 、 現 在 は 整 備途 上 で

あ り 、 明 確 な 方 針 が ま だ 立 て ら れ な い で い る 。  

開 学 時 に は 、 大 学 設置基 準 第 53 条 の 「 新 た に 大 学 を 設 置 し 、 ま た は 薬 学 を 履 修 す る 課程

の 修 業年 限 を 変 更す る 場 合 の 教 員 組織 、 校 舎等 の 施設 及 び設 備 に つ い て は 、 別 に 定 め る と

こ ろ に よ り 、 段 階的 に 整 備 す る こ と が で き る 」 に よ り 、 教育 研究 等環 境 を 段 階 的 に 整備 し

て き た 。 た と え ば 、 幕張 キ ャ ン パ ス で は 旧 千葉 県 立衛 生 短期 大学 ( 以 下 、 衛 生 短大 と 略

称 ) と 、 仁 戸名 キ ャ ン パ ス で は 旧 千葉 県立 医療 技 術大 学 校 ( 以下 、 医 技 大 と 略 称 ) と 併 存

す る 整備 と な り 、 そ れ ぞ れ 募集 停 止 と 閉学 を 待 っ て 整 備 を 終 え る 方 針 で あ っ た 。 そ の た め 、

学 年 進行 に よ る 整備 を 行 っ た が 、 東日 本大 震災 の 影響 も あ り 、 毎 年 の よ う に 施 設整 備計 画

を 立 て て 履 行 を 目 指 す こ と に な っ た ( 資 料 7-1) 。 ま た 、 ゼ ミ な ど の 少 人数 教 育用 施設 が 十

分 で な い こ と へ も 、 全教 室 ( 講 義 室 ・ 実験 室 ・ 演 習室 ) へ 情 報 コ ン セ ン ト を 設 置 し ゼ ミ 用

の PC を 用 意す る な ど 、 情 報基 盤 整備 と 合 わ せ た 整備 を 進 行 中 で あ る 。  

な お 、 千葉 県 の 財 政状況 な ど か ら 、 平 成 25 年度 の 大学 情 報 シ ス テ ム ( 学 内 ネ ッ ト ワ ー ク

シ ス テ ム 、 図 書 館 シ ス テ ム 、 教 務 シ ス テ ム ) の 更 新 が 見 送 ら れ た た め 、 平成 26 年度 の 更 改

を 行 っ た 。 さ ら に 、 平成 26 年度 以 降 の 情報 基盤 整 備 ( 有 線 LAN の 拡充 整 備 、 お よ び 情報 コ

ン セ ン ト の 実験 室 な ど へ の 整備 ) に つ い て も 、 予 算申 請 を 行 っ て い る ( 資 料 7-2)( 資 料 7-3) 。  

 

(2)十 分 な 校 地 ・ 校舎 お よ び 施 設 ・ 設備 を 整 備 し て い る か 。  

本 学 の 校 地面 積及 び校 舎 面積 は 、 二 つ の キ ャ ン パ ス ( 幕 張 ・ 仁 戸名 ) で 、 そ れ ぞ れ 校地

面 積 58256 ㎡ ( 大学 設置 基 準第 37 条 の 規定 で は 、 5900 ㎡ ) 、 校舎 面積 16596 ㎡ ( 大 学設 置

基 準 37条 の 2 の 規定 で は 、 9304 ㎡ ) と な っ て い る ( 資 料 7-4) 。  

校 舎等 の 区分 は 、 幕張 キ ャ ン パ ス が 教育 棟 A ・ 教育 棟 B ・ 図書 館棟 ・ 学生 ホ ー ル 棟 ・ 事

務 棟 ・ ロ ッ カ ー 棟 ( 平成 23 年新 設 ) ・ 体育 館 ・ 講 堂 に わ け ら れ 、 そ の 中 に 、 講 義室 20室 、

演 習 室 5 室 、 実 験実 習室 24 、 研 究 室57 室 、 情報 処 理室 2 室 、 LL 教室 1 室 、 学 生自 習室 2

室 、 幕張 図 書館 、 学 生 ホ ー ル 、 進 路情 報室 1 室 、 学科 会 議室 4 室 、 会 議 室 2 室 、 保 健室 1

室 、 非常 勤 講師 控室 1 室 、 学生 相 談室 2 室 が あ る 。 ま た 、 仁 戸名 キ ャ ン パ ス は 、 東 校舎

棟 ・ 図書 館 棟 ・ 研究 棟 ・ 体 育館 に わ け ら れ 、 そ の 中 に 、 講義 室 6 室 、 実 験実 習 室 9 室 、 研

究 室 13室 、 情報 処理 室 1 室 、 仁 戸 名図 書館 、 講 堂 、 専 攻 別会 議室 2 室 、 学生 相 談室 1 室 、

医 務 室 1 室 、 事 務室 2 室 、 更衣 室 2 室 、 非 常勤 講 師控 室 1 室 、 進 路情 報 コ ー ナ ー が あ る 。  

各 施設 の 配置 は 、 「 平 成 26年 度 学生 ハ ン ド ブ ッ ク 」 に 記載 の と お り で あ る 。 こ れ ら の 施

設 を 利 用 す る 場 合 に は 、 学 生及 び 教職 員 と も 学 生 支援 課 ・ 企 画運 営課 を 通 し て 予 約 し 使 用

す る こ と が で き る ( 資料 7-5) 。  

教 室環 境 の 整 備 に つ い て は 、 有 線 LAN 、 プ ロ ジ ェ ク タ ー 、 マ イ ク 、 DVD 、 ビ デ オ な ど の

AV 機 器 の 設 置 及び 更新 を 行 う な ど 、 年々 充実 を 図 っ て い る 。 す べ て の 教 室 に は 、 エ ア コ

ン と 空気 清 浄器 ロ ス ナ イ が 順次 設 置 さ れ 、 学習 環 境 を 清 浄 な 状態 に で き る よ う に な っ て い

る 。 し か し 、 旧 衛生 短大 ・ 旧医 技 大講 義室 の 椅 子 ・ 机 が い わ ゆ る 学校 家 具 の ブ ナ 合 板 の 椅
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子 ( 小 ・ 中 ・ 高 で か つ て 採 用 さ れ た も の ) で あ る た め に 、 学 生 ア ン ケ ー ト ( 資 料 7-6) で も 、

狭 さ ・ 硬 さ に 4 割弱 が 不 満 で あ る と 答 え て い る 。  

現 在 、 学 生食 堂 は 設置 さ れ て い な い 。 幕 張 キ ャ ン パ ス 旧衛 生短 大時 代 に 食 堂 運営 の 外 部

委 託 を 行 っ た 時 期 も あ っ た 。 し か し 、 学内 学生 数 が 実 習 期間 中 は 激減 す る な ど 、 安 定 し た

運 用 が 行 え ず 委 託業 者 が 撤 退 を 繰 り 返 し た 経緯 が あ る 。 さ ら に 大 学 の 近 隣100m に コ ン ビ ニ

が 2 店 、 持 ち 帰 り 弁 当業 者 2 店 が あ る な ど 、 学 生 の 別 の 選択 肢 も 多 い こ と も 撤 退 の 理由 で

あ る 。 現 在 は 、 学生 食堂 の 空間 は 残 し つつ 、 食 事 と 学 習 ・ 雑 談 ・ 打 ち 合 わ せ な ど が 行 え る

学 生 ホ ー ル に つ い て 、 後 援 会 か ら の 寄 付 を 受 け な が ら 毎 年 テ ー ブ ル ・ イ ス な ど の 増 設 を お

こ な っ て い る (3 人掛 2 セ ッ ト 、 4 人掛 11 セ ッ ト 、 6 人 掛 9 セ ッ ト 、 テ ラ ス 6 人 掛 け 2 セ ッ

ト で 現在 116 人 分 ) 。 た だ し 、 全 学生 数 に 対す る 規模 と し て は ま だ 足 り な い の は 事 実 で あ

り 、 45分 間 と 短 い 昼 食時 間 に 対 応 で き る 環 境 も 整 っ て い な い た め 、 今 後 と も 昼 食等 を 提 供

可 能 な 環 境 を 用 意す る 必 要 が あ る 。 な お 、 仁戸 名 キ ャ ン パ ス に は 食堂 の 空間 も な く 、 近 隣

に も 販売 店 な ど が 少 な い 。 現時 点 で 、 キ ャ ン パ ス 統合 計 画案 を 持 っ て い る た め 、 当 面幕 張

の 整 備 を 優 先 し て い る 経 緯 が あ る 。 し か し 、 学 生 の 不 満 が 9 割 と 高率 で 、 食 堂 に つ い て は

早 急 な 整 備 が 必 要 で あ る 。 ま た 、 学内 購買 施設 に つ い て も 9 割以 上 の 学 生 が 必 要 と 答 え て

い る ( 資 料 7-6) 。  

学 生 の サ ー ク ル 活 動 を 支 え る サ ー ク ル 棟 は 、 幕 張 キ ャ ン パ ス 旧 衛生 短 大時 代 に は プ レ ハ

ブ 4 部 屋 分 を 用 意 し 活用 さ れ て い た が 、 老 朽化 が 激 し く 、 東 日本 大震 災 で 使 用 で き な い 状

況 と な り 平 成25 年度 末 に 取 り 壊 し た 。 な お 、 代 替 施設 の 用意 に つ い て は 目 途 が た っ て い な

い 。 ま た 、 仁戸 名 キ ャ ン パ ス に は サ ー ク ル 活動 な ど を 支 え る 施 設 は 用 意 さ れ て い な い 。 そ

の た め 、 学 生 の 不満 は 5 割 と な っ て い る 。 ま た 、 幕張 ロ ッ カ ー棟 や両 キ ャ ン パ ス 更 衣室 の

利 用 が 平 日 限定 で あ る こ と や狭 く 利用 し に く い こ と な ど 、 サ ー ク ル 活 動 を 支 え る 施 設面 で

の 不 満 は 4 割以 上 に の ぼ る ( 資 料 7-6) 。  

演 習室 に つ い て は 、 10 ～ 20 人規 模 の 少 人数授 業 対応 の も の で あ り 、 卒 論 ゼ ミ な ど の 5 人

前 後 の 指 導 に 適 し た 教室 は な い 。 ま た 、 教 員 の 研 究室 に も 学 生指 導用 の ス ペ ー ス は 考慮 さ

れ て い な い 。 そ の た め 、 卒 論 ゼ ミ が 開 始 さ れ る 平 成 23 年 に は ゼ ミ 数 に 対 応 し た 学生 用 の

PC を 幕 張 キ ャ ン パ ス 50 台 、 仁 戸 名 キ ャ ン パ ス 20 台用 意 し て 、 学 内情 報 資源 へ ア ク セ ス し 、

教 室 が 不 足 し た 場合 や同 じ 教室 が 使 い 続 け ら れ な い 場 合 で も 、 学 習内 容 の 履 歴 を 記 録 で き

る よ う に 整 備 し た 。 さ ら に 、 卒 論 や学 生 の 研究 に 対応 す る た め 、 平成 26 年度 以 降 も 学生 用

PC の 増 設 を 申 請 し て い る 。 た だ し 、 学内 で 演 習 室 が 少 な い こ と が 最 大 の 課 題 で あ る た め 、

今 後 と も 少 人数 教育 用 の 環 境整 備 が 必 要 で あ る 。  

ト イ レ に つ い て は 、 幕 張 図書 館 棟や 新設 し た 車 椅子 に 対応 で き る 多 目 的 ト イ レ を 除 き 、

和 式 の ま ま で あ る 。 幕張 で 4 割 強 、 仁 戸名 で 6 割 が 不 満 で あ る と 、 学 生 か ら は 洋 式 ト イ レ

拡 充 の 声 が あ が っ て い る ( 資 料 7-6) 。 今後 と も ト イ レ の 洋式 化対 応 が 必 要 で あ る 。  

運 動場 に つ い て は 、 幕 張 キ ャ ン パ ス に は 体育 実 技や レ ク リ エ ー シ ョ ン で 利 用 可能 な ス ペ

ー ス が 用 意 さ れ て い た が 、 東日 本 大震 災 で 液状 化 が 起 き 、 平 坦 で な い 箇 所や 雨 で 湿 地 の よ

う に な っ て し ま う 箇 所 が で き て し ま っ て い る 。 ま た 、 2 面 あ る テ ニ ス コ ー ト ( ハ ー ド コ ー

ド ) も ひ び 割 れ て 使 用 で き な い 状 態 の ま ま で あ る 。 大 規 模災 害時 の 避 難 場所 で も あ る こ と

か ら 、 再 液 状 化 対策 を 含 め て 、 対 応 が 必要 に な っ て い る 。 ま た 、 仁戸 名 キ ャ ン パ ス で は 基

礎 系 授業 を 行 わ な い た め 運 動場 は な い 。 体 育館 に つ い て は 、 旧 衛 生短 大 か ら 引 き 継 い だ も



53 
 

の ( 幕 張 キ ャ ン パ ス ) 、 旧 医技 大 か ら 引 き 継 い だ も の ( 仁 戸 名 キ ャ ン パ ス ) が 用意 さ れ て

い る が 、 老 朽化 が 進 み雨 漏 り な ど の 対 策 を し な が ら 利 用 し て い る 状況 で 、 学 生 の 3 割強 が

不 満 と 答 え て い る ( 資 料 7-6) 。 こ れ ら の 整 備 も 今 後 の 課 題 と な っ て い る 。  

東 日 本 大震 災 で 、 幕張 キ ャ ン パ ス は 建 物以 外 の 箇 所 の 地 盤沈 下 (20 ～ 50cm) が 発生 し た

た め 、 危 険 個所 を 補 修 し 、 完全 を 確 保 し て 使用 し て い る 状態 で あ る 。 し か し 、 両 キ ャ ン パ

ス と も 建 築 後30 年 を 経過 し 、 建 築 基準 法 の 1981 年 新耐 震 設計 や 2000 年 改 正 の 性 能規 定適 用

後 の 建造 物 で は な い 。 安 全 対策 が 優先 で 、 快適 性 の 確 保 に は ま だ 持続 的 な 整 備 が 必 要 で あ

る 。 さ ら に 、 学 校施 設 の 耐 震改 修 の 目 安 と な る 、 築 35 年 が 近 づ い て い る こ と の ほ か 、 「 建

築 物 の 耐 震 改修 の 促 進 に 関 す る 法 律等 の 改 正 」 ( 平 成 25 年11 月施 行 ) で は 、 耐 震改 修促 進

法 に お け る 規制 対象 の 、 学 校 と し て の 特定 既存 耐 震不 適 格建 築物 の 要 件 ( 階 数 3 以 上 か つ 

1000 ㎡以 上 ) で あ る こ と を 考 え て も 、 早急 な 今 後 の 改 修 計画 も 必 要 と な っ て い る 。 ま た 、

耐 震 診断 が 現行 基準 に 適 し て い な い た め に 、 旧 耐 震基 準 の 耐 震性 能 で あ る 「 地 震 に 対す る

耐 力 を 耐 震 診断 に よ っ て 得 ら れ る 構造 耐震 指標 値 」 ( 以 下 、 Is 値 ) に よ っ て 評 価 す る こ と

に な る 。 こ の Is 値 は 「 国 土 交通 省 告示 第百 八十 四 号 」 に お い て 0.6 未 満 の 場 合 、 耐 震性 能

が 低 く 補 強 の 必 要性 が あ る と 評 価 さ れ 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 で 第 一次 診 断法 に よ る 場合 、

Is 値  0.8 が 判断 の 基 準 と な る 。 な お 、 仁戸 名 キ ャ ン パ ス 体育 館(1972年 完 成 ) は Is 値 0.42 、

幕 張 キ ャ ン パ ス 教育 棟 A(1980 年 完 成 ) は Is 値 0.79 、 幕 張 キ ャ ン パ ス 教 育 棟 B(1980 年 完成 )

は Is 値 0.77( 幕 張 体育 館 は 完 成 年 1983 年 で 新 基準 適 用 ) と 早急 な 対 応 が 必 要 に な っ て い る

( 資 料 7-7) 。  

 

(3)図 書館 、 学術 情報 サ ー ビ ス は 十 分 に 機能 し て い る か 。  

＜ 図 書 に つ い て ＞ 

 図 書 の 選 書 は 、 購 入図 書 の 分 野 に 大 き な 偏 り が 起 き な い よ う に 、 図 書 ・ 情 報 委員 会 に よ

っ て 一 定 量 の 専 門図 書 の 選 書 を 実 施 し て い る ( 全 体 量 の 68％ ) 。 そ の 際 、 年 に 2 回 の 希 望

図 書 の と り ま と め を 看護 ・ 栄養 ・ 歯科 衛生 ・ 理 学 療法 学 専攻 ・ 作 業療 法 学専 攻 ・ 一 般教 養

別 に 依頼 す る と と も に 、 学 生 に よ る リ ク エ ス ト や 図書 館 司書 に よ る 新 版 入 れ 替 え な ど 、 網

羅 的 な 選 書 を 行 っ て い る 。 ま た 、 洋書 の 選 書 に も 力 を 入 れ て い る 。 以 下 の 数 値 は 、 図書 館

シ ス テ ム 統 計 デ ー タ を 用 い て い る 。  

 平 成 25 年 度末 の 蔵 書数 は 93365 冊 ( 和書 89177 冊 ； 95％ 、 洋書 4188 冊 ； 5 ％ ) で 、 平成

25 年 度受 入 図書 冊数 は 、 和 書 2837 冊 、 洋書 78冊 で あ る 。 こ の う ち 開架 図 書数 は 69187 冊

( 全 蔵 書 数 の 74 ％ ) で あ る 。 書 庫 資料 の 中 に は 電 算 未 入 力資 料 が あ り 、 電算 入 力 が 完了 し

て い る の は 78219 冊 で あ る 。 ま た 、 社 会科 学 が 9785 冊 ( 電 算 入力 済蔵 書 数 の 12 ％ ) 、 自 然

科 学 が 38911 冊 ( 同 50％ ) 、 こ れ ら 以 外 の 種別 は い ず れ も 蔵 書全 体 の 5 ％前 後 と な っ て い

る ( 表 7-3-1) 。  

＜ 逐 次刊 行 物 ( 雑誌 ) に つ い て ＞ 

 本 学健 康 科学 部関 連 の 購 入雑 誌 数 は 、 平 成25 年 度末 に お い て 和 雑誌 180 誌 、 洋雑 誌 38 誌

と な っ て い る 。 学 科 別 に み る と 、 各学 科共 通 の も の 44 誌 、 看 護学 科関 連 が 68 誌 、 栄 養学 科

関 連 が 32 誌 、 歯 科衛 生学 科 関連 が 22誌 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学科 関連 が 38誌 、 一般 教養 関

連 が 14誌 と な っ て い る ( 表 7-3-2) 。 な お 、 冊子 体 か ら 電 子 ジ ャ ー ナ ル へ の 移 行 が 起 き て い

る た め 、 電 子 ジ ャ ー ナ ル と し て 、 Oxford Journal 、 Willey(Ovid 経 由 ) 等 を 導 入 し て い る 。 平
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成 25 年度 末 で 電 子 ジ ャ ー ナ ル の 契 約 タ イ ト ル 数 は 15 と な っ て い る 。  

＜ 視 聴覚 資 料 に つ い て ＞ 

 専 門分 野 の 視 聴覚 資料 は 、 学 科 専攻 の 希 望 で 選 定 し て い る 。 平 成25 年 度末 の タ イ ト ル 数

は 、 DVD 、 ビ デ オ 、 CD-ROM 等 を 合 わ せ て 1402 点 と な っ て い る 。 そ の 内 訳 比 率 は 、 ビ デ オ

が 52 ％ 、 DVD が 36％ な ど と な っ て い る ( 表 7-3-3) 。 そ の 分野 別比率 は 自 然 科 学 が 60％ 、 芸

術 が 1 ％ 、 社会 科学 が 6 ％ と な っ て い る 。 ま た 、 視聴 覚 資料 の う ち 、 DVD 教 材 付 き 書籍 は

オ ン ラ イ ン 参照 権付 き 書 籍 へ切 り 替 わ り つ つ あ る 。 イ ン タ ー ネ ッ ト 接 続 端末 固 定 の 契約 と

な る た め 、 図書 シ ス テ ム 全 端末 で 利用 す る こ と に つ い て は 、 今 後 の 課 題 と な っ て い る 。  

 平 成 25 年 度末 の 所 蔵資 料 は 下 記 の と お り で あ る ( 表 7-3-1.2) 。  

表  7-3-1  蔵 書数 ( 単 位 ： 冊 )  

年度

和書 洋書 和書 洋書

平成21年 54,007   3,201     28,000   516       82,007   3,717     85,724   

平成22年 55,232   3,446     26,974   787       82,206   4,233     86,439   

平成23年 59,761   3,482     24,308   795       84,069   4,277     88,346   

平成24年 61,285   3,466     25,075   674       86,360   4,140     90,500   

平成25年 63,391   3,508     25,786   680       89,177   4,188     93,365   

幕張 仁戸名
総和書数 総洋書数 総蔵書数

 

表  7-3-2  視 聴覚 資料 数 ( 単 位 ： タ イ ト ル )  

年度 CD DVD CD-ROM ビデオ カセットテープ スライド 総数

平成21年 2 87 11 18 0 7 125

平成22年 11 295 13 724 0 7 1,050

平成23年 11 377 18 724 0 7 1,137

平成24年 11 445 18 724 0 7 1,205

平成25年 12 509 145 729 0 7 1,402
 

＜ 図 書館 の 規模 に つ い て ＞ 

 平 成 21 年 、 千 葉県 立保 健 医療 大 学 の 開設 に 伴 い 、 図 書 館 は 幕張 ・ 仁 戸 名 の 二 館体 制 で 運

営 さ れ て い る 。 幕張 キ ャ ン パ ス 図 書館 ( 以 下 、 幕 張図 書 館 ) は 図 書館 棟 建設 に 伴 い 新設 さ

れ 、 仁戸 名 キ ャ ン パ ス 図 書 館 ( 以 下 、 仁戸 名図 書 館 ) は 旧 医 技大 図書 館 の 転 用 で あ る 。 こ

れ は 、 幕 張 ・ 仁 戸名 両 キ ャ ン パ ス で 開 学 し た こ と 、 さ ら に 両 キ ャ ン パ ス を 統 合 す る 計画 が

あ る こ と か ら の 措 置 で あ る 。 幕 張 図書 館 は 、 幕 張 キ ャ ン パ ス 図書 館棟 1 階 に 位 置 し 、 面 積

は 843 ㎡ で あ る 。 仁 戸名 図 書館 は 、 仁 戸名 キ ャ ン パ ス に あ り 、 面 積 は 498 ㎡ 、 両館 合計 面

積 は 1341 ㎡ で あ る 。 仁戸 名 キ ャ ン パ ス は リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学科 理学 療 法学 専 攻 ・ 作業 療

法 学 専攻 の 専門 教育 の た め の 施 設 で あ り 、 幕張 キ ャ ン パ ス が 1 ・ 2 年 次 の 基 礎 教育 と 、 看

護 学 科 ・ 栄 養学 科 ・ 歯科 衛 生学 科 の 専 門教 育 を 担 う た め 、 そ れ ぞ れ の 館 で は 対 応す る 専 門

図 書 を 配 架 し て い る 。 幕 張 図書 館 ・ 仁 戸名 図書 館 を 合 わ せ た 収容 可能 冊 数 は 約 103000 冊 と

な っ て い る ( 棚 板 90cm あ た り 25 冊 と し て 計 算 ) 。 総 閲 覧 席数 は 両 館合 わ せ て 、 186 席 で あ

る ( 表 7-3-3) 。 た だ し 、 両 キ ャ ン パ ス と も 学生 か ら は 3 割 以 上 が 不満 で あ る と 答 え て い る
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( 資 料 7-6) 。  

表  7-3-3  図 書館 面積 ( 単 位 ： ㎡ )  

書庫 事務スペース

1,220 1,098 48 74

総延面積
サービス
スペース

管理スペース

 

＜ 専 門職 員 の 配 置 に つ い て ＞ 

 図 書館 管 理運 営 は 、 幕 張 図書 館 5 名 ( う ち 常 勤 司書 1 名 ) 、 仁 戸名 図 書館 3 名 ( う ち 常

勤 司 書 1 名 ) 、 計 8 名 の 図 書館 職 員 で 行 わ れ て い る 。 常 勤司 書 2 名以 外 の 職 員 も 司 書資 格

を 有 し て お り 、 勤務 時間 を ロ ー テ ー シ ョ ン し て 交 代 勤 務 を 行 っ て い る 。 ま た 、 夜間 対応 事

務 の 業務 委 託 も 両館 で 行 っ て い る 。 学 生 か ら は 9 割 以 上 が 満 足 と 答 え て い る ( 資 料 7-6) 。  

< 開 館時 間 に つ い て ＞ 

 開 館時 間 は 、 幕張 図書 館 で は 、 月 ・ 金曜 日 は 8 時 45 分 ～21 時 15 分 、 火 ～木 曜 日 は 8 時 45

分 ～ 20時 15 分 と し て い る 。 仁戸 名 図書 館 で は 、 月 ・ 金 曜 日 は 9 時 15分 ～ 21時 15 分 、 火～ 木

曜 日 は 9 時 15分 ～ 20 時15 分 ( 学 部 学生 の 最 終授 業 終了 時 間18 時 ) で あ る ( 平 成 25年 度 ) 。

ま た 、 土 曜 日 は 平成 23年 度 よ り 開 館 し 、 業 務委 託 で 両 館 と も 9 時 ～17 時 15分 で あ る 。 長 期

休 業 期間 で は 9 時～ 17時 ま で で あ る 。 定期 休館 日 は 、 日 曜日 、 祝 祭日 、 年末 年 始 、 館内 整

理 日 で あ る ( 表 7-3-4) 。 し か し 、 学生 か ら は な お 一 層 の 開館 時間 延長 が 求 め ら れ て い る

( 資 料 7-6) 。  

表  7-3-4  開 館日 数 ( 単 位 ： 日 )  

年度
平日開館

日数
土曜開館

日数
総開館日

数

平成21年 218 - 218

平成22年 239 - 239

平成23年 271 - 271

平成24年 238 38 276

平成25年 238 40 278
 

＜ 閲 覧室 の 座席 数 に つ い て ＞ 

 閲 覧室 は 、 幕 張図 書館 が 130 席 ( 学 生総 定員 740 名 に 対 し て 約 17％ ) 、 仁 戸 名図 書館 が

66 席 ( リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学科 学 生総 数 200 名 に 対 し て 、 約 33％ ) 、 両 館合 計 で 199 席 で

あ る 。 こ の う ち 、 幕 張図 書 館 の 視 聴覚 コ ー ナ ー が 2 席 、 仁戸 名図 書館 の 視聴 覚 コ ー ナ ー が

3 席 と な っ て い る 。 雑誌 ・ 新聞 を 読 む こ と の で き る ブ ラ ウ ジ ン グ ス ペ ー ス も 両 館 に 用意 し

て い る 。 ま た 、 幕張 図書 館 で は キ ャ レ ル コ ー ナ ー が 42 席 、 仁 戸名 図書 館 で は 13 席 を 用意 し

て お り 、 開 館時 間 の 夜間 延 長 に 対 応す る た め 、 キ ャ レ ル コ ー ナ ー へ の LED ス タ ン ド を 整 備

し た 。 さ ら に 、 グ ル ー プ 学 習 の た め の 自習 室 を 幕 張 図 書 館 で は 2 室 ( 自 習 室 1 は 50 ㎡ ： 座

席 数 24 、 自 習室 2 は 32㎡ ： 座席 数 12) 用意 し て い る 。  

＜ 館 外貸 出 ＞ 

 本 学学 生 に は 、 貸 出期 間 2 週 間 ( 教 職員 も 同 じ ) 、 貸 出冊 数制 限 5 冊 ( 教 職 員 の 場合 無

制 限 ) で 館 外貸 出 を 実施 し 、 卒 業 生 ( 旧衛 生短 大 、 旧 医 技大 卒業 生 を 含 む ) へ は 貸 出 期 間

2 週 間 、 貸 出制 限冊 数 3 冊 の 範 囲 で 貸 出 を 行 っ て い る 。 そ れ 以外 の 学 外 者へ の 館外 貸出 は 、
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原 則 と し て 行 っ て い な い 。 ま た 、 閉館 時 を 含 め 常 時貸 出 図書 を 返 却 で き る 体 制 を 整 え て い

る 。 た だ し 、 貸 出 は 開館 時 の み の 対応 と な っ て い る ( 表 7-3-5.6) 。 な お 、 幕 張 図書 館 で は 、

平 成 26年 度 か ら は 自 動 貸 出 機 が 稼 働 し て い る 。  

表  7-3-5  年 間利 用状 況  

年度 開館日数 貸出者数 貸出冊数
1日平均
貸出者数

1日平均
貸出冊数

平成21年 218 5,934 13,192 27 61

平成22年 239 6,027 11,388 25 48

平成23年 271 - 11,504 - 42

平成24年 276 - 11,836 - 43

平成25年 278 - 11,023 - 40
 

表  7-3-6  貸 出状 況 ( 単 位 ： 冊 )  

年度 学生 教職員 学外 合計

平成21年 11,036 2,093 63 13,192

平成22年 8,704 2,591 93 11,388

平成23年 9,208 2,153 143 11,504

平成24年 10,721 1,045 70 11,836

平成25年 9,719 1,148 156 11,023
 

＜ 情 報検 索 設備 及び 視聴 覚 機器 の 配備 に つ い て ＞ 

 幕 張図 書 館 で は 、 看護 学 科 ・ 栄 養学 科 ・ 歯科 衛 生学 科 ・ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学科 理学 療

法 学 専攻 ・ 作業 療法 学専 攻 の 専 門 図書 及び 一般 教 養図 書 を 配 架 し て い る 。 新 着 図書 ・ 逐 次

刊 行 物 ( 雑 誌 ) 書架 ス ペ ー ス を 配 置 し 、 新 し い 学 術情 報 を 容 易 に 得 ら れ る よ う に し て い る 。

ま た 、 新 聞 閲覧 (11 誌 ) の ブ ラ ウ ジ ン グ ス ペー ス を 設 置 し て い る 。 受 付 カ ウ ン タ ー 周辺 に

は 、 事 務 ス ペー ス と 閉架 書 架 ス ペ ー ス ( 集 密手 動 ) を 設 け 、 受付 カ ウ ン タ ー 付 近 に は 、 図

書 館 司書 用 業務 端末 3 台 と コ ピ ー 機 1 台 を 設置 し て い る 。 ま た 、 部外 者 閲覧 用 OPAC( フ ィ

ル タ リ ン グ あ り ) 端 末 は 2 台 、 さ ら に 、 学 生 が 自 由 に メ モ を 取 り な が ら 図 書 館 サ ー ビ ス を

利 用 可能 な PC を 7 台用 意 し 、 モ ノ ク ロ レ ー ザ ー プ リ ン タ ー も 3 台開 放 し て い る ( 自由 に

印 刷 可能 、 う ち 2 台 は 持 ち 込 み 端 末 か ら も 利用 可 能 ) 。 平成 23年 度末 か ら は 、 図 書 館 閲 覧

室 ・ 学生 用 自習 室 に 無線 AP を 用 意 し 、 学 生 の 持 ち 込 み PC に よ る 図 書 検索 ( 有 料 電子 ジ

ャ ー ナ ル へ は 対 応せ ず 、 後 述 の よ う に 一部 の ジ ャ ー ナ ル で ID 貸出 し に よ る ア ク セ ス が 可

能 ) に も 対 応 し て い る 。 こ れ に よ り 、 図書 館職 員 が 図 書 検索 、 閉 架図 書 の 提 供 な ど を 利 用

者 に き め 細 や か に 対 応 で き る 体 制 を 保 持 し て い る 。  

 仁 戸名 図 書館 で は 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学科 理 学療 法 学専 攻 ・ 作業 療 法学 専 攻 の 専門 教

育 ( 及 び 専 攻学 生 の た め の 初年 次 教育 ) の た め の 専門 図 書 を 重点 的 に 配 架 し て い る 。 新 聞

閲 覧 の ブ ラ ウ ジ ン グ ス ペ ー ス や 新 着図 書 、 雑誌 書 架 ス ペ ー ス を 幕 張図 書 館同 様 に 設 置 し て

い る 。 受 付 カ ウ ン タ ー に 隣 接 し て 事 務 ス ペ ー ス と 閉架 書 架 ス ペー ス ( 電 動 ) を 設 け て い る 。

受 付 カ ウ ン タ ー 付近 に 部 外 者閲 覧 用 OPAC( フ ィ ル タ リ ン グ あ り ) 端末 2 台 と コ ピ ー 機 1 台 、
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さ ら に 学 生 が 自 由 に メ モ を 取 り な が ら 図 書 館 サ ー ビ ス を 利 用 可能 な PC を 4 台 用意 し 、 モ

ノ ク ロ レ ー ザ ー プ リ ン タ も 2 台 開 放 し て い る ( 自 由 に 印 刷可 能 、 う ち 1 台 は 持 ち 込 み 端 末

か ら も 利 用 可能 ) 。 平成 23 年度 末 か ら は 、 図 書 館 周辺 ( お よ び 学 生 が 利 用す る 東校 舎棟 の

利 用 ス ペ ー ス ) に 無 線 AP を 用 意 し 、 学生 の 持 ち 込 み PC に よ る 図書 検 索 ( 同 じ く 制限 付

き の 検索 ) に も 対応 し て い る 。  

 学 内専 用 の 図 書館 ホ ー ム ペー ジ も 開 設 し て お り 、 利 用 案内 、 開 館 カ レ ン ダ ー 、 検 索 メ ニ

ュ ー ( 医 中 誌 、 電子 ジ ャ ー ナ ル ) な ど の コ ン テ ン ツ メ ニ ュ ー を 提 供 し て い る 。 さ ら に 、 図

書 館 シ ス テ ム の 利用 者編 集 履歴 機 能 ( 予約 貸出 ) な ど も あ り 、 学 外 か ら の 利 用 も 可 能 と な

っ て い る 。  

 本 学図 書 館 は 、 ( 株 ) リ コ ー 製 の 図 書館 シ ス テ ム LIMEDIO を 整 備 し 、 幕張 キ ャ ン パ ス と

仁 戸 名 キ ャ ン パ ス で の 分 館 処理 を 可 能 に し 、 幕 張 で 基 礎 教育 を 受 け た 学 生 が 仁 戸名 キ ャ ン

パ ス の 専 門 教育 を 受 け る 段 階 で も 同 じ 情報 環境 を 提 供 す る よ う に し て い る 。 そ し て 、 国 立

情 報 学研 究 所 の Webcat  Plus を 使 っ て 、 文 献 、 書 籍等 の 検索 を 整 備 し 、 ILL に よ る 文献 取

り 寄 せ も 行 っ て い る 。 ま た 、 定 額 ア ク セ ス 可能 な 電 子 ジ ャ ー ナ ル と し て は 、 CiNii 、

J-DreamIII 、 医中 誌 Web 、 最 新看 護 索引 、 朝 日新 聞 デ ジ タ ル 聞 蔵 II ビ ジ ュ ア ル 、 メ デ ィ カ ル

オ ン ラ イ ン 、 EBSCO 、 Science Direct 、 Springer Link 、 Willy Online Journal な ど を 利 用 可 能 で あ

る 。 実習 中 や自 宅 か ら の ア ク セ ス に 配 慮 し 、 医 中 誌 Web な ど に つ い て は 学 外 か ら 利 用 可 能

な サ ー ビ ス ( 有 効 ID の 貸 出 し ) の 提供 も 行 っ て い る 。 さ ら に PubMed な ど 、 自 宅 か ら 無 料 で

利 用 可能 な サ ー ビ ス の 利 用 方法 に つ い て は 、 1 年 次入 学 直後 の 必 修授 業 ( 情 報 リ テ ラ シ ー

I ) と 3 年 次 向 け の 学 内講 習 で 扱 う な ど 、 専 門教 育 を 受 け る 学 生へ の 図 書 館 サ ー ビ ス 提供 と

利 用 者 と し て の セ キ ュ リ テ ィ 向 上 を 心 掛 け て い る 。  

な お 、 機関 リ ポ ジ ト リ の 整 備 は こ れ か ら 計 画す る 段階 で あ る が 、 年 2 回 大学 が 発行 す る

研 究 紀要 の 電子 化 に よ り 、 対外 的 な 学 術情 報提 供 は J-STAGE か ら 利 用 で き る よ う に す る 予

定 で あ る 。  

＜ サ ー ビ ス 向上 の 取 り 組 み ＞ 

 学 術情 報 サ ー ビ ス を 活 用 す る た め に 、 ① 図書 館 情報 シ ス テ ム に よ る 統 計 レ ポ ー ト で 状 況

を 把 握 し 、 図書 ・ 情 報委 員 会 で 前 年度 利用 報告 と 次年 度 予算 措置 の 方 針 を 検 討 し 、 限 ら れ

た 予 算 を 有 効 に 活用 す る 仕 組み 、 ②図 書館 利用 教 育 を 学 生 ・ 教員 へ恒 常 的 に 行 う 仕 組み を

用 意 し て き た が 、 さ ら に 、 平成 26 年度 か ら は ③ 教 員 ・ 学 生向 け レ ベ ル ア ッ プ の た め の 文 献

検 索 セ ミ ナ ー を 開始 し て い る 。 ま た 、 ④各 図書 館 設置 の 「 ご 意見 箱 」 で も 個 別 の 意 見 を 収

集 し 、 図 書 館 カ ウ ン タ ー で の 相 談 対応 （ 何 を 調 べ れ ば よ い か ／ 急 い で レ ポ ー ト に 間 に 合 わ

せ る 等 の 要 望時 の 相 談 ） も 積極 的 に 行 う よ う に な っ て い る 。 人 件 費 に 縛 ら れ て し ま う 開 館

時 間 拡大 に つ い て は ま だ 多 く の 不 満 が 学生 か ら あ る が 、 教育 活動 と 一 体 に な っ た 図 書館 運

営 の 方針 が 持続 的 に 改善 す る こ と が で き る 体制 を 用 意 し て い る 。 （ 資 料 7-6 ） （ 資 料 7-10 ）  

 

(4)教 育研 究 等 を 支援 す る 環 境や 条 件 は 適切 に 整 備 さ れ て い る か 。  

＜ 施 設整 備 面 に つ い て ＞ 

平 成 24 年度 に 文 部科学 省 に よ る 設置 計画 履行 状 況調 査 が 行 わ れ 、 留 意 事項 の 一つ と し て

「 医 療系 大 学 に ふ さ わ し い 施設 ・ 設備 の 設 置計 画 及び 使 用計 画 に つ い て 、 教 育 研究 に 支 障

が あ る 状 態 が つ づ い て い る こ と か ら 、 県 と 連携 し 着実 に 計画 を 実 行す る こ と 」 と 指 摘 を 受
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け 大 学運 営 会議 で 実 施 に む け て 検 討 し て い る ( 資 料 7-1) 。  

 教 室環 境 に つ い て は 、 開 学時 に は 幕 張 キ ャ ン パ ス は 旧 衛短 大 が 、 仁 戸 名 キ ャ ン パ ス に は

旧 医 技大 が 併存 し て い た た め 、 学 年進 行 で 教室 数 増 の 改 築整 備 を 進 め て き た 。 ま た 、 AV

機 器 整備 の ほ か に 、 プ ロ ジ ェ ク タ ー の 代 わ り に 教 室 の 形 状 に あ わ せ46 イ ン チ 超 の 大 型液 晶

TV を 設 置 す る な ど 順次 整 備 を 進 め て い る 。  

 大 学全 体 の 教 育研 究等 を 支 援 す る 環 境 と し て は 、 幕 張 に ① 教材 作成 室 (A0 プ リ ン タ 、

A1 プ リ ン タ 、 輪転 機 、 ま た コ ピ ー機 は 各 棟 に 設 置 ) 、 ②学 生相 談室 A ・ C が あ る 。  

 こ の ほ か に 、 医療 職養 成 の た め 、 各 学科 で 必 要 な 教 育 課程 ・ 教 育方 法 に 応 じ た 教 育研 究

環 境 を 用 意 し て い る ( 資 料 7-4)( 資 料 7-5) 。  

 看 護学 科 の 教 育研 究等 を 支 援 す る 環 境 と し て は 、 ① 看 護 実 習室 1 ・ 2 ・ 3A ・ 3B ・ 4 ・

5 、 ②準 備 室 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 、 ③ 演習 室 3 室等 が 整備 さ れ て い る 。  

 栄 養学 科 の 教 育研 究等 を 支 援 す る 環 境 と し て は 、 ① 理 化 学 実験 室 ・ 天 秤室 、 ②機 器室 、

③ 低 温室 、 ④食 品加 工室 、 ⑤実 習 食堂 、 ⑥ 給食 経 営管 理 実習 室 、 ⑦栄 養 管理 室 、 ⑧ 調理 実

習 室 、 ⑨ 飼 育室 、 ⑩ 栄養 教 育実 習 室 、 ⑪生 理学 実 験室 、 ⑫臨 床栄 養実 習 室等 が 整備 さ れ て

い る 。  

 歯 科衛 生 学科 の 教 育研 究 等 を 支 援す る 環 境 と し て は 、 ① 歯 科診 療室 ・ 歯科 臨 床実 習室 、

② 保 健指 導 室 、 ③ レ ン ト ゲ ン 室 、 ④多 目的 基礎 実 習室 、 ⑤臨 床基 礎実 習 室 、 ⑥ 視聴 覚教 室

等 が 整備 さ れ て い る 。  

 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 科 の 教 育 研究 等 を 支援 す る 環 境 と し て は 、 ① 木 工実 習 室 、 ②義 肢

装 具 室 、 ③ 運動 療法 実習 室 、 ④ 水 治療 室 、 ⑤手 工 芸実 習 室 、 ⑥物 理療 法 実習 室 、 ⑦ 日常 生

活 動 作実 習 室 、 ⑧基 礎医 学 実習 室 、 ⑨ 運動 学実 習 室等 が 整備 さ れ て い る 。  

 ま た 、 学 生 が ゼ ミ 活動 や 卒業 研 究 ・ 看護 研究 を 行 う た め の 環境 と し て 、 ① 演 習室 5 室 、

② 学 生自 習 室 2 室 、 ③ LL 教室 ・ 情報 処理 教室 2 室 、 ④ 学生 ホ ー ル 、 ⑤ 多目 的 利用 教室 1

室 ( 以 上 、 幕張 キ ャ ン パ ス ) ⑥ 情 報処 理室 ( 仁 戸 名 キ ャ ン パ ス ) が 用 意 さ れ て い る 。 こ の

う ち 、 ほ ぼ 学 内 全域 で 学 生 用 に 無 線 LAN を 用意 し 、 学 外 ア ク セ ス 可能 な 学 内 資 源 を 利用 し

た り 、 大 学 ア カ ウ ン ト メ ー ル を 使 っ た り 、 さ ら に ス マ ー ト フ ォ ン を 課 外 活動 な ど で も 利 用

可 能 に し て い る 。  

 幕 張 キ ャ ン パ ス の LL 教 室 (Windows7Pro 、 Office2010 、 60名 定員 ) 、 情 報処 理 教室 2 室

(Windows7Pro 、 Office2010 、 25 名 、 20名 定 員 ) 、 図 書館 フ ロ ア 自由 利用 PC(Windows7Pro 、

Office2010 、 7 台 ) 、 ま た 、 仁戸 名 キ ャ ン パ ス の 情 報処 理 室 (Windows7Pro 、 Office2010 、 26 名

定 員 ) 、 図 書館 フ ロ ア 自 由 利用 PC(Windows7Pro 、 Office2010 、 4 台 ) 、 さ ら に 、 ゼ ミ 用

PC(Windows7Pro 、 Office2010 、 幕張 キ ャ ン パ ス 50 台 、 予 備 2 台 、 仁戸 名 キ ャ ン パ ス 20台 、 予

備 1 台 ) に つ い て は 、 環 境 復元 ソ フ ト を 導 入 し 、 ウ イ ル ス 感 染や 学生 の 誤使 用 に 対 応す る

よ う に し て い る 。 幕 張 キ ャ ン パ ス の LL 教 室以 外 は 、 旧 衛生 短大 の 資 産 を 引 き 継 い だ も の

で 、 平成 26 年度 当初 に シ ス テ ム 一 括 更 改 を 行 っ た 。 こ れ ら の 情報 処理 端 末 は 、 学内 の

WindowsUpdate サ ー バ ー と ア ン チ ウ イ ル ス サ ー バ ー で 定 期 的 に 更新 さ れ 、 そ の 他 に 年 に 2 回

の 定 期 メ ン テ ナ ン ス も 行 っ て い る 。 統 計処 理用 の プ ロ グ ラ ム に つ い て は 、 学 内 PC すべ て

に SAS 社 の JMP Pro を 導 入 し 、 最 新版 が 利 用 で き る ほ か 、 教 員や 学生 の 私物 PC へ の イ ン

ス ト ー ル も 可能 で あ り 、 学 生へ の 便宜 を 図 っ て い る 。  

＜ 教 育支 援 体制 の 整 備＞ 
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 情 報処 理 科目 ( 情 報 リ テ ラ シ ー I 、 II 、 統計 学 ) や 情 報処 理施 設 を 利 用 す る 授業 で は 、

授 業 補助 や 個別 指導 な ど で 、 テ ィ ー チ ン グ ・ ア シ ス タ ン ト (TA) や 、 ス チ ュ ー デ ン ト ・ ア シ

ス タ ン ト (SA) が 本来 必要 で あ る が 、 本 学 で は こ う し た 制 度 が な い た め 、 テ ー マ 別 の 講習 会

を 開 催 、 授 業 で 助教 に よ る 補 助 や 、 ク ラ ス の 人 数 制限 を 行 う こ と で 対 応 し て い る 。  

 本 学 に は 、 TA 、 SA 、 リ サ ー チ ・ ア シ ス タ ン ト (RA) 、 技 官 、 情報 シ ス テ ム 室 が 制度 と

し て 整 備 さ れ て い な い た め 、 情 報 処理 施設 の 維 持 や緊 急 時 に は 、 情報 処 理科 目 担当 の 幕 張

キ ャ ン パ ス 教員 2 名 が 管 理 者 グ ル ー プ と し て 属 人 的 に 対 応 し 、 ま た 、 必 要 に 応 じ 、 仁戸 名

キ ャ ン パ ス へ も 学生 向 け の 講習 会 や卒 論指 導 を 行 っ て い る 。  

＜ 教 員 の 研 究費 ・ 研 究室 お よ び 研 究専 念時 間 の 確 保＞ 

 教 員 の 教 育研 究費 に つ い て は 、 ① 教 員一 人当 た り の 研 究費 ( 職 位 に か か わ ら ず 一 定 ) 、

② 共 同研 究 費 ( 年度 ご と に 募集 す る 学 内競 争的 資 金 ) 、 ③教 育用 需用 費 ( 消 耗 品費 ) 、 ④

教 育 用備 品 費 な ど に 分 か れ て い る 。 ① は 教 員個 人 が 意 図 す る 特定 テ ー マ の 研 究 の た め の 研

究 費 で あ り 、 1) 備品 費 (2 万 以上 ) 、 2) 需用 費 ( 消 耗 品 費 、 図 書 ・ 文献 費 用 ) 、 3) 旅 費 、 4)

賃 金 ・ 謝 金 、 5) そ の 他 ( 役 務 費 ・ 郵便 代 ・ 印刷 製 本費 ) な ど 、 千 葉県 の 定 め る 費目 ご と に

支 出 可能 で 、 開 設年 度 か ら 352 千 円 を 確 保 し て い る 。 ② は 学 内研 究 を 活 性 化 す る た め の 競

争 的 資金 で 、 年 度 ご と に 研 究計 画 書 を 審査 し 、 若 手研 究 ( 上 限 50 万 ) 、 一 般 研 究 ( 上限

300 万 ) 、 萌芽 研究 ( 上 限 300 万 ) の 区分 の も と に 研 究 内容 の 審 査順 位 に よ り 分配 し 、 研

究 成 果 を 1 年後 に 学 内 で 公 表 し ( 口 頭 発表 ) 、 質 疑応 答 後 に 大学 紀要 に 要旨 を ま と め 、 さ

ら に 外 部 へ 投稿 す る た め の も の で あ る 。 と く に 、 学外 の 競争 的資 金 を 獲 得 す る 前段 の 研 究

を 行 う た め に 学 内 に 設置 し て い る 。 ③ は 授 業 の た め に 必 要 な 消耗 品費 で あ り 、 各学 科 と 一

般 教 育 で 県 へ予 算請 求 し 決 定額 に 基づ い て 年度 ご と に 配 分 し て い る 。 ④ は 各 学 科 と 一般 教

育 で 授業 用 に 備 品 と な る も の が 必 要 な 場合 の 費 用 で あ る 。 こ の ほ か に 、 定期 的 な 摩 耗や 劣

化 に 対応 す る た め に 、 歯 科 診療 室 で は ユ ニ ッ ト 、 看護 実 習室 で は 電動 ベ ッ ド 、 栄養 学科 で

は 大 型 実 験 装置 な ど 、 教 育 内容 を 支 え る 大 型備 品 に 関 し て は 、 別 途予 算 請求 を 行 う こ と で

対 応 し て い る ( 資料 7-8) 。  

 専 任教 員 85名 ( 教 授24 名 、 准 教 授22 名 、 講師 19 名 、 助 教20 名 ) に つ い て は 、 専 任 教員 向

け に 研究 室 が 66 室 ( 幕張 52 室 、 仁 戸名 14室 ) 用 意 さ れ 、 幕張 キ ャ ン パ ス で は 教 授 ・ 准教 授

は 1 人 1 部 屋 、 講師 は 2 人 1 部 屋 、 助 教 は 数名 で の 共 同 、 仁 戸名 キ ャ ン パ ス で は 教 授 ・ 准

教 授 は 1 人 1 部 屋 、 講師 ・ 助教 は 2 人 1 部 屋 を 確 保 し て い る 。 こ の ほ か に 、 学 科 会 議室 を

整 備 し て い る ( 資料 7-5) 。  

 教 員 ご と の 授 業科 目 と そ の 時 間 数 に つ い て は 、 授 業 負 担 の 著 し い 偏 り お よ び 教員 負担 の

平 準 化 の 必 要性 を AC で も 指摘 さ れ た こ と に よ り 、 平 成 26年 度 か ら は 全 教 員 対 象 に 授業 負

担 調 査 を 行 い 、 担当 科目 の 変更 と 担当 教員 の 配 置 換 え 等 で 平 準化 を 行 っ た 。 ま た 、 平成 27

年 度 も 検 証 を 目 的 に 調査 を 実 施 し 、 前 年度 調査 と 比べ て 授 業 負担 の 平 準 化 が 進 ん で き た と

い う 結果 も 出 て い る 。 今 後 と も 、 カ リ キ ュ ラ ム の 変更 や 時間 割変 更 に 対 応す る こ と を 含 め 、

各 学 科 ・ 専 攻 に お い て 現 況 を 把 握 し 、 担当 科目 の 変更 、 担当 教員 の 配 置 換 え 等 に よ る 調 整

を 行 う 予 定 で あ る 。 研究 専 念時 間 の 確 保 は 、 授 業 負担 が 多 い 教員 に つ い て 把 握 し て い る も

の の 、 各 教 員 に 任 さ れ た 状 態 に な っ て い る が 、 時 間的 拘 束 に よ っ て 生 じ る 授 業 負担 に 関 し

て は 、 現 在 の 取 り 組 み を 進 め る こ と で 平準 化 を 進 め る と い う 、 継 続的 な 対 応 が 求 め ら れ る 。

た だ し 、 大 学運 営上 必要 な 活 動 も 研究 専念 時間 の 確保 を 難 し く し て い る 。 た と え ば 、 情 報
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管 理 者 グ ル ー プ 教員 2 名 は 開 学 以 来 、 緊急 時24 時 間対 応 の 運 用保 守会 社 か ら の 連 絡 を 受 け

る 必 要 が あ り 、 シ ス テ ム 復 旧 の た め に は 平 日以 外 の 出 勤 も 必 要 に な っ て い る 。 専 門 的技 術

を 持 つ 事 務 担当 者 の 配置 が 求 め ら れ る ( 資 料 7-9) ( 資 料 7-11) ( 資 料 7-6) 。  

 大 学 と し て の 持続 的 な 研 究 活 動 を 支 え る た め に は 、 研 究方 法 に つ い て の 学 内 検討 会や 、

新 着 ジ ャ ー ナ ル や新 着図 書 ・ 洋 書 な ど の 抄 読会 も 必要 で あ る 。 同 時 に 、 そ れ ら の 活 動 は 、

学 生 へ の 教 育内 容 に 反映 さ れ る こ と に な る 。 し か し 、 現 在 の と こ ろ 、 学 内向 け の FD( フ ァ

カ ル テ ィ ・ デ ィ ベ ロ ッ プ メ ン ト ) 活 動 は あ る が 、 そ れ 以 外 は 一部 の 学 科 で 抄 読 会や 勉強 会

を 行 っ て い る 程 度 で あ り 、 大学 全 体 と し て キ ャ ッ チ ア ッ プ し て い く 体 制 に ま で は 至 っ て い

な い 。 ま た 、 現 在 の 各学 科 カ リ キ ュ ラ ム の 中 に は 、 学 科 独自 の 研 究法 と し て の 科目 ( あ る

い は 卒 論 ゼ ミ で 用 い る 研 究 方法 論 の た め の 授業 科 目や プ レ ゼ ミ 科 目 ) は 設 定 さ れ て い な い 。

そ の た め 、 基礎 系教 育 で 扱 わ れ な か っ た よ う な 応 用 的 な 統 計 解析 や面 接 技法 、 ま た 調査 技

法 の 修得 を 卒 論 時 に 学生 に 求 め る こ と に な っ て し ま っ て い る 。  

 

(5)研 究倫 理 を 遵 守す る た め に 必 要 な 措 置 を と っ て い る か 。  

＜ 学 内規 定 の 整 備状 況 に つ い て ＞ 

 「 千葉 県 立保 健医 療大 学 研究 等 倫理 委員 会規 定 」 ( 資 料 7-12 pp.58-61) に は 、 「 …人 間 を

直 接 対象 と す る 研究 等 に お い て 、 『 ヘ ル シ ン キ 宣 言(1964年世 界医 師会 採 択 、 2000 年 世界 医

師 会 修正 ) 』、 『 臨 床研 究 に 関 す る 倫 理指 針 ( 平 成 20 年 度厚 生労 働省 告 示第 415 号 ) 』 に

基 づ き 、 ま た 動 物 を 直接 対 象 と す る 研 究等 に お い て 、 『 動物 の 愛 護及 び 管理 に 関す る 法 律

( 昭 和 48 年 10月 1 日 法律 第 105 号 ) 』、 『 実験 動 物 の 飼 育及 び保 管等 に 関す る 基準 ( 昭 和

55 年 3 月 27 日総 理府 告示 第 6 号 ) 』、 『 大 学等 に お け る 動物 実験 の 実 施 に 関 す る 基 本的 な

考 え 方 に つ い て ( 昭 和62 年 1 月 26 日学 術審 議会 学 術情 報 資料 分科 会学 術 資料 部 会 ) 』、

『 研 究機 関 等 に お け る 動 物 実験 等 の 実 施 に 関す る 基本 指 針 ( 平成 18年 6 月 1 日 文部 科学 省

告 示 第 71 号 ) 』、 『 動物 実 験 の 適 正 な 実施 に 向 け た ガ イ ド ラ イ ン ( 平 成 18年 6 月 1 日日 本

学 術 会議 策 定 ) 』 等 に 基 づ き 、 生 命 の 尊重 、 個 人 ・ 個 体 の 尊 厳 の 保持 等 倫理 的 配慮 を 図 る

こ と を 目 的 と す る 」 と 定 め ら れ て い る 。  

 ま た 、 平 成19 年 2 月15 日 文部 科 学大 臣決 定 「 研 究機 関 に お け る 公的 研 究費 の 管理 ・ 監 査

の ガ イ ド ラ イ ン 」 に 基づ き 、 研 究 費不 正使 用 の 防 止等 に 関す る 基 本方 針 と 千 葉 県立 保健 医

療 大 学 に お け る 競争 的資 金 等 の 管 理等 に 関 す る 取 扱要 領 、 お よ び 研究 者 の 行 動 規範 を 策 定

し 、 教職 員 に 周 知 を 図 る と と も に 、 教 職員 の 研 究 倫理 審 査 、 お よ び そ の 簡 略 版 卒業 研究 倫

理 審 査 を 継 続 し て 実 施 し て い る 。 ( 資 料 7-13) ( 資 料 7-14) ( 資 料7-15) 

一 方 、 研究 費 は 大 学事務 局 が 管 理 し 、 研究 者本 人 が 事 前 発注 で き な い シ ス テ ム （ 千 葉県

で は 、 発 注 時 に は 事 前 の 見 積 り が 必要 で 、 納品 後 の 事 後 処理 は 許 さ れ な い ） で あ り 、 個 人

と し て の 利 益相 反 （ 狭義 の 利益 相 反 ） に つ い て も 、 学 内 フ ァ ン ド で は 科 研 費 の 追試 や補 助

的 研 究 の 請 求 を 排す る な ど 、 県 民 の 税 金 を 使 っ て い る こ と の 責任 を 担 保 す る 仕 組み を 用 意

し て い る 。  

な お 、 「 研 究活 動 に お け る 不正 行 為へ の 対 応等 に 関す る ガ イ ド ラ イ ン （ 平成 26 年 8 月 26

日 文 部科 学 大臣 決定 ）」 が 平 成 27 年 4 月 1 日 よ り 施 行 さ れ た こ と に 伴 い 、 ガ イ ド ラ イ ン に 沿

っ て 「 研 究 費 の 不正 使用 の 防止 等 に 関 す る 規程 」、 「 研 究活 動上 の 行 動 規範 」 を 見 直 し て

き て い る が 、 不 正使 用 に よ る 懲 戒 処分 が 地 方公 務 員法 に 抵触 す る た め 、 千葉 県 庁 と の 協 議
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の 途 上 で あ る 。 あ わ せ て 、 研 究 不 正対 策拡 充 と 啓 発 の た め に 、 CITI Japan の 利 用 を 推進 し 対

応 を 強 化 す る 予 定 で あ る 。  

＜ 動 物実 験 室 と 整備 状況 等 に つ い て ＞ 

開 学 以 来 、 空気 清 浄器 と 換 気扇 、 エ ア コ ン で 室 内 の 環 境 を 整 備 し 、 明 暗 サ イ ク ル 、 耐震

装 置 の 設 置 を し た 動 物実 験 室 を 用 意 し 、 ラ ッ ト の 逃亡 な ど を さ け る た め 常 に 施 錠 し た 状 態

で 使 用 し 、 麻酔 薬 は 施錠 さ れ た 薬 品庫 の 中 に 保 管 し て い る 。 管理 規程 と 指針 に 従 っ て 、 動

物 実 験計 画 書 を 提出 し 、 動 物倫 理 審査 部会 の 承 認 を 得 て か ら 研 究 は 開 始 さ れ る 。 ま た 、 平

成 27 年 9 月 28日 ま で （ H21 年度 48 匹 、 H22 年度 33 匹 、 H23 年 度 160 匹 、 H24 年 度 215 匹 、

H25 年度 176 匹 、 H26 年 度 170 匹 、 平 成 27 年度 139 匹 ）、 常 時 2 名 の 教 員 が 利 用 し て お り 、

こ の 研究 成 果 は 3 名 の 学 内 教員 に よ っ て 論 文 掲 載 5 報 、 学内 紀要 1 報 、 学会 発 表15 件 、 学

内 共 同研 究 発表 5 件 と な っ て い る 。  

 な お 、 遺 伝子 組換 え DNA 実 験 を 行 う こ と の で き る 施 設 は 備 え て い な い た め 、 千葉 県立 保

健 医 療大 学 研究 等倫 理委 員 会規 程 に 定 め ら れ て お ら ず 、 今 後 と も 遺伝 子 組み 換 え 動 物 を 使

用 す る 実 験 の 実 施予 定 は な く 、 対 応す る 施 設 の 設 置 は 行 わ な い （ ラ ッ ト の み 扱 っ て お り 、

遺 伝 子組 み 換 え の 動 物 は 使 用 し て い な い ）。 組 換 え DNA 実 験 の た め の 研 究環 境 を 整 備す る

こ と は 今 後 と も 検討 し て い な い 。 ( 資 料 7-16) ( 資 料7-17) 

＜ 学 内審 査 機関 の 設 置 ・ 運 営 に つ い て ＞ 

 委 員会 は 、 開 学当 初 、 ① 学部 長 、 ② 各学 科教 員 ( 教 授 ) 、 ③市 民代 表 、 ④ 学 外学 識経 験

者 5 名 で 、 構成 さ れ 、 1 号 2 号 委 員 は 6 名 、 3 号 委員 と し て 事務 局長 を あ て 、 4 号 委員 は

毎 回 交代 で 2 名 の 出 席 を 得 た 。 平 成22 年 か ら は 「 動 物 実 験研 究倫 理審 査 部会 」 を 設 け 、 ①

部 会 長 ( 学 部長 ) 、 ②研 究 対象 と し て 動物 を 扱 っ て き た 研 究 者 ( 教授 ・ 准教 授 ・ 講 師 ・ 助

教 ) で 対 応 し て き た 。  

 こ れ ま で 、 研 究等 倫理 委 員会 は 、 年 10回 の 事 前 予告 し た 日 程 で 、 倫 理 審査 申 請書 の 審 査

を 行 う 体 制 で 臨 ん で お り 、 平成 21 年度 は 審 査件 数 61件 で あ り 、 合 議形 式 審査 と さ ら な る 再

審 査 な ど の 負担 軽減 の た め 次年 度 か ら は 1 号 2 号 委員 合 計 9 名 ( 教員 ) と 3 名 の 増 員 を 図

っ た 。 平 成 22年 度 の 倫理 審 査件 数 は 44 件 、 動物 実 験等 計 画審 査 は 5 件 で あ っ た 。 平 成 23 年

度 の 心理 審 査件 数 は 56件 、 動物 実 験等 計画 審査 は 1 件 で あ っ た 。 平成 24 年度 は 、 倫 理審 査

件 数 は 67 件 、 動 物実 験等 計 画審 査 は 5 件 で あ っ た 。 平 成 25年 度 は 、 倫 理 審査 件 数 は 39件 、

動 物 実験 等 計画 審査 は 4 件 と な っ て い る 。 ま た 、 平成 25 年度 に は 「 デ ー タ 収 集 と 管 理 に 関

す る 研究 等 倫理 委員 会 の 指 針 」 に 着手 し 、 年度 ご と に 個 人情 報保 護法 の 法整 備 に 合 わ せ た

改 訂 を 行 い 、 そ の も と で の 適切 な 運 用 を 行 っ て い る ( 資 料 7-18pp.37-38) ( 資料 7-19pp.27-28) 

( 資 料 7-20p.29) ( 資 料 7-21pp.31-32) ( 資 料 7-22pp.37-38) ( 資 料7-23) 。  

 

2 ． 点検 ・ 評価 

● 基 準 7 の 充足 状況 

千 葉 県 立保 健医 療 大学 と し て の 、 教育 研究 環境 に 対す る 明確 な 整 備指 針 は ま だ 定 ま っ て

い な い 。 東 日本 大震 災 の 影 響 を 考 慮 し た と し て も 、 2 キ ャ ン パ ス に お け る 問 題 点 を 解決 す

る た め の 具 体的 取 り 組み も こ れ か ら で あ り 、 整 備 に 関 す る 方 針 は 満 た さ れ て い な い 。 ま た 、

整 備 指針 が な い た め に 、 老 朽化 し た 施 設 ・ 設備 の 更新 の 方針 お よ び喫 緊 の 課 題 で あ る 耐 震

化 対 策 な ど 、 こ れ か ら 策 定 す る 状 況 で あ る 。 さ ら に 、 開 学時 の 大 学施 設 設備 面 で の 構想 が 、
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併 存 す る 旧 衛生 短大 ・ 旧 医 技大 閉 学時 点 ま で の も の で 、 大学 単独 の 運 用 時 に 間 に 合 う だ け

の 学 年進 行 に よ る 整 備 と な っ て い た 。 し か し 、 グ ラ ン ド デ ザ イ ン を 構 想 し た 開 学準 備室 は

開 学 後 に 解 散 し て お り 、 整 備計 画 指針 自体 も 失 わ れ た 状 態 ( 単年 度予 算 申請 の 制約 か ら 、

複 数 年整 備 は そ も そ も 行 え な い 状 態 ) で あ り 、 さ ら に 県 の 出 先機 関 と し て の 人 事異 動 も 重

な っ た た め 、 課 題 が 見つ か る た び に 対 応す る 状 況 が 続 い た 。 本稿 も 、 担 当 セ ク シ ョ ン に よ

る 検 証 を 本 来図 る べ き で あ っ た 。 し か し 、 開学 時 の 学 内 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム 整 備 の た め

に 全 シ ス テ ム に 精通 し 、 旧 衛生 短 大 ・ 旧医 技大 の シ ス テ ム 及 び現 地 の 状 況 と 、 2 キ ャ ン パ

ス の 現地 視 察 を 繰 り 返 し て 設 備 面 の 課 題 を 担当 し て い た シ ス テ ム 管理 者 が 検 討 す る こ と に

な っ て し ま っ た 。  

 図 書館 学 術情 報 サ ー ビ ス は 、 導 入 し た 図 書館 シ ス テ ム を 活 か す た め に は 、 利 用者 の 声 を

反 映 し た よ り 良 い 利 用環 境 を 用 意 す る 必要 が あ る 。 し か し 、 2 キ ャ ン パ ス で あ り 、 そ れ ぞ

れ の 図書 館 を 整 備す る 必 要 が あ る こ と を 含 め 、 整 備指 針 が な け れ ば中 ・ 長期 的 な 運 営計 画

策 定 が 難 し い 。 た と え ば 、 急激 な 円 安 の 影 響 を 受 け た 電 子 ジ ャ ー ナ ル の 継続 ・ 打 ち 切 り 問

題 な ど も 喫 緊 の 課題 と な る 。 ま た 、 教 育研 究 の 整 備方 針 が で き て い な い と い う 制約 も あ わ

せ て 、 教 員 の 研 究専 念時 間 の 確 保 に つ い て は 、 今 後 と も 見直 し を 続 け る 必要 が あ る 。 個 別

の 評 価 と し て は 自 己 点検 の 体制 は お お むね 用意 で き て い る 。  

研 究 倫 理 を 順守 す る こ と は 患 者 の 個人 情報 を 扱 う 教育 研 究 が 多 く な る 大 学 の 性 格 を 踏 ま

え た 対 応 を と っ て い る こ と よ り 、 自己 点検 の 体 制 は 整 い つつ あ る 。  

以 上 の 状 況 に 対 し て 、 現 在 の 点 検 ・ 評 価 を 行 う 。  

① 効 果 が 上 が っ て い る 事 項 

 本 学 の 校 地面 積 、 校舎 面 積 と も 大学 設置 基準 相 当 と な っ て い る 。 大 学 完成 年 を 迎 え 、 授

業 数 の 増 加 に と も な い 、 各 講義 室 ・ 実 験室 の 利 用 頻度 も 増加 し 、 概ね 全 施設 が 教育 、 研 究 、

学 生 課外 活 動等 に 有 効 に 活 用 さ れ て い る ( 資料 7-4)( 資 料 7-5)( 資料7-24) 。  

 学 生 が 利 用可 能 な 情報 機 器及 び 情報 サ ー ビ ス に つ い て は 、 年 々 充実 し て い る ( 資 料 8-14  

図 書 館 の 活 動 ) 。 使 用可 能 時間 は 司 書 勤務 時間 帯 と い う 制限 は あ る も の の 、 図 書館 フ ロ ア

自 由 利用 PC が ほ ぼ 毎日 の よ う に フ ル 稼働 と な っ て お り 、 さ ら に 、 授 業 外 の 開 放 を 行 っ て

い る 、 LL 教室 ・ 情 報処 理 教室 ・ 情報 処理 室 で も 、 レ ポ ー ト 作成 や自 主 学習 に 多 く の 学 生

が 利 用 し て い る 。  

 ま た 、 学 生 の 情報 リ テ ラ シ ー 向 上 を 受 け 、 平 成 23年 度 か ら は 履 修 登 録 を 学 生 個々 で 行 う

WEB 履修 シ ス テ ム 、 成績 登 録 を 教 員個 々 が 入力 す る WEB 成績 登録 シ ス テ ム を 導 入 し 、 さ ら

に 、 平成 25 年度 か ら は 学 生 が 個 人 の 成 績 を WEB 上 で 確認 す る WEB 学 生 カ ル テ シ ス テ ム も 導

入 し 、 シ ス テ ム 利用 が 日 常 的 な も の と な っ て い る ( 資 料 8-14  平 成25 年 度 ネ ッ ト ワ ー ク 委

員 会 活動 の 概略 、 平 成25 年 度教 務 委員 会活 動 の 概 略 ) 。  

 ② 改善 す べ き 事項 

 本 学 の 情 報 シ ス テ ム は 、 基 幹 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム ( メ ー ル ・ フ ァ イ ル サ ー バ ー ) 、 教

務 シ ス テ ム 、 図 書館 シ ス テ ム の 3 シ ス テ ム が 入 札 の 影 響 か ら 異 な る 時 期 に 異 な る 業 者 か ら

導 入 さ れ 、 そ れ ぞ れ 異 な る ID と パ ス ワ ー ド で し か 使 え な い 状 態 で あ っ た た め 、 3 つ の シ ス

テ ム を 1ID で 利 用可 能 に す る 連 携 シ ス テ ム を 平 成 22年 度 に 導 入 し 、 教 育 研究 の 利便 を 図 っ

た 。 し か し 、 導 入時 期 が 異 な る シ ス テ ム が そ れ ぞ れ 老朽 化 し て 、 業務 シ ス テ ム と し て 不 具

合 が 幾度 と な く 発生 し た 。 こ れ に 対 し 、 平 成25 年 度 か ら の 全 シ ス テ ム 更 改 を 目 指 し た 予 算
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申 請 は 不 調 に 終 わ り 、 不 調 箇所 が 増 え た に も か か わ ら ず リ ー ス 延 長 を 余 儀 な く さ れ た 。 平

成 26 年度 か ら の 新 シ ス テ ム で は 、 セ キ ュ リ テ ィ 対 策 の 強 化 と ネ ッ ト ワ ー ク 接 続 環境 の 整 備

を 進 め 、 よ り 一 層 の 利便 性 や安 全 性及 び効 率性 の 向上 を 図 る た め 、 シ ス テ ム 全 体 の 一貫 性

を 増 し て い る 。 し か し 、 適 切 な 予 算投 入 が で き な か っ た と い う 事 象 を 引 き 起 こ し た こ と は 、

学 生 の 学 修 、 教 員 の 教育 研 究 の 環 境整 備 に 関 わ る 方針 を 、 全 学共 通 の 理 念 と し て 位 置付 け

る こ と 、 さ ら に 、 そ の 具 体 的行 動 指針 を 千 葉県 と 全教 職 員 で 共有 で き て い な か っ た こ と で

も あ る 。 今 後 と も 一 層 の 共 通理 解 と 現 状認 識 と 、 学生 一 人一 人 の 問題 が 全学 の 問題 で あ る

と い う 意 識 の 改 革 が 求 め ら れ る 。  

 一 方 で 、 県庁 内 ホ ー ム ペ ー ジ に 間借 り し 、 本 学 独自 ド メ イ ン の ホ ー ム ペー ジ が な い こ と

に よ り 、 英 語 で も 日本語 で も 教 育 研究 情報 の 情 報 発信 が 十分 で な い 。 さ ら に 、 学内 ポ ー タ

ル も 用意 さ れ て い な い た め に 、 学 生へ の 十 分 な 情 報 提 供 が で き て い な い こ と よ り 、 学生 の

6 割 が 不 満 と 回 答 し て い る ( 資 料 7-6) 。 ま た 、 大 規模 災 害発 生時 の 緊 急 連絡 網 や学 生 の 安

否 確 認 シ ス テ ム に つ い て は 、 喫 緊 の 課 題 と し て 整 備 が 必 要 に な っ て い る 。 こ う し た 問題 は 、

AC で も 指 摘 さ れ て い る と こ ろ で あ る が 、 実現 に 向 け て よ り 一 層 の 業 務 分析 に よ る 業務 の

最 適 化 と 予 算獲 得 の た め の 方策 を 講 じ る 必 要 が あ る 。  

 学 生 の 学 習環 境 を 整備 す る た め に は 、 図 書館 の 利用 時 間延 長 、 休祭 日 で の 利 用 な ど 、 さ

ら に 、 授 業 時間 外 の 図書 館 開放 時 安全 対策 な ど さ ま ざ ま な 方 策 が 必要 と な る 。 無人 貸出 し

機 の 実現 な ど 、 学生 の 利 用 が 進 め ば進 む ほ ど 、 そ れ だ け あ て に さ れ る 教 育環 境 を 提 供す る

必 要 が あ る 。  

 本 学 は 2 キ ャ ン パ ス 構 成 と な っ て お り 、 幕張 ・ 仁戸 名 キ ャ ン パ ス 間 は 移 動 に 1 時 間程 度

か か る 。 そ の た め 、 開学 以 来 キ ャ ン パ ス 統 合 を 要 請 し て き た が 、 い ま だ に 計 画 立案 さ え 実

現 で き て い な い 。 幕 張 ・ 仁 戸名 両 図書 館 の 蔵書 総 数 が す で に 幕張 図書 館 の キ ャ パ シ テ ィ を

超 え て し ま っ て い る こ と に 代表 さ れ る 、 具 体的 な キ ャ ン パ ス 統合 問題 の ほ か 、 大 学 院設 置

の 調 査費 は つ い た も の の そ の 後 の 進展 が な い た め 、 今 後 と も 実現 に 向 け て 、 可 能 な 限 り 速

や か な 予 算 措 置 を 要 請 し て い く こ と が 必要 で あ る 。  

 

3 ． 将来 に む け た 発 展方 策 

教 育 研 究等 環境 整 備 の 方 針 が 定 ま っ て い な い た め に 、 個 別事 例へ 事後 的 に 対 応 す る こ と

に な り が ち で あ る 。 改善 点 を 検 討 し つ つ 、 予算 の 範囲 内 で 以 下 の よ う な 対 応 状 況 と な っ て

い る 。  

① 効 果 が 上 が っ て い る 事 項 

本 学 に お い て 教 育 研究等 を 支 援 す る 環 境や 条件 は 、 な お 十 分 で は な い が 、 で き る 範 囲 で

整 備 を 続 け て い る 。  

ま た 、 自己 点検 評 価活動 を 根 付 か せ る た め 、 教 育 研究 等 環境 を 検 証す る 体制 と し て 、 自

己 点 検 ・ 評 価委 員会 の も と に 自 己 点検 評価 実施 推 進部 会 を 新 た に 設置 し 、 教 育 研究 等環 境

に 関 す る 学 生 、 教員 を 対 象 と す る 調査 を 実 施 し 、 持続 的 な 改 善 を す る た め の 体 制 を 整備 し

た 。 ( 資 料7-25) 

② 改 善す べ き 事 項 

学 生 へ の 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 環境 の 提供 が 図 書館 利 用頻 度 増加 を も た ら し て い る た め 、 今

後 と も 学 習 環境 へ十 分 な 整 備 を 行 う 必 要 が あ る 。 し か し 、 ハ ー ド 面 で の 整備 ( シ ス テ ム 導
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入 ) だ け で は 、 今後 の 教 育 体制 を 維 持 で き な い 。 た と え ば 、 独自 ド メ イ ン の ホ ー ム ペー ジ

を 持 つ と い う こ と は 、 大 学 発信 情 報 の 維持 管理 を 誰 か が や る こ と に な り 、 そ の 事 務 量や 責

任 の 所在 の 裏付 け が な け れ ば 、 更 新 も で き ず作 っ た だ け に 終 わ る 。 本 学 に は 広 報委 員会

( 渉 外 担 当 部門 ) や 知財 管 理部 門 が な い た め 、 情 報発 信 の 最 終責 任 ( 校 正 責 任 ) が 取 れ な

い 状 態 だ か ら で あ る 。 同 時 に 、 AC が 指摘 す る よ う な 独 自 ド メ イ ン の ホ ー ム ペ ー ジ 開設 ・

維 持 管理 で は 、 昨今 の サ イ バ ー セ キ ュ リ テ ィ 対 策 を 考 え て も 、 十 分 に 頑 健 な セ キ ュ リ テ ィ

を 確 保 す る こ と が 予 算面 で 極 め て 困 難 な 課 題 と な っ て し ま う 。 そ の た め 頑健 な 県 庁 ホ ー ム

ペ ー ジ シ ス テ ム 内 に 大学 ホ ー ム ペ ー ジ を 置 か ね ば な ら な い と し て も 、 ハ ー ド を 補 う 業務 面

で の サ ポ ー ト な ど を 計画 的 に 整 備 し 、 産学 連携 へ の 要 請 と も あ わ せ て 、 今 後 と も 情 報発 信

の 充 実 に 努 め ね ば な ら な い こ と に つ い て か わ り は 無 い 。 ま た 、 授 業担 当 者 に よ る シ ラ バ ス

に つ い て は 、 授 業 を 構成 す る 行 動 目標 の 理 解 に 教 職員 間 の 格 差 が あ る た め 、 学 生 か ら 見 る

と 記 述 も 統 一 さ れ て お ら ず 、 自 分 が 履 修す る 科 目 が 一 貫 し た 教育 体制 で あ る と 確信 を 持 て

る だ け の 水 準 が 維持 さ れ て い な い た め 、 教 務 シ ス テ ム の 電 子 化時 に シ ラ バ ス 公 開 シ ス テ ム

が 導 入 で き な か っ た ( 紙 の シ ラ バ ス 原 稿 を そ の ま ま 電 子 化 で き な か っ た ) 。 開 学 後 AC で

も 指 摘 さ れ て い る 内 容 は 、 予 算 だ け の 問題 で は な く 、 本 質的 に は 教職 員 全体 が 教育 研究 体

制 全 体 を 理 解 し 共有 す る こ と で あ る 。 そ し て 、 FD 委 員 会 が 中心 と な り 、 FD や SD( ス タ

ッ フ ・ デ ィ ベ ロ ッ プ メ ン ト ) な ど 地 道 な 基 本的 啓 発活 動 を 通 し て 、 全 学 的 な 体 制 を 作 る 必

要 が あ る 。  

 

4 ． 根拠 資 料 

7-1  留意 事項 実 施状況 報 告書 

 7-2  H24 情 報政策 課 IT ヒ ア リ ン グ 結 果 に つ い て 

 7-3  H25 情 報政策 課 IT ヒ ア リ ン グ 結 果 に つ い て 

 7-4  千葉 県 立保健 医 療大 学 設置 認可 申請 書 ( 抜 粋 )  

 7-5  平 成 26年 度学生 ハ ン ド ブ ッ ク ( 既 出資 料 1-7)  

7-6  千葉 県立 保 健医療 大 学学 生 支援 体制 等 に 対 す る 評 価  ( 既出 資料4-(1)-8) 

 7-7  千葉 県 県土整 備 部施 設 改修 課 「 県有 建 築物 の 耐震 化状 況 【 平 成 26 年 4 月 1 日 現在 】

pp.1-2. , p.15  

 7-8  千葉 県 立保健 医 療大 学 紀要  5(1) pp.89-111 共 同研 究 発表 会 抄録 

7-9  「 教育 の た め の 拘 束 時間 」 算定 基準 ( 既 出 資料 3-6)  

 7-10  「 図書 館 の ガ イ ダ ン ス 等 一覧 平成 24-26 年度 」  

 7-11  「 平成 27年 度第 6 回 （ NO.108 ） 教 授会 資 料 10 」  

 7-12  千葉 県 立保健 医 療大 学 倫理 委員 会規 程 

 7-13  「 平 成 19年 、 23 年研 究 不正 防止 計画 」  

 7-14  「 平 成19 年 、 23 年 研究 活 動上 の 行 動規 範 」  

 7-15  「 千 葉県 立保健 医 療大 学 卒業 研究 倫理 審 査規 程 」  

 7-16  「 千 葉県 立保健 医 療大 学 動物 実験 等 に 関 す る 管 理規 定 」  

 7-17  「 千 葉県 立保健 医 療大 学 動物 実験 等 に 関 す る 指 針 」  

 7-18  平成 21 年度  千 葉県 立 保健 医療 大学 教 育研 究 年報 

 7-19  平成 22 年度  千 葉県 立 保健 医療 大学 教 育研 究 年報 
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 7-20  平成 23 年度  千 葉県 立 保健 医療 大学 教 育研 究 年報 

 7-21  平成 24 年度  千 葉県 立 保健 医療 大学 教 育研 究 年報 

 7-22  平成 25 年度  千 葉県 立 保健 医療 大学 教 育研 究 年報 

 7-23  デー タ 収 集 と 管 理 に 関 す る 研究 等倫 理 委員 会 の 指 針 

 7-24  平 成25 年度 時間 割 

 7-25  「 平 成 ２ ７ 年度 第 4 回 大 学運 営会 議 （ 自 己点 検 ・ 評 価実 施推 進 部会 規 程）」 
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第 八 章  社 会連 携 ・ 社会 貢 献 

 

1 ． 現状 の 説明 

(1)社 会 と の 連携 や協 力 に 関 す る 方 針 を 定 め て い る か 。  

本 学 は 、 千葉 県 の 健康 づ く り 政 策 の シ ン ク タ ン ク 機 能 と し て の 役割 を 有 し 、 保健 医療 の

政 策 課題 に 対 し て 、 大学 の 最先 端 の 知 識や 技術 を 活 用 し 、 行 政や 県内 関 係機 関 と 共 同 し て

実 践 的研 究 を 行 い 、 そ の 成 果 を 地 域 に 還元 し 、 千 葉県 の 健康 づ く り 政 策 ( 資 料 8-1) に 貢 献

す る こ と を 掲 げ て お り 、 こ れ が 現 在 の 産 ・ 学 ・ 官 等 と の 連携 の 方 針 と な っ て い る ( 資 料

8-2) 。 さ ら に 、 地域 社会 ・ 国際 社 会 と の 連 携 ・ 協 力 の 基 本方 針 と し て 、 本 学 の 設立 目的 に

お い て 「 保 健医 療 に 関 わ る 優 れ た 専門 的知 識及 び 技術 を 教 授 研究 し 、 高 い 倫 理 観 と 豊 か な

人 間 性 を 備 え 、 地域 社会 に 貢献 し 、 保 健医 療 の 国 際化 に 対応 で き る 人 材 を 育 成 す る と と も

に 、 研究 成 果 を 地域 に 還 元 す る こ と に よ り 、 県 民 の 保 健 医療 の 向 上 に 寄 与す る 」 こ と を 掲

示 し て い る ( 資 料 8-3) 。 こ れ ら の 方針 を 具 現化 す る に あ た り 、 本 学 で は 社会 か ら の 信 頼 を

高 め 、 産 学 官連 携 を 適正 か つ 円 滑 に 推 進 で き る 環 境 を 整 備す る こ と を 目 的 と し て 、 産学 官

連 携 活動 に と も な う 利益 相 反 ポ リ シ ー を 定 め て い る ( 資 料 8-4 p.136) 。  

ま た 、 大 学 を 地 域 に お け る 健 康 づ く り な ど の 保 健医 療 に 係 る 生 涯学 習 の 拠 点 と し て 位 置

付 け 、 多 様 な 知 的資 源 を 地 域 に 還 元す る 仕 組み を つ く り 、 公 開講 座や シ ン ポ ジ ウ ム の 開 催

等 を 通 じ て 、 地 域 に お け る 健康 づ く り に 係 る 県 民 意識 の 醸成 に 貢 献す る こ と を 掲 げ て い る

( 資 料 8-2 p.4)( 資料 8-5) 。 本 学 は 社会 貢 献活 動 を 推 進 す る た め 、 社 会 貢献 委 員会 を 設 置 し 、

① 公 開講 座 の 企 画お よ び 運 営 、 ② 教授 会 が 付託 し た 事 項 、 ③ そ の 他社 会 貢献 活 動 に 関す る

事 項 等 に つ い て 協議 し 、 公 開講 座 等 の 社会 貢献 活 動 に 寄 与 し て い る ( 資 料 8-6 p.30) 。  

社 会 貢 献 に つ い て は 教 員 を 対 象 と し た 「 内 部質 保 証 の た め の 教員 ア ン ケ ー ト 」 を 実 施 し

「 本 学 が 地 域社 会 に 対 し て 十 分 な 貢 献 ・ 活 動 を 行 っ て い る か 」 な ど 地 域 社会 へ の 貢 献 ・ 活

動 の 評価 を 行 っ て い る ( 資 料8-17) 。 ま た 、 公開 講 座 は 参 加人 数 な ど に よ り 検 証 を お こ な っ

て い る ( 資 料8-10) 。  

社 会 貢 献委 員会 な ど で 実 施 方法 に つ い て 検 討 し ( 資 料 8-19  社会 貢献 委 員会  活動 の 概

要 ) 、 そ の 評 価 と し て 総 務 ・ 企 画 委員 会 の 「 内 部 質保 証 の た め の 教員 ア ン ケ ー ト 」 で 検 討

し て い る ( 資 料8-17) 。  

  

(2)教 育研 究 の 成 果 を 適 切 に 社 会 に 還 元 し て い る か 。  

＜ 公 開講 座 ＞ 

本 学 の 公 開講 座 の 目的 は 、 地 域 に お け る 健康 づ く り な ど の 保健 医療 に か か わ る 生 涯学 習

の 拠 点 と し て 位 置付 け 、 健 康づ く り に か か わ る 県 民意 識 の 醸 成 に 貢献 す る こ と で あ る 。 公

開 講 座 の 企 画及 び運 営 は 、 社 会 貢 献委 員会 で テ ー マ 、 開 催時 期 、 回数 な ど を 決 定 し て い る 。

一 般 県民 向 け の 公開 講座 で は 、 テ ー マ に 応 じ て 本 学 教 員 各自 の 専 門領 域 に 関 す る 教 育研 究

成 果 を 還 元 し て い る 。 公 開 講座 の 広報 は 、 案内 チ ラ シ ・ ポ ス タ ー を 本 学 で 作 成 す る ほ か 、

県 の 広報 誌 や大 学 の ホ ー ム ペー ジ に 掲 載 し て い る 。 例 年 の 公 開講 座 の 開 催時 期 は 10 月 で 、

開 催 回数 は 2 回 で あ る ( 資 料 8-2 p.4)( 資料 8-5) 。 ま た 、 平成 22 年度 か ら は 公 開 講 座 担 当講

師 に よ る 地 域 ( 自治 会 、 子 供会 、 敬老 会 、 婦人 会 等 ) へ の 出 前講 座 を 企 画 し 、 平成 24年 度

は 2 件 の 実 績 が あ っ た 。  
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こ れ ま で の 公 開 講座 の テ ー マ は 保 健 医療 に 関 す る 事 項 で 、 開催 場所 は 大 学 (7 回開 催 ) だ

け に と ど ま ら ず 千葉 県下 に 出前 講 座 (3 回開 催 ) 、 参 加 人 数述 べ 742 名 、 毎回 平 均74 名程 度

参 加 者 が あ る ( 資料 8-6 p.39)( 資料 8-7 p.28)( 資料 8-8 p.30)( 資料 8-9 p.32)( 資 料8-10) 。  

 

＜ 千 葉県 健 康福 祉部 と の 連 携協 力 ＞ 

平 成  21 年度 か ら 千 葉 県 健康 福 祉部 と の 定期 的 な 意 見 交換 会 を 開催 し 、 情 報 交換 や健 康

関 連 課題 に つ い て 議 論 の 場 を 持 ち 、 県 行政 把握 に 努 め て い る 。 こ の 意 見 交換 会 は 、 大学 に

お け る 研 究 テ ー マ ・ 成果 と 千葉 県 健康 福祉 部 (10 課 ) が 抱 え る 課 題 の 共 通項 を 探 り 、 問 題

解 決 に あ た る こ と が 目的 で あ り 、 本学 と 自 治体 の 間 を つ な ぐ 重要 な パ イ プ と な っ て い る

( 資 料 8-7 p.34)( 資料 8-8 p.34) 。  

こ れ ま で の 意 見 交換会 の テ ー マ 、 開 催場 所 、 参 加人 数 の 実 績 を 以下 に 示す 。  

 

表 8-1  千 葉県 健康 福祉 部 と の 意 見交 換会 の 状 況 

 テ ー マ 開 催 日 

第 1 回 各 学 科 の 活 動状 況 平 成 22 年 7 月  7 日 

第 2 回 健 康 福祉 部 各課 か ら の 提 案 及び 意 見交 換 平 成 22 年 8 月 10 日 

第 3 回 千 葉 県 に お け る 看護 職需 給 の 長 期 見通 し と 対策 平 成 23 年 7 月 11 日 

第 4 回 在 宅 医療 ( 訪 問 看護 を 含 む )  平 成 24 年 1 月 23 日 

第 5 回 『 保 健医 療 の 中 長期 展望 』  

～ 診 療報 酬 ・ 介 護報 酬改 訂 を 踏 ま え て ～ 

平 成 24 年 7 月 23 日 

第 6 回 千 葉 県及 び 保健 医療 大学 の 国際 化 globalization に つ い

て 

平 成 25 年 3 月 19 日 

第 7 回 千 葉 県 の が ん 対 策 に つ い て 平 成 25 年 7 月  8 日 

第 8 回 千 葉 県 に お け る 「 保 健医 療 人材 の 確保 」  平 成 26 年 3 月 17 日 

( 資 料 8-11 p.113)( 資 料 8-12 p.87)  

 

＜ 学 内共 同 研究 に よ る 学 外 組織 と の 連 携協 力＞ 

本 学 は 、 教員 の 研究活 動 の 推 進 と 支 援 の た め に 学術 推 進企 画委 員会 を 設 置 し 、 外 部講 師

を 招 聘 し て 、 科 学研 究費 応 募 を 推 奨す る た め の 研 修会 や 保健 医療 に か か わ る テ ー マ に つ い

て イ ブ ニ ン グ セ ミ ナ ー開 催 し て い る 。 ま た 、 学 内 共同 研 究事 業 で は 、 競 争的 研 究費 を 交 付

し 、 他大 学 教員 間 の 研究 交 流 の 促 進 を は か っ て い る ( 資 料 8-6 p.34)( 資 料 8-7 p.24)( 資 料 8-8 

p.25)( 資 料 8-9 p.28) 。  

＜ 教 員派 遣 ＞ 

平 成 21年 4 月 の 開学以 来 、 本 学 教員 の 専 門性 を 活 か し 、 公 開講 座 の 開 催 の ほ か 、 国 ･ 県

お よ び 市 町 村 の 各種 審議 会 の 委 員 や講 演会 の 講 師 と し て 教 員 を 派 遣す る な ど 、 保健 ･ 医

療 ･ 福祉 の 分野 を 中 心 に 地 域貢 献 を 果 た し て き た 。  

本 学 の 各 学科 専 攻 に お け る 特 色 あ る 地域 貢献 を み る と 、 看 護学 科 で は 、 千 葉 県看 護協 会

主 催 の 看 護 教員 養成 講習 会 、 臨 床 指導 者講 習会 の 講師 と し て 毎年 ま た は 隔 年 で 多 く の 教 員

を 派 遣 し て い る 。 他 に は 認 定 看 護 師講 習会 の 講 師 、 千 葉 県多 数傷 病者 発 生合 同 災害 訓練 へ
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の 協 力 、 中 国帰 国者 体力 測 定 に お け る 通訳 と 体 力 測定 援 助 、 乳 が ん 患 者 サ ポ ー ト グ ル ー プ

運 営 メ ン バ ー活 動 、 県内 の 退院 調 整看 護師 ・ ケ ア マ ネ ー ジ ャ ー を 対 象 と し た 講 座 の 主催 、

東 日 本大 震 災支 援 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 で あ る 「 き ぼ う と き ず な 」 プ ロ ジ ェ ク ト へ の 参 加 、 ま

た 、 千葉 県 内病 院 の 看護 研 究指 導 を 多 く の 教員 が 担当 し て い る 。  

栄 養 学科 で は 、 千葉県 の 地域 活 動 ( 研修 会 の 講 師 、 食 育活 動 、 食育 ・ 医療 の シ ン ポ ジ ウ

ム ) 、 千 葉 県以 外 の 地域 活 動 ( 研 修会 、 食 文化 伝 承活 動 ) 、 地域 へ の 保 健医 療 活動 ( 市 民

公 開 講座 、 食育 ・ 医 療 の シ ン ポ ジ ュ ウ ム ) を 実 施 す る と と も に 、 委員 ( 審 議 会 、 委 員会 、

発 表 審査 、 資格 及び 採用 試 験 の 問 題作 成 ) 、 職 能 団体 委 員 ( 医師 会 、 日 本栄 養 士会 、 千 葉

県 栄 養士 会 な ど ) 、 公開 講 座 ・ 講 演会 の 講 師 を 派 遣 し て き た 。  

歯 科 衛生 学科 で は 、 職 能 団体 ( 日 本 歯科 衛生 士 会 ・ 千 葉市 歯科 医師 会 ・ 千 葉 県歯 科衛 生

士 会 な ど ) 、 全 国歯 科衛 生 士教 育 協議 会 、 歯科 専 門学 会 の 役 員 ・ 委員 と し て 各 種事 業へ の

企 画 ・ 運 営 に 協 力 し て い る 。 ま た 、 全 国歯 科衛 生 士教 員 対象 の 講 習会 、 未就 業 歯科 衛生 士

リ カ バ リ ー コ ー ス 等 の 講 師 を 派 遣 し て き た 。 地 域 保健 活 動 と し て 、 病 院 等施 設 や地 域住 民

を 対 象 に 、 口腔 の ケ ア や 災 害時 で の 口 腔 の ケ ア 、 高齢 者 の 口 腔機 能向 上 な ど に つ い て の 講

演 会 の 講 師 と し て 協 力 し て い る 。  

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 科 理学 療 法学 専攻 で は 、 千 葉 県 理学 療法 士会 の 副会 長 (1 名 ) ・ 理

事 (2 名 ) 、 同会 の 学 術誌 編 集委 員 長 ・ 編集 委員 ・ 査読 委 員 を 務 め 、 同 組 織研 修 会会 場 と し

て 本 学 施 設 を 提 供 し 、 講 師 も 派 遣 し て い る 。 ま た 、 千 葉 県生 涯大 学校 ・ 千葉 市 社会 福祉 協

議 会 主催 の 講演 会講 師 も 務 め た 。 財団 法人 労災 サ ポ ー ト セ ン タ ー ( 千 葉 労災 特 別介 護施

設 ) の 苦 情 解決 委員 会第 三 者委 員 に も 就任 し て い る 。  

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 科 作業 療 法学 専攻 で は 、 作 業 療 法学 専攻 の 公 開 講座 と し て 、 作 業

療 法 学専 攻 の 教 員 が 各専 門 の 作 業 療法 に つ い て セ ミ ナ ー を 行 い 、 平成 21 年 に 総 計 100 名 、

平 成 22年 に 総計 136 名 の 受 講 が あ っ た 。 平 成22 年 度 は 、 専攻 長 が 第12 回 千葉 県 作業 療法 士

学 会 の 学 会 長 と し て 学会 運 営 と 講 演 な ど を 実施 し た 。 ま た 、 東日 本大 震 災 の ボ ラ ン テ ィ ア

と し て 教 員 が 参 加 し た 。 さ ら に JICA を 通 じ た 公 益 財団 法 人国 際看 護交 流 会 と し て ベ ト ナ ム

の 医 療職 員 へ の 作業 療法 の 講義 な ど の 活動 が み ら れ た 。  

平 成 21年 度 か ら 平 成 24 年 度 ま で の 国 ・ 地方公 共 団体 の 審議 会 ・ 委員 会 へ の 委 員 、 関係 諸

団 体 の 委 員 ・ 役 員等 ( 学 会 ・ 学 術 研究 団体 は 除 く ) 、 講 演 ・ 研修 の 講 師 等 ( 非 常勤 講師 は

除 く ) の 実 績 は 下記 の 通 り で あ る 。  

表 8-2  審 議会 ・ 委 員会 、 講演 ・ 研修 等へ の 教 員 派遣 の 状況 

年 度 国 ・ 地方 公 共団

体 の 審議 会 ・ 委

員 会 の 委 員 等 

関 係 諸団 体 の 委

員 ・ 役員 等 ( 学

会 ・ 学術 研 究団

体 は 除 く )  

講 演 ・ 研 修 の 講

師 等 ( 非 常 勤講

師 は 除 く )  

地 域 ボ ラ ン テ ィ

ア 

活 動 

平 成 21年 度 31 49 116  44 

平 成 22年 度 25 54 113  55 

平 成 23年 度 30 56 85 94 

平 成 24年 度 37 70 73 67 

( 資 料 8-6 p.38)( 資料 8-7p.32)( 資 料 8-8 p.38)( 資 料 8-9 p.38)  
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＜ 高 校訪 問 ･ 大 学模 擬授 業 ・ 説 明 会参 加＞ 

平 成 21～ 25年 度 ま で に 大 学 に 依 頼 の あ っ た 407 件 の 高 校訪 問 ･ 大学 模 擬授 業 ・ 説 明会 の

う ち 321 件 に つ い て 375 名 の 教 員 が 協 力 し た 。 高校 訪 問 ･ 大学 模擬 授 業 ・ 説 明会 の 内 訳 は 、

高 校 や指 定 会場 で の 本学 と 各学 科 の 説 明 、 模擬 講 義等 で あ る 。 高 校訪 問 ･ 大 学 模擬 授業 ・

説 明 会へ の 出席 件数 お よ び 派 遣 教 員数 の 実 績 は 下 記 の 通 り で あ る 。  

表 8-3  高 校訪 問 ･ 大学 模 擬授 業 ・ 説 明会 へ の 出 席件 数 お よ び派 遣教 員 数 

年 度 依 頼 件数 出 席 件数 派 遣 教員 数 

( 延 数 )  

出 席 者数 

( 延 数 )  

平 成 21年 度 45 42 54 -  

平 成 22年 度 79 69 93 1431  

平 成 23年 度 103  93 104  2129  

平 成 24年 度 94 61 64 1392  

平 成 25年 度 86 56 60 1210  

( 資 料8-13) 

＜ 国 際交 流 の 推 進＞ 

本 学 に お け る 国 際社会 と の 連 携 ・ 協 力 に つ い て は 、 本 学 教 員 が 個別 に 学会 等 を 通 じ て 交

流 し て お り 、 栄 養学 科 で は 、 イ タ リ ア 、 イ ス タ ン ブ ー ル 、 フ ィ ン ラ ン ド 、 サ ン フ ラ ン シ ス

コ へ 食文 化 伝承 活動 な ど の 活動 が み ら れ た 。 ま た 、 千 葉 県 は 、 平 成 2 年 5 月 に ウ ィ ス コ ン

シ ン 州 と 姉 妹提 携 を し て 以 来 、 十 数年 に わ た り 主 に 文 化 、 教 育 の 分野 を 中 心 に 交流 を 深 め

て い る こ と か ら 、 大 学 と し て も 米 国 ウ ィ ス コ ン シ ン 州 内 大学 等 と の 交 流 を 検 討 し て い る 。

今 後 の 交 流 を 発 展 さ せ る た め に 、 平成 25年 度 は 千 葉 ウ ィ ス コ ン シ ン 州 協 会 の 支 援 に よ り 本

学 の 教員 3 名 が ウ ィ ス コ ン シ ン 州 内 の 大学 等 を 視 察 し た ( 資 料 8-5 p.1)( 資料 8-14)( 資料

8-15) 。  

＜ 地 域住 民 へ の 歯科 診療 の 提供 ＞ 

本 学 の 歯 科診 療 室 は 、 学 生実 習 施設 と し て の 機 能 を 兼 ね備 え る と と も に 、 地 域住 民 の 口

腔 保 健 に 貢 献す る 施 設 と し て 歯 科 診療 を 提 供 し て い る ( 資 料8-5 p.1) 。  

歯 科 診療 室 に お け る 受 け 入 れ 患 者数 の 実 績 は 下 記 の 通 り で あ る 。  

表 8-4  歯 科診 療室 に お け る 受 診 者数 

年 度 受 診 者数 

平 成 21年 度 2272  

平 成 22年 度 2275  

平 成 23年 度 2454  

平 成 24年 度 2609  

平 成 25年 度 3179  

( 資 料8-16) 

 

2 ． 点検 ・ 評価 

● 基 準 8 の 充足 状況 

総 合 的 に み て 、 産 ・ 学 ・ 官等 と の 連 携お よ び 地 域社 会 ・ 国 際社 会へ の 協力 方 針 は 理
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念 ・ 目的 に 照 ら し て 適切 に 明示 さ れ て い る 。 学 外 組織 と の 連 携協 力 、 教 育研 究 の 推 進 、 地

域 交 流事 業 に お い て 積極 的 に 参 加 し て い る 活動 も あ る が 、 国 際協 力お よ び 本 学 の 施 設 を 利

用 し た リ カ レ ン ト 教 育 に つ い て は 課 題 が 残 さ れ て い る 。 本学 教員 を 対 象 と し た 「 内 部質 保

証 の た め の 教員 ア ン ケ ー ト 」 の 結 果概 要 に よ る と 、 「 本 学 が 地域 社会 に 対 し て 十 分 な 貢

献 ・ 活動 を 行 っ て い る か 」 と の 質 問 に 対す る 回 答 結果 は 、 「 で き て い る 」 57.2 ％ 、 「 で き

て い な い 」 42.8 ％ で あ っ た 。 学 科 専攻 別 に み る と 、 看 護 学科 で は 「 で き て い る 」 52.6 ％ 、

栄 養 学科 で は 「 で き て い な い 」 62.5 ％ 、 歯 科衛 生 学科 で は 「 で き て い る 」 80.0 ％ 、 リ ハ ビ

リ テ ー シ ョ ン 学 科作 業療 法 学専 攻 で は 「 で き て い る 」 66.7 ％ 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学科 理

学 療 法学 専 攻 で は 「 で き て い る 」 57.1 ％ で あ り 、 学科 専 攻 に よ っ て 地 域 社会 へ の 貢 献 ・ 活

動 の 評価 に 違 い が 認 め ら れ た ( 資 料8-17) 。  

① 効 果 が 上 が っ て い る 事 項 

公 開 講 座 は 、 平 成 21年 度 か ら 毎 年 開 催 し て き た が 、 平 成23 年度 で は 公 開 講 座 開催 に 向 け

て 、 前 年 度 ま で の ホ ー ム ペ ー ジ 掲 載や 近隣 公共 施 設へ の チ ラ シ 配 布 に 駅 ポ ス タ ー を 加 え る

な ど 、 積 極 的 な 広報 活動 を 行 っ た 。 結 果 と し て 、 毎 年 参 加者 の 減 少傾 向 に 歯 止 め が 掛 か り 、

2 つ の 会 場 と も 参加 者 が 増 加 し た 。 改 善 し た 理 由 は 、 「 認知 症 」 と い う 現代 社 会 に 大 き く

の し 掛 か っ た テ ー マ で あ っ た こ と 、 ま た 実 習や 演 習 を 中 心 と し た 講演 で あ っ た こ と が 考 え

ら れ た 。 公 開講 座 が 大学 の 地域 貢 献 と し て 、 定 着 し 、 充 実す る 過 程 に あ る こ と が 見 て 取 れ

る ( 資 料 8-6 p.39)( 資 料 8-8 p.30)( 資 料8-10) 。  

教 員 派 遣 に つ い て は 、 保 健 医療 分 野 に お け る 人 材 の 需 要 が ま す ま す高 く な っ て い る こ と

を 反 映 し て 、 国 ・ 地 方公 共 団体 に お け る 審 議会 ・ 委員 会 等へ の 委 員 、 役 員へ の 就任 と 講

演 ・ 研修 の 講師 件数 も 増 加 す る 傾 向 に あ り 、 社 会 の 要 請 に 応 え て き た 結 果 が 実 績 に 反映 さ

れ て い る ( 資 料 8-6 p.38)( 資 料 8-7 p.32)( 資料 8-8 p.38) 。  

高 校 訪 問 ･ 大学 模 擬講義 参 加 に つ い て は 、 平成 21 年 の 開 学以 降 3 年間 は 本 学 の 紹介 の た

め 積 極的 な 周 知 活動 を 実 施 し て き た 。 そ の 結果 、 平成 23 年度 の 派 遣依 頼 件数 、 出席 件数 、

教 員 派遣 は 平 成 21年 度 の 実 績 と 比 較 し 倍増 し て お り 、 高 校生 の 進 路支 援 に 貢 献 し て い る こ

と が う か が え る ( 資 料8-13) 。  

地 域 住 民へ の 歯 科 診療 の 提 供 に つ い て は 、 千葉 市 内 の み な ら ず 千 葉県 内 の 広 域 か ら 患 者

が 来 院 し 、 平成 21年 度 か ら 25 年 度 ま で の 5 年間 で 確実 に 受診 者数 が 増 加 し て き た 。 ま た 、

平 成 23年 度 に は 千葉 市歯 科 医師 会 と 連 携 し た 口 腔 が ん 検 診 の 受 け 入 れ 医 療機 関 と し て 指 定

さ れ て い る 。 こ の よ う に 本 学 の 歯 科診 療室 は 、 学 生 の 実 習施 設 を 兼ね な が ら 地 域 住 民 の 身

近 な 歯 科 医 療機 関 と し て 貢 献 し て い る 。  

 

② 改 善す べ き 事 項 

公 開 講 座 に つ い て は 、 一 般 教養 的 な 講 座 に 対す る ニ ー ズ に い か に 対応 し て い く か 、 受講

者 の 幅 ( 年 齢層 、 地 域 な ど ) を い か に 広 げ て い く か 等 の 課題 が あ る 。 そ の た め の 方 策 と し

て は 、 (1)県 民 の ニ ー ズ に 応 え た 講 座 の 企画 ( テ ー マ ・ 実 施方 法等 ) 、 (2)学科 専 攻科 間 の 連

携 強 化 に つ い て 検討 が 必 要 で あ る ( 資 料 8-6 p.38)( 資 料 8-7 p.32)( 資料 8-8 p.38) 。  

民 間 企 業等 と の 共 同研究 、 研究 成 果 の 活用 な ど の い わ ゆ る 産 学連 携 に つ い て は 、 こ れ ま

で の と こ ろ 大学 と し て 十 分 な 成 果 は 得 ら れ て い な い 。 保 健医 療系 の 本 学 の 学 科 構成 か ら 、

も の づ く り が 主 体 と な る 学 科 と は 異 な り 産 学連 携 が 進 み に く い 面 も あ る が 、 ま だ 発 展 の 余
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地 が あ り 、 地道 に 拡 大す る 手段 を 講 じ て い く こ と が 望 ま れ る 。 国 際社 会 と の 連 携協 力 に つ

い て は 、 大 学 と し て の 組 織 的 な 体 制 は 構築 さ れ て お ら ず 、 今 後 の 具体 的 な 対 応 が 求 め ら れ

る 。  

高 校 訪 問 ･ 大学 模 擬授業 ・ 説明 会 参加 に つ い て は 派 遣 要 請 も 増加 傾向 に あ り 、 こ れ ま で

積 極 的 に 対 応 し て き た 。 一 方 、 教 育研 究等 へ の 配 慮 も あ り 、 本学 に 対 す る 期 待 ・ 要 請 の す

べ て に 応 え ら れ な い 状況 に あ る こ と も 事実 で あ る 。 平 成 24年 度 の 出席 件 数お よ び 派 遣教 員

数 の 実績 が 低下 し て い る が 、 こ れ は 教 員 の 負担 が 増大 し て き た た め 、 効 率的 に 派遣 要請 に

対 応 す る 体 制 を 構築 し た た め で あ る 。 具体 的 に は 、 同 一 高校 か ら の 複 数 回出 席 依頼 を 1 回

に 制 限 し た り 、 大学 の 施 設 見学 を 兼 ね た 説 明希 望 に つ い て は オ ー プ ン キ ャ ン パ ス へ の 参 加

を 勧 め た り と い っ た 対応 を と っ て い る ( 資 料 8-13)( 資 料8-18) 。  

専 門 職 の 教 育 ・ 研 修支援 に つ い て は 、 大 学 開設 時 に 大 学 の 附 属機 関 と し て 実 践 研修 研究

セ ン タ ー を 設 置 し 、 ①健 康 福祉 政 策 に 関連 す る 人 材育 成 、 ② リ カ レ ン ト 教育 、 ③健 康福 祉

政 策 課題 等 の 研 究 を 行 う こ と に な っ て い る ( 資 料 8-5) 。 し か し 、 附属 機 関 の 設 置 は 遅 れ て

お り 、 既 存 施設 を 利 用 し て リ カ レ ン ト 教 育 を 各 学 科教 員 が 所 属す る 職 能 団体 ( 協 会 な ど )

と の 共同 開 催や 請負 で 実 施 し て い る 状 況 に あ る 。 今後 は 専 門 職 の 教育 ・ 研修 支 援 の た め の

附 属 機関 や 大学 院 の 整備 が 求 め ら れ る 。  

ま た 、 地域 住民 に 対す る 歯 科診 療 は 、 本学 A 棟 3 階 の 歯 科診 療室 で 提 供 さ れ て い る が 、

エ レ ベー タ ー が な い た め 、 高齢 者 や障 が い 者 に は 大 き な 負 担 を 強 い て い る 状 況 で あ り 施 設

の 整 備 が 求 め ら れ る 。 ま た 、 歯 科 診療 室 の 来院 患 者 は 個 人 の 紹介 に よ る も の が 大多 数 で あ

る た め 、 診 療 に か か わ る 情 報 を 大 学 ホ ー ム ペー ジ 上 で 発 信す る 必 要 が あ る 。  

と こ ろ で 、 本学 の 社会貢 献 委員 会 で は 、 平 成23 年 3 月 11 日 の 東日 本大 震 災 の 甚 大 な 被害

で 本 学 も 少 な か ら ず 影 響 を 受 け 、 災害 時避 難対 策 な ど を 検 討 す る 必要 性 が 認 識 さ れ た 。 今

後 は 地 域 に お け る 災 害時 の 対応 方 法つ い て 検討 が 必要 で あ る 。 幕 張地 区 の 災 害 対策 に つ い

て は 、 千 葉 県 と 千葉 市 の 役 割分 担 が あ る こ と も 考 慮 し な け れ ば な ら な い  ( 資 料 8-8 p.30) 。  

 

3 ． 将来 に む け た 発 展方 策 

① 効 果 が 上 が っ て い る 事 項 

産 学 官 等 と の 連 携 で は 、 千 葉県 健 康福 祉部 や学 内 共同 研 究 に よ る 学外 組 織 と の 連携 協力

に つ い は 組 織的 に 体 制 が 構 築 さ れ て き て い る 。 ま た 、 地 域社 会 と の 連 携 に つ い て は 、 公 開

講 座 、 高 校 訪問 ･ 大 学模 擬 授業 ・ 説明 会へ の 参 加 、 地 域 住民 へ の 歯科 診 療 の 提 供 と い っ た

形 で 地域 交 流 が 推進 さ れ て い る 。  

② 改 善す べ き 事 項 

少 子 高 齢化 社会 が 進む中 で 、 保 健 医療 福祉 に 関 す る 課 題 は 、 今後 も 増 加 し て い く こ と が

予 測 さ れ る こ と か ら 、 そ の 分 野 の 教育 ・ 研 究 を 専 門 と す る 本 学教 員へ の 期待 は ま す ま す 大

き く な っ て く る で あ ろ う 。 ま た 、 公立 大学 と し て 、 広 く 一般 の 地 域住 民 を 意 識 し た 社会 貢

献 も 積極 的 に 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

こ れ ま で の 社会 貢 献活動 は 、 大 学 と し て 取 り 組 む と い う こ と よ り 、 個 々 の 教 員 が 主 体的

に 取 り 組 む ケ ー ス の 方 が 多 か っ た と 言 え る 。 今 後 、 社 会 貢献 活動 を 推 進 す る に あ た っ て は 、

大 学 が 積 極 的 に 取 り 組む 組 織体 制 を 構 築す る と と も に 、 多 く の 教 員 が 参 画 で き る よ う 、 社
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会 貢 献活 動 の 枠 組み を 明 確 に 示 し て い く こ と が 求 め ら れ る 。 そ の た め に も 社 会 連携 ・ 社 会

貢 献 に 関 す る 方 針 を 明示 す る と と も に 、 教 職員 へ の 周 知 を は か っ て い く 。 ま た 、 社 会連

携 ・ 社会 貢 献 の 実施 体制 と そ の 検 証体 制 の 整備 に 取 り 組 む 。  

4 ． 根拠 資 料 

8-1  健康 ち ば 21 ホ ー ム ペー ジ 

http://www.pref.chiba.lg.jp/kenzu/kenkouchiba21/documents/kenkouchiba21gaiyouban.pdf  

 8-2  千 葉 県立 保健医 療 大学 設 置認 可申 請書 ( 抜 粋 ) 「 設 置 の 趣旨 等 を 記 載 し た 書類 」  

 8-3  千 葉県 立保 健医 療 大学 設 置認 可申 請書 ( 抜 粋 ) 「 基 本計 画書 」  

 8-4  千 葉 県立 保健医 療 大学 の 産学 官連 携活 動 等 に と も な う 利 益相 反 ポ リ シ ー 

 8-5  千 葉 県立 保健医 療 大学 設 置認 可申 請書 ( 抜 粋 ) 「 設 置 の 趣旨 等 を 記 載 し た 書類 

 8-6  平 成21 年度 千葉 県 立保 健 医療 大学 教育 研 究年 報 

 8-7  平 成22 年度 千葉 県 立保 健 医療 大学 教育 研 究年 報 

 8-8  平 成23 年度 千葉 県 立保 健 医療 大学 教育 研 究年 報 

 8-9  平 成24 年度 千葉 県 立保 健 医療 大学 教育 研 究年 報 

 8-10  公 開講 座開 催実 績 調べ 

 8-11  千 葉県 立保 健医 療 大学 紀 要第 3 巻 第 1 号 

 8-12  千 葉県 立保 健医 療 大学 紀 要第 4 巻 第 1 号 

 8-13  大 学説 明会 出席 状 況一 覧 

8-14  千 葉 県 ホ ー ム ペ ー ジ 

http://www.pref.chiba.lg.jp/kokusai/kokusaikouryuu/exchange/wisconsin/chiba.html  

8-15  千葉 ウ ィ ス コ ン シ ン 州 協 会 ホ ー ム ペー ジ http://chiba-wisconsin.net/about.html 

8-16  歯科 診療 室 受診者 数 一覧 

8-17  平成 25年 内 部質保 障 の た め の 教 員 ア ン ケ ー ト 結 果 ( 既 出  資料1-10) 

8-18  平成 25年 度 の 大学 説 明会 へ の 出 欠判 断 に 係 る 基 本 的 な 考 え 方 

 8-19  平成 25 年度千 葉 県立 保 健医 療大 学教 育 研究 年 報 
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第 九 章  管 理運 営 ・ 財務 

 

(1)管 理運 営 

1 ． 現状 の 説明 

(1)大 学 の 理 念 ・ 目的 の 実 現 に 向 け て 、 管理 運営 方 針 を 明 確 に 定 め て い る か 。  

本 学 は 県 立大 学 で あ り 、 大 学 の 設 置 、 管理 に 関 し 、 設 置 目的 、 学 部 ・ 学 科 、 入 学定員 、

授 業 料 等 は 「 千 葉 県立保 健 医療 大 学設 置管 理条 例 」 ( 資 料9-(1)-1)に 、 休 業日 、 入学 者 の

選 考 、 評議 会 、 教 授会等 は 「 千 葉 県立 保健 医療 大 学管 理 規則 」 ( 資料9-(1)-2)に 、 教 職員

の 定数 は 「 千葉 県 職員定 数 条例 」 ( 資 料9-(1)-3)に 、 そ れ ぞ れ 定 め ら れ て い る 。 ま た 、 大

学 の 管 理運 営全 般 に つ い て 規 定 す る 「 千葉 県立 保 健医 療 大学 学則 」 ( 資 料9-(1)-4) を 定 め

て お り 、 学 則 の 委 任等 に 基 づ き 管 理運 営 に 係 る 諸 規程 を 整 備 し て い る 。  

大 学 の 意 思決 定機 関 と し て は 、 管 理 規 則及 び学 則 に 基 づ き 、 評議 会及 び 教授 会 を 置 い

て い る 。  

評 議会 の 権限 に つ い て は 、 学 則 で 、 教 育公 務員 特 例法 の 規定 に よ り そ の 権 限 に 属 さ れ

た 事 項 を 行 う ほ か 、 本学 の 設置 の 目的 を 達 成す る た め の 基本 的 な 計画 、 学則 そ の 他 重要

な 規 程 の 制 定又 は 改 廃 、 教 員 の 人 事 の 方針 、 そ の 他 本 学 の 運 営 に 関す る 重要 事 項 に つ い

て 審 議 す る こ と と し て お り 、 そ の 運営 に つ い て は 「 千 葉 県 立 保健 医療 大 学評 議 会規 程 」

( 資 料9-(1)-5) を 定 め て い る 。  

教 授会 の 権限 に つ い て は 、 学 則 で 、 教 育公 務員 特 例法 の 規定 に よ り そ の 権 限 に 属 さ れ

た 事 項 を 行 う ほ か 、 学部 の 規程 等 の 制 定及 び改 廃 、 学 部 の 予 算 、 教育 課 程 、 学 生 の 入学 、

卒 業 、 学位 授与 、 そ の 他 学 部 の 教 育又 は 研 究 に 関 す る 重 要事 項 を 審議 す る こ と と し て お

り 、 そ の 運 営 に つ い て は 「 千 葉 県 立保 健医 療大 学 教授 会 規程 」 ( 資料9-(1)-6) を 定 め て い

る 。  

 

(2)明 文化 さ れ た 規程 に 基 づ い て 管 理運 営 を 行 っ て い る か 。  

大 学 の 管 理運 営 に 関 し て は 、 前 掲 の 条 例 、 規則 、 学則 を は じ め 必 要 な 諸 規 程 を 整 備 し 、

適 切 に 運用 し て い る 。  

  管 理運 営 組織 と し て は 、 意 思 決 定 機関 と し て 前 掲 の 評議 会及 び教 授 会 を 置 く ほ か 、 評 

議 会 及 び教 授会 に 諮 る 案 件 の 事 前 調整 、 学 科間 の 調整 、 そ の 他大 学運 営 に 係 る 企画 ・ 調

整 を 行 う た め の 大 学運営 会 議 ( 資 料9-(1)-7) 、 全 学 共通 の 専門 的事 項 に つ い て 審 議 ・ 調整

す る た め の 学内 委 員会 ( 資 料9-(1)-8) 、 学科 等 の 教 育研 究 活動 を 円 滑 に 行 う た め の 学 科等

運 営 会 議 ( 資料9-(1)-9)等 を 設 置 ・ 運営 し て い る 。  

  評 議会 は 、 大 学 の 学 長 、 学 部 長 、 事務 局長 、 千葉 県 健康 福祉 部長 、 学外 有 識者 3 名 の 

計 7 名 で 構 成 し て お り 、 年 2 ～ 3 回程 度開 催 し て い る ( 資 料 9-(1)-10) 教 育研 究年 報 ) 。  

  教 授会 は 、 全 教授 を も っ て 組 織 し 、 学 部長 が 議長 と な り 、 毎 月第 1 月曜 日 に 開 催す る  

定 例 教 授会 の ほ か 、 入学 試 験合 格 者決 定 、 教員 採 用選 考 等 の た め の 臨 時 教授 会 を 開 催 し

て い る ( 資 料 9-(1)-10) 教 育 研究 年 報 ) 。  

管 理運 営 責任 者 と し て 、 学 長 、 学 部長 、 学 生部 長 、 図 書 館長 、 学 科長 、 専攻 長 及び 事

務 局 長 を 置 い て お り 、 そ の 権 限 は 学 則 で 定 め て い る ( 資 料9-(1)-4) 。  

学 長 に つ い て は 、 学 長選 考 規程 ( 資 料 9-(1)-11) 、 学長 選考 規程 施 行細 則 ( 資 料
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9-(1)-12) 、 学長 候 補者学 内 意向 調 査実 施要 領 ( 資 料 9-(1)-13) に 基 づ き 、 学部 長 に つ い て

は 、 学 部長 選考 規 程 ( 資 料 9-(1)-14) 、 学部 長選 考 規程 施 行細 則 ( 資料 9-(1)-15) 、 学 部長

予 備 選 挙管 理委 員 会規程 ( 資 料 9-(1)-16) に 基づ き 、 図 書 館長 、 学 生部 長 、 学 科 長及 び専

攻 長 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ の 選 考 規程 ( 資 料 9-(1)-17)( 資 料 9-(1)-18)( 資 料 9-(1)-19) に 基づ

き 、 適 正 な 手続 き で 選考 が 行 わ れ て い る 。  

 

(3)大 学業 務 を 支 援す る 事 務 組織 が 設置 さ れ 、 十 分 に 機 能 し て い る か 。  

本 学 の 事 務局 は 、 事 務局 長 の 下 に 、 企 画運 営課 及 び学 生 支援 課 の 2 課 で 構成 し て お り 、

平 成 26 年 4 月 1 日 現在 、 正 規職 員 15名 、 嘱 託職 員 13名 の 合計 28名 の 職 員 を 配 置 し て い る 。

企 画 運 営課 は 、 教 授会 、 大 学運 営 会議 、 各 種委 員 会等 に 係 る 事務 、 学 内 研究 費 、 科 学研

究 費 補 助金 等 の 執 行事務 、 教育 用 消耗 品や 備品 等 の 購 入 事務 、 施 設 の 維 持管 理 や実 習機

関 へ の 委託 事務 等 を 担当 し 、 学 生 支援 課 は 、 カ リ キ ュ ラ ム 編 成や 授業 時 間割 の 調整 、 非

常 勤 講 師 の 調整 、 単位認 定 等 の 教 育課 程 に 関す る 事務 、 入学 試験 、 大 学 入試 セ ン タ ー試

験 に 係 る 業 務 、 学 生 の 実 習 、 就 職 支援 に 係 る 業 務 等 を 担 当 し て い る 。 ま た 、 図 書館 ( 館

長 は 教 員 が 兼務 ) に も 専 門 職員 と し て 、 正 規職 員 2 名 、 嘱託 職員 6 名 の 計 8 名 の 職 員 を

配 置 し て い る 。 こ れ ら の 職 員 の 採 用 、 昇任 、 異 動 等 は 、 全 て 県 の 規程 、 基準 に 基づ き 行

わ れ て い る 。  

 

(4)事 務職 員 の 意 欲 ・ 資質 の 向上 を 図 る た め の 方 策 を 講 じ て い る か 。  

県 立大 学 で あ る 本 学 の 事 務 職員 は 、 県 の 人 事 ロ ー テ ー シ ョ ン に よ り 一 定 期間 配 属 さ れ

て お り 、 そ の 能 力 開発 は 、 県 の 「 職員 能力 開発 推 進計 画 」 に 基づ き 進 め ら れ て い る が 、

一 般 行 政機 関 と は 異 な る 大 学 の 運 営 を 円滑 ・ 適 正 に 行 う た め 、 国 等 が 実 施 し て い る 研修

会 等 に 職員 を 積 極 的 に 参 加 さ せ 、 資質 の 向 上 を 図 っ て い る ( 資 料 9-(1)-21) 。  

 

2 ． 点検 ・ 評価 

● 基 準 9(1) の 充 足状 況 

大 学 の 管理 運営 は 明 文化 さ れ た 諸 規定 に よ り 、 適 正 に 管 理運 営 が 行 わ れ て い る 。  

① 成 果 が 上 が っ て い る 事 項 

県 立 大 学 と し て 、 大学 の 設 置 、 管 理 に 関 し て 、 「 千葉 県 立保 健医 療大 学 設置 管 理条 

例 」 ( 資 料9-(1)-1) 、 「 同 管 理規 則 」 ( 資料9-(1)-2) 、 「 千 葉県 定数条 例 」 ( 資 料9-(1)-3)に 定

め ら れ て い る ほ か 、 「 千 葉 県立 保 健医 療大 学学 則 」 ( 資 料9-(1)-4) を は じ め と す る 諸 規程 を

整 備 し て お り 、 こ れ ら に 基 づ き 適 正 に 管理 運営 が 行 わ れ て い る 。  

意 思 決 定機 関 と し て の 評 議 会及 び 教授 会 に つ い て は 、 教 育 公 務員 特例 法 や管 理 規則 、  

学 則 に 定 め ら れ て い る 権 限 、 責 任 が 構 成員 及び 教 職員 の 間 で 正 し く 認 識 さ れ 、 そ れ ぞ れ の

規 程 に 従 っ て 適 正 に 運営 さ れ 、 有 効 に 機能 し て い る ( 資 料 9-(1)-10 育 研 究年 報 ) 。  

そ の 他 、 大 学運 営会 議 、 学 内委 員 会 、 学科 等運 営 会議 等 に つ い て も 、 必 要十 分 な 活 動 が 行

わ れ 機能 を 果 た し て い る ( 資 料 9-(1)-10 育 研究 年 報 ) 。  

 

②  改善 す べ き 事項 

事 務 職 員 に つ い て は 、 県 の 定期 人 事異 動 に よ っ て 一 定 期 間 配 属 さ れ て い る 。  



75 
 

企 画 運営 課 、 学 生支 援課 と も 業 務 量 が 多 く 、 開 学 以来 、 慢性 的 な 人員 不 足 の 状 態 が 続 き 、

時 間 外勤 務 等 で 職員 の 負 担 が 過 重 に な っ て い る 状 況 に あ り 、 業務 量 に 見 合 っ た 適正 な 人 員

配 置 の 要 望 を 継 続 し て い く 一方 、 事務 の 一 層 の 改 善 、 効 率化 を 進 め る と と も に 、 国 、 関 係

機 関 の 実 施 す る 研修 会 、 講 習会 へ の 積 極的 な 参 加 に よ り 職員 の ス キ ル ア ッ プ を 図 り 、 事 務

局 機 能 の 強 化 を 図 る 。  

 

3 ． 将来 に む け た 発 展方 策 

① 効 果 が 上 が っ て い る 事 項 

管 理 運 営 に 関す る 将来的 な 課 題 と し て 、 法 人化 が 挙 げ ら れ る 。 公 立大 学 協会 に よ れ ば 、

平 成 26年 現 在 、 83 の 公立 大 学 の う ち 65 大学 が 法 人 化 し て い る 。  

本 学 で は 、 学長 直属 の 学 内 委員 会 の 一 つ と し て 「 将 来 構 想検 討委 員会 」 ( 資 料 9-(1)-22) を

設 置 し て お り 、 法人 化 も 検 討事 項 の 一 つ に 掲 げ て い る 。 な お 、 平 成23 年 度 に 、 県 が 、 民 間

調 査 機関 に 委託 し て 実施 し た ｢ 千 葉県 立保 健医 療 大学 の 整備 等 に 係 る 調 査 ｣ ( 資料

9-(1)-23) に お い て 、 法人 化 も 検 討 事項 の 一 つ と さ れ 、 「 本学 に お い て も 公立 大 学法 人 と し

て 歩 み だ す こ と の 意 義 は 大 き い と 思 わ れ る 。」 と の 検 討結 果 を 得 て い る 。  

 

② 改 善す べ き 事 項 

本 学 を 法 人 化す る か 否 か は 、 設 置 母 体 で あ る 県 の 判断 に よ る が 、 大学 と し て も 、 学 生数

が 千 人 に 満 た な い 小 規模 な 大 学 に お け る 法 人化 の メ リ ッ ト 、 デ メ リ ッ ト 、 運 営 上 の 課題 等

に つ い て 、 「 将 来構 想検 討 委員 会 」 を 活用 し て 研 究 を 進 め る 必要 が あ る 。  

      

4 ． 根拠 資 料 

9-(1)-1  千 葉県 立 保健医 療 大学 設 置管 理条 例 ( 既 出 資 料 1-4)  

9-(1)-2  千 葉県 立 保健医 療 大学 管 理規 則 

9-(1)-3  千 葉県 職 員定数 条 例 

9-(1)-4  千 葉県 立 保健医 療 大学 学 則 ( 既出 資料 1-5)  

9-(1)-5  千 葉県 立 保健医 療 大学 評 議会 規程 

9-(1)-6  千葉 県立 保健医 療 大学 教 授会 規程 （ 既 出 資料 3-16 ）  

9-(1)-7  千 葉県 立 保健医 療 大学 大 学運 営会 議規 程 

9-(1)-8  千 葉県 立 保健医 療 大学 健 康科 学部 学内 委 員会 規 程 

9-(1)-9  千 葉県 立 保健医 療 大学 学 科等 運営 会議 規 程 ( 既 出資 料 3-3)  

9-(1)-10 平 成 24 年 度千葉 県 立保 健 医療 大学 教育 研 究年 報 ( 既 出資 料 1-8)  

9-(1)-11 千 葉県 立 保健医 療 大学 学 長選 考規 程 

9-(1)-12 千 葉県 立 保健医 療 大学 学 長選 考規 程施 行 細則 

9-(1)-13 千 葉県 立 保健医 療 大学 学 長候 補者 学内 意 向調 査 実施 要領 

9-(1)-14 千 葉県 立 保健医 療 大学 学 部長 選考 規程 

9-(1)-15 千 葉県 立 保健医 療 大学 学 部長 選考 規程 施 行細 則 

9-(1)-16 千 葉県 立 保健医 療 大学 学 部長 予備 選挙 管 理委 員 会規 程 

9-(1)-17 千 葉県 立 保健医 療 大学 図 書館 長選 考規 程    

9-(1)-18 千 葉県 立 保健医 療 大学 学 生部 長選 考規 程 
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9-(1)-19 千 葉県 立 保健医 療 大学 学 科長 選考 規程 

9-(1)-20 千 葉県 立 保健医 療 大学 健 康科 学部 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 科専 攻 長選 考 規程 

 9-(1)-21 研修 会等 参加 に 係 る 資 料 

 9-(1)-22 千葉 県立 保健 医 療大 学 将来 構想 検討 委 員会 設 置規 程  ( 既出 資 料 2-3)  

9-(1)-23 平 成23.24年みず ほ 情 報 研 株式 会社 報告 書  ( 既 出 資料 2-4)  
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(2) ． 財務 

1 ． 現状 の 説明 

(1)教 育研 究 を 安 定 し て 遂 行 す る た め に 必要 か つ 十 分 な 財 政的 基盤 を 確 立 し て い る か 。  

本 学 は 、 千 葉県 を 設 置者 と す る 公 立大 学 ( 資料9-(2)-1)で あ る こ と か ら 、 本 学 独 自 の 中 ・

長 期 的 な 財 政計 画 は 作成 せ ず 、 千 葉県 の 財 政計 画 の も と 、 毎 年度 の 予 算 編成 を 行 っ て き て

い る 。  

予 算 に つ い て は 、 県 の 一 般 会計 に お い て 保 健医 療 大学 費 と し て 計 上 さ れ て い る 。  

平 成 26 年度 の 予 算 で み る と 、 収 入 458,983 千 円 に 対 し 、 支 出 は 1,607,744 千 円 で 、 収入 は 支

出 の 29％ 程 度 と い う 状況 で あ る 。  

支 出 の 内訳 を み る と 、 人 件 費 ( 教 職員 給与 ) が 1,163,426 千円 と 、 全体 の 約 72 ％ を 占 め て

い る 。 そ の 他 の 支出 と し て は 、 教 育 研 究費 が 107,974 千 円 で 約 7 ％ 、 学 生 経費 が5,074千円 で

約 3 ％ 、 管 理経 費 が 284,652 千 円 で 約 18 ％ と な っ て い る 。  

ま た 、 教員 の 応 募 に よ る 外 部資 金 と し て 、 平成 26 年度 は 26 件 27,232 千 円 の 文 部 科学 省科

学 研 究補 助 金 を 獲得 し て い る 。  

 

(2)予 算編 成 お よ び予 算執 行 は 適 切 に 行 っ て い る か 。  

本 学 は 県 立 大学 で あ る こ と か ら 、 予 算 に つ い て は 地 方 自 治 法 及び 千葉 県 財務 規 則 に 基づ

き 、 県 の 予 算編 成過 程 を 経 て 編 成 さ れ 、 県 議会 に お い て 議 決 さ れ て い る 。  

決 算 に つ い て も 、 県議会 に お け る 審査 ・ 議 決 に よ り 認 定 さ れ 、 そ れ ぞ れ 県 の 広 報誌 等 で

情 報 公開 さ れ て い る 。 ま た 、 教 員 に 対 し て は 、 予 算編 成 等 の 方針 あ る い は 特 に 関係 す る 教

育 研 究費 等 に つ い て 、 教 授 会等 で 報告 し て い る 。 予算 の 執行 に つ い て は 、 会 計 制 度 に 従 っ

て 事 務 局 で 一括 管理 を し 、 教員 か ら の 要 求 に 基 づ き 発 注 か ら 支 払 い ま で の 処 理 を 行 っ て お

り 、 支払 い に 当 た っ て は 県 出 納 局 の 審 査 を 通す こ と と な っ て い る 。 科 研 費 の 外 部資 金 に つ

い て も 、 県 の 公 金 に 準 じ た 方法 で 執行 さ れ て い る 。  

 

１ ． 点検 ・ 評価 

● 基 準 9(2) の 充 足状 況 

大 学 の 教育 研究 を 支 援 し 維 持向 上 さ せ る た め に 必 要 な 経 費 が 一般 財源 か ら 組 み 入 れ ら れ

適 切 運営 し て い る 。  

① 成 果 が 挙 が っ て い る 事 項 

財 政 基盤 と し て は 、 授業 料 ・ 入 学 料等 の 収 入 は 支 出 の 約 3 割 で あ り 、 残 り の 約 7 割 を 一 般

財 源 か ら 持 出 し て い る と い う 状 況 に あ る が 、 公 立 大学 の 運営 費 に つ い て は 、 地 方 財 政制 度

で 地 方交 付 税 の 基準 財政 需 要額 の 単位 費用 に 算 入 さ れ て い る た め 、 必 要 な 経 費 が 一 般財 源

か ら 組 み 入 れ ら れ て お り 、 収支 は 均 衡 し て い る と 判断 し て い る ( 資料9-(2)-2) 。  

 

② 改 善す べ き 事 項 

開 学以 来 毎年 度 、 数 名 の 教 職員 が 文部 科学 省等 か ら の 研 究 助 成金 を 受 け て い る ( 資 料

9-(2)-3)( 資 9-2) が 、 教員 の 研究 活 動 の 活性 化や 本 学独 自 の 増 収策 と し て 、 学 術 推進 委員

会 が 研 修 を 増や し 競争的 研 究資 金 等へ の 積 極的 な 応 募 に 取 り 組む 必要 が あ る ( 資 料

9-(2)-4  学 術推 進 委員会  活動 の 概要 ) 。  
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3 ． 将来 に 向 け た 発 展方 策 

① 効 果 が 上 が っ て い る 事 項 

本 学 の 歳 入歳 出予 算 は 県 の 一般 会 計 に 計上 さ れ 、 県議 会 で 審 議 、 議決 さ れ て お り 、 適

切 に 編 成 さ れ 公 表 さ れ て い る と 判 断 さ れ る 。 ま た 、 財 務 に 関 す る 事務 に つ い て も 、 県 の

出 納 局 に よ る 出 納 検査や 監 査委 員 に よ る 定 期監 査 が 実 施 さ れ 、 議 会 の 認 定 に 付 し て 適正

に 執行 さ れ た も の と 認 め ら れ て い る 。  

 

② 改 善 すべ き 事 項 

競 争的 研 究資 金等 へ の 積 極 的 な 応 募 を 促す た め 、 学術 推 進委 員会 が 研 修 や教 員 に 対 し

メ ー ル に よ る 応 募 通知 の 周 知や 資 金獲 得 の た め の 研修 の 充実 化 を 図 る 。  

 

4 ． 根拠 資 料 

9-(2)-1  千 葉県 立 保健医 療 大学 設 置管 理条 例 ( 既 出 資 料 1-4)  

9-(2)-2  収 支状 況 ( 平成 24 年度 決 算 )  

9-(2)-3  平 成 21 ～ 25年度 科 学研 究 費獲 得状 況 

9-(2)-4  平 成 25 年 度千葉 県 立保 健 医療 大学 教育 研 究年 報 ( 印 刷中 ) ( 既 出 資料1-12)  
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第 十 章  内 部質 保証 

                            

1 ． 現状 の 説明 

(1)大 学 の 諸 活動 に つ い て 点 検 ・ 評 価 を 行 い 、 そ の 結 果 を 公 表 す る こ と で 社会 に 対す る 説 明

責 任 を 果 た し て い る か 。  

＜ 大 学 の 諸 活動 に つ い て の 点 検 ・ 評価 ＞ 

 本 学 の 諸 活動 に つ い て の 点 検 ・ 評価 は 、 以下 の(2)に 記 述 し た 内 部質 保 証 の た め の 実施 方

法 に 則 り 、 自己 点検 ・ 評 価 委員 会 ( 報 告書 等作 成 部会 ) を 中 心 に 、 開 学 し た 平 成21 年度 か

ら 毎 年 定 期 的 に 行 っ て い る 。  

＜ 自 己点 検 ・ 評 価 の 結果 の 公表 ＞ 

本 学 の 自己 点検 ・ 評価 の 結 果 は 、 教育 研究 年報 ( 資 料 10-1 、 10-2 、 10-3 、 10-4)や大 学 ホ

ー ム ペー ジ ( 資 料10-5)を 通 し て 広 く 社 会 に 発信 し 説明 責 任 を 果 た し て い る 。  

 

(2)内 部質 保 証 に 関す る シ ス テ ム を 整 備 し て い る か 。  

 内 部質 保 証 に 関す る シ ス テ ム は 、 「 千 葉 県立 保 健医 療 大学 設置 認可 申 請書 」 ( 資 料10-6)

に 明 記 さ れ て い る 。  

＜ 基 本方 針 ＞ 

 本 学 で は 、 法 令 に 基づ き 、 教 育 研究 等 の 現状 に つ い て 自 ら 点 検 及び 評 価 を 行 い 、 そ の 結

果 を も と に 教育 研究 活動 等 を 改 善 し て い く こ と を 基 本 方 針 と し て い る 。 あ わ せ て 、 「 開 か

れ た 県政 」 を 志 向す る 千 葉 県 が 設 置す る 公 立大 学 と し て 、 自 己点 検評 価 の 結 果 を 公 表 し 、

県 民 に 対 し て 大 学 の 活動 状 況 を 明 ら か に す る こ と に よ っ て 、 県 民 に 開 か れ た 大 学づ く り を

す す め る こ と を 基本 方針 と し て い る 。  

＜ 実 施体 制 ＞ 

 自 己点 検 ・ 評 価委 員会 が 実施 の 責任 を 担 う 。 自 己点 検 ・ 評 価委 員会 は 、 学 長 を 委 員長 と

し 、 学部 長 、 学 生部 長 、 図 書館 長 、 学 科長 ・ 専 攻 長 、 共 通教 育運 営会 議 会長 、 事務 局長 、

及 び 、 自 己 点検 ・ 評 価結 果 の 客 観 性 、 妥当 性 を 確 保 す る た め に 外 部評 価 委員 を 加 え て 構 成

さ れ て い る 。 委 員会 に は 専 門 部 会 と し て 、 報告 書 作成 等 部会 と 認 証評 価 部会 が あ る ( 資 料

10-7) 。  

＜ 実 施方 法 ＞ 

 以 下 の よ う な シ ス テ ム で 自己 点 検 ・ 評価 を 行 う こ と と し 、 全項 目 に つ い て の 自己 点検 ・

評 価 報告 書 を 作 成 し 、 公 表 す る こ と と し て い る 。 ま た 、 認証 評価 機関 の 認証 評 価 を 受 け る

こ と と し て い る 。 ① 自己 点 検 ・ 評 価委 員会 ( 以 下 委員 会 と す る ) に お い て 基 本 方針 及び 実

施 計 画 を 作 成す る と と も に 、 評 価 項目 及び 評価 基 準 を 決 定す る 。 ②委 員 会 に お い て 、 評 価

項 目 ご と に 各学 科及 び各 学 内委 員 会等 に 対 す る 調 査 ・ 資 料収 集 を 行 い 、 現状 を 把 握 す る 。

こ の こ と に よ っ て 、 専 任 教 員及 び 事務 局職 員 に 対 し て 自 己点 検 ・ 評価 に 対す る 意義 を 把 握

さ せ 、 各 々 が 大 学運 営や 教 育研 究 活動 を 行 う 際 に 、 教 育 水準 の 向 上 に 努 め る よ う に 意思 統

一 を 図 る 。 ③委 員会 に お い て 、 上 記調 査結 果 に つ い て 評 価基 準 を 基 に 評 価 を 行 い 、 課題 に

対 す る 改 善 策 を 検討 す る 。 ④委 員 会 に お い て 、 取 り ま と め た 評価 結果 及 び改 善 策 を 評議 会

等 へ 報告 す る 。 ⑤評 議会 で の 審 議 結果 を も と に 、 改善 策 を 実 施す る 。 ⑥ 以上 を 継 続 的 に 行
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い 、 大学 運 営や 教育 研究 活 動 の 継 続的 改善 を 図 っ て い く ( 資 料  10-6  自己 点 検評 価 に つ

い て ) 。  

＜ 内 部質 保 証 の ベ ン チ マ ー ク と し て ＞ 

内 部 質保 証 を 調 査す る 上 で ベ ン チ マ ー ク が 必要 に な る 。 以下 に あ げ る 調 査 を 実 施 し て い る 。

① 授 業 の 内 部質 保証 と し て 「 授 業 評価 」 の 実施 ( 資 料 10-9  学生 に よ る 授 業 評 価 ) 、 ② 大

学 ・ 教育 プ ロ グ ラ ム の 指 標 と し て 教 員 に よ る 「 内 部質 保 証 の た め の 教 員 ア ン ケ ー ト 」 ( 資

料 10-10) 、 ③学 生 と 卒業 生 に よ る 大学 に つ い て 内 部 質 保 証 の 項目 な ど 調 査す る 「 千 葉県 立

保 健 医療 大 学学 生支 援体 制 等 に 対 す る 評価 ( 学 生 ア ン ケ ー ト ) 」 等 を 実 施 し て い る ( 資 料

10-11) 。  

＜ 評 価項 目 ＞ 

 評 価項 目 は 以 下 の 14項 目 と さ れ て い る 。 ①大 学 の 理 念 ・ 目 的 、 教育 目 標 、 ② 教育 研究 組

織 、 ③教 育 の 内 容 ・ 方法 ・ 成果 、 ④学 生 の 受 け 入 れ 、 ⑤ 学生 生活 、 ⑥ 研 究活 動 ・ 環 境 、 ⑦

社 会 貢献 、 ⑧教 員組 織 、 ⑨ 事務 組 織 、 ⑩施 設設 備 、 ⑪ 管 理運 営 、 ⑫財 務 、 ⑬ 自 己点 検 ・ 評

価 、 ⑭情 報 公開 ・ 説 明責 任 ( 資 料 10-6pp.86-87) 。  

 

(3)内 部質 保 証 シ ス テ ム を 適 切 に 機 能 さ せ て い る か 。  

＜ 内 部質 保 証 シ ス テ ム の 機 能 の 状 況＞ 

自 己 点検 ・ 評価 委員 会 で 検 討 し 自 己点 検 ・ 評価 の 一環 と し て 教育 研究 年 報 を 毎 年発 行 し て

い る ( 資 料 10-1)( 資 料 10-2)( 資 料 10-3)( 資 料 10-4)( 資 料10-9) 。 自 己点 検 ・ 評 価 委員 会 は 認

証 評 価部 会 を 立 ち 上 げ そ こ で 内 部 質保 証 に つ い て 検 討 し て い る ( 資料 10-10) 。  

 本 学 の 内 部質 保証 シ ス テ ム は 上 記(2)の よ う に 整 備 さ れ て い る が 、 そ の 実 施 つ い て は 下 記

の 表 の よ う に 十 分 に 機能 し て い る と は 言 い が た い 部分 が あ る ( 資 料 10-10) 。  

実 施 方法 機 能 の 状 況 

① 委 員 会 に お い て 基 本 方 針 及 び 実 施 計 画 を

作 成 す る と と も に 、 評 価 項 目 及 び 具 体 的 な

目 標 ・ 行 の 評 価 基 準 を 決 定 す る 。  

 

・ 基 本 方 針 の 確 認 、 実 施 計 画 の 作 成 、 評 価

項 目 の 決 定 に つ い て 一 部 は 実 施 さ れ て い る

が 、 具 体 的 な 目 標 ・ 行 動 の 評 価 基 準 が 検 討

中 で あ る 。  

現 状 は 教 育 研 究 年 報 で 総 括 と 次 年 度 へ の

課 題 で 決 定 し て い る ( 資 料 10-9  平 成 25 年

度 の 管 理 運 営 の 状 況  各 委 員 会 G ま と め 

( 平 成 25 年 度 の 総 括 と 次 年 度 へ の 課 題 な

ど )) 。  

 

② 教 育 研 究 年 報 に お い て 委 員 会 に お い て 、

評 価 項 目 ご と に 各 学 科 及 び 各 学 内 委 員 会 等

に 対 す る 調 査 ・ 資 料 収 集 を 行 い 、 現 状 を 把

握 す る 。 こ の こ と に よ っ て 、 専 任 教 員 及 び

事 務 局 職 員 に 対 し て 自 己 点 検 ・ 評 価 に 対 す

る 意 義 を 把 握 さ せ 、 各 々 が 大 学 運 営 や 教 育

研 究 活 動 を 行 う 際 に 、 教 育 水 準 の 向 上 に 努

め る よ う に 意 思 統 一 を 図 る 。  

・ 評 価 項 目 に つ い て 、 各 教 育 研 究 年 報 と し

て 学 科 及 び 各 学 内 委 員 会 か ら の 資 料 収 集 と

資 料 基 づ く 現 状 把 握 は で き て い る 。  

・ 教 育 研 究 年 報 を 自 己 評 価 点 検 の ベ ン チ マ

ー ク と し て の 使 用 が な さ れ て い な い 。

PDCA の ス パ イ ラ ル ア ッ プ さ れ て い な い

( 資 料 10-1-4 、 9) 。  

③ 委 員 会 に お い て 、 上 記 調 査 結 果 に つ い て

評 価 基 準 を 基 に 評 価 を 行 い 、 課 題 に 対 す る

改 善 策 を 検 討 す る 。  

・ 上 記 評 価 結 果 に つ い て 検 討 中 の た め 、 質

を 担 保 す る た め の 大 学 と し て の 課 題 が 抽 出

で き ず 、 改 善 策 も 検 討 さ れ て い な い 。  

・ 現 在 は 、 各 学 科 及 び 各 学 内 委 員 会 が そ れ
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ぞ れ に 課 題 を 抽 出 し 、 質 を 担 保 す る た め に

必 要 と 思 わ れ る 取 り 組 み を 行 っ て い る ( 資

料 10-10  自 己 点 検 評 価 に よ る 目 標 ・ 評

価 ) 。  

④ 委 員 会 に お い て 、 取 り ま と め た 評 価 結 果

及 び 改 善 策 を 評 議 会 等 へ 報 告 す る 。  

・ 取 り ま と め た 結 果 は 評 議 会 に 報 告 さ れ て

い る ( 資 料 10-14) 。  

⑤ 評 議 会 で の 審 議 結 果 を も と に 、 改 善 策 を

実 施 す る 。  

・ 改 善 策 が 公 立 大 学 と し て 検 討 さ れ て い る

が 限 界 が あ る ( 資 料 10-14) 。  

⑥ 以 上 を 継 続 的 に 行 い 、 大 学 運 営 や 教 育 研

究 活 動 の 継 続 的 改 善 を 図 っ て い く 。  

・ 自 己 点 検 ・ 評 価 は 毎 年 行 っ て い る が 、 課

題 解 決 の た め の サ イ ク ル が う ま く ま わ ら

ず 、 継 続 的 改 善 に は 至 っ て い な い ( 資 料

10-1-4 、 9  平 成 各 年 度 の 管 理 運 営 の 状 況 

各 委 員 会 G ま と め  ( 各 年 度 の 総 括 と 次 年

度 へ の 課 題 な ど )) 。  

 

＜ 文 部科 学 省 か ら の 設置 計 画履 行 状況 調査 に お け る 指 摘 へ の 対応 ＞ 

 平 成 24 年 8 月 に 文 部科 学 省 に よ る 設 置計 画履 行 状況 調 査 が 行 わ れ 、 留 意事 項 と し て 以 下

の 2 つ が あ げ ら れ た 。 ① 「 教員 の 授業 負担 に 著 し い 偏 り が あ る こ と か ら 、 研 究 時 間 の 確 保

や 教 育研 究 の 活 性化 が 図 ら れ る よ う に 、 教 員負 担 の 平 準 化 を 図 り 、 教 員 組織 の 将来 構想 の

具 体 化 を 進 め る こ と 。」 ② 「 医 療系 大 学 に ふ さ わ し い 施 設 ・ 設備 の 整 備 計画 及 び使 用計 画

を 策 定 し 、 着実 に 実 行す る こ と 。」  

 本 学 は こ れ ら の 留 意事 項 を 本 学 に 対 す る 外部 評 価 と 受 け 止 め 、 大学 運 営会 議 ( 資 料10-8)

で 課 題 の 吟 味及 び改 善策 の 検討 を 行 い 、 そ れ を 実 施 し た 。  

 そ し て 、 平 成 25年 8 月 に 再度 文 部科 学省 に よ る 設 置 計 画履 行状 況調 査 が 行 わ れ た が 、 留

意 事 項 と し て 以 下 の 3 つ が あ げ ら れ た 。 ① 「 教 員 の 授 業 負担 に つ い て 、 執 行 部 と 個 々 の 教

員 の 意識 に 差 が あ る と 思 わ れ る た め 、 教育 の 質 の 向上 に 向 け て 、 研究 時 間 の 確 保や 教育 研

究 の 活性 化 が 図 ら れ る よ う に 、 各 教員 の 負 担 を 再 確 認 し 、 負 担 が 大 き い 教員 の 負担 を 軽 減

す る こ と 。」 ② 「 医 療系 大 学 に ふ さ わ し い 施設 ・ 設備 の 設置 計画 及び 使 用計 画 に つ い て 、

教 育 研究 に 支障 が あ る 状 態 が 続 い て い る こ と か ら 、 県 と 連 携 し 着 実 に 計 画 を 実 行す る こ

と 。」 ③ 「 理学 療法 の 主 要 科目 の 中 に 兼任 教員 が 担当 し て い る 科 目 が あ る こ と か ら 、 主 要

な 科 目 を 専 任 教 員 が 担当 す る こ と を 含 め て 、 教 員 組織 の 将来 構想 の 具 体 化 を 進 め る こ

と 。」  

本 学 は 、 こ れ ら の 留意事 項 に つ い て 、 大学 運営 会 議 で 課 題 の 吟味 及び 改 善策 の 新 た な 検

討 を 行 い 、 そ れ を 実 施 し た 。  

 

2 ． 点検 ・ 評価 

● 基 準 10 の 充足 状況 

 内 部 質 保証 の 取 り 組 み は 、 客 観性 ・ 妥 当性 を 高 め る た め 学生 に 対 し 授業 評 価 ・ 教育 環

境 へ の 調 査お よ び 学長 ・ 学部 長 ・ 学 生部 長 に よ る 意 見 聴取 、 さ ら に 卒 業生 に 大学 の 教 育

研 究 さ ら に 環 境等 の 調 査 を 行 っ て い る 。 ま た 教 職員 に 対 し て 大 学 の 諸 活動 ・ 教育 や環 境

に つ い て の 調 査 を 実施 し 内部 質 保証 の 観 点 か ら 取 り 組 ん で い る 。  

文 部科 学省 か ら の 指 摘 事 項 に 対 し て 、 公 立大 学 と し て 可 能 な 限 り 実 現 に む け て 適 切 に

対 処 し て い る 。  
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① 効 果 が 上 が っ て い る 事 項  

内 部 質 保証 の シ ス テ ム は 十 分 に 整 備 さ れ て い る 。 そ し て 、 平 成 21 年 の 開 学以 来 毎年 、 自

己 点 検 ・ 評 価 を 実施 し 、 そ れ を 教 育研 究年 報や 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ で 社 会 に 公 開 し 、 説明 責

任 を 果 た し て き て い る ( 資 料 10-1)( 資 料 10-2)( 資料 10-3)( 資料10-9) 。 特 に 「 授 業 評価 」 の

実 施 ( 資 料 10-9  学 生 に よ る 授 業 評価 ) 、 教員 に よ る 「 内部 質保 証 の た め の 教 員 ア ン ケ ー

ト 」 ( 資 料 10-11) 、 学生 と 卒業 生 に よ る 「 千葉 県 立保 健 医療 大学 学生 支 援体 制 等 に 対す る

評 価 ( 学 生 ア ン ケ ー ト ) 」 等 ( 資 料 10-12) を 実 施 す る こ と に よ り 、 内 部 質保 証 の 評 価 が で

き た 現状 を 把 握 で き た 。 ま た 、 文 部科 学省 か ら の 指 摘 事 情 ( 外部 評価 ) に つ い て も 、 中 心

に 機 能 し た 組織 が 自 己点 検 ・ 評 価 委員 会 で は な く 大学 運 営会 議 で 、 内 部 質保 証 の シ ス テ ム

を 機 能 さ せ る こ と が で き た ( 資 料 10-9  平 成25 年 度大 学 運営 会議 活動 概 要 )( 資 料 10-13) 。  

 

② 改 善 す べ き 事項   

整 備 さ れ て い る 内 部質保 証 の シ ス テ ム を 、 自己 点 検 ・ 評 価委 員会 が 適 切 に 機 能 さ せ る 必

要 が あ る 。 た と え ば 、 内 部 質保 証 の ベ ン チ マ ー ク で あ る 卒業 生 ・ 在校 生 へ の ア ン ケ ー ト と

教 員 へ の ア ン ケ ー ト を 実 施 時期 と 方法 な ど 検討 決 定す る 必要 が あ る 。  

 

3 ． 将来 に む け た 発 展方 策 

① 効 果 が 上 が っ て い る 事 項 

毎 年 実 施 し て い る 自己点 検 ・ 評 価 、 及 び教 育研 究 年報 や 大学 ホ ー ム ペ ー ジ で の 社会 へ の

効 果 は 今 後 も 継 続 し て い く 。  

 

② 改 善 す べ き 事項  

・ 自 己点 検 ・ 評 価委 員会 と 大学 運 営会 議 の 主 な 違 い は 、 前 者 に は 客観 性 ・ 妥 当 性 を 確保 す

る た め に 外 部評 価委 員 が 加 わ る と い う こ と で あ る 。 こ れ は 、 自己 点検 ・ 評価 を す る 上 で 大

変 重 要 で あ る 。 自己 点検 ・ 評価 に か か わ る 事項 に つ い て は 、 順 序 と し て 自 己 点 検 ・ 評価 委

員 会 を 開 催 し 、 外部 評価 委 員 を 含 め て 客観 的 に 検 討 を 行 う 。  

・ 自 己点 検 ・ 評 価委 員会 で 自己 点 検 ・ 評価 の 実 施 計画 を 作 成 す る 際 、 評 価項 目 に 加 え 、 大

学 と し て の 質 の 担保 と い う 点 か ら 評 価 基準 を 明 確 に す る 。  

・ 自 己点 検 ・ 評 価委 員会 で 、 収 集 さ れ た 資 料 に 基 づ き 現 状把 握 を 行 い 、 先 に 明 確 に し た 評

価 基 準 に 基 づ き 、 質 保証 の た め に 大学 と し て 取 り 組む 必 要 の あ る 課題 を 明 確 に す る 。 課 題

解 決 の 方 向 性及 び具 体的 到 達目 標 を 明 確 に し 、 そ れ ら を 、 課 題解 決 を 担 当 す る の に 適切 な

学 科 ・ 専 攻 及び 学内 委員 会 に 明 示 す る 。  

・ 評 議会 へ は 、 取 り ま と め た 評 価 結果 に 加 え て 課 題 と 解 決策 を 報 告す る と と も に 、 評議 会

で の 審議 結 果 を 委員 会及 び 課題 解 決 を 担当 す る 学 科 ・ 専 攻及 び学 内委 員 会 に 報 告 し 、 必 要

時 改 善策 の 修正 を 図 る 。  

・ FD 研 修 会や SD 研修 会 を 実 施 し 、 自己 点検 ・ 評価 の 必要 性 、 毎年 作 成 し て い る 教育 研

究 年 報 の 意 味等 を 示 し 、 大 学 の す べ て の 教 職員 が 大学 の 質向 上 に む け て 貢 献 で き る よ う に

す る 。  

・ 文 部科 学 省 の 設置 計画 履 行状 況 調査 に お い て 、 2 年 続 け て 同 じ 内容 の 留意 事 項 が あ っ た

こ と か ら 、 前 年 度 の 改善 策 が 有 効 で な か っ た と い え る 。 改善 策 の 立案 に あ た っ て は 、 情 報
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を 多 角 的 に 収集 し て 問題 分 析 を 行 う と と も に 、 改 善目 標 と そ れ に 向 か う 具 体 的 改善 策 を あ

げ る よ う に す る 。  

 

4 ． 根拠 資 料 

10-1  平 成 21年 度千 葉県 立 保健 医 療大 学教 育研 究 年報 

10-2  平 成 22年 度千 葉県 立 保健 医 療大 学教 育研 究 年報 

10-3  平 成 23年 度千 葉県 立 保健 医 療大 学教 育研 究 年報 

10-4  平 成 24年 度千 葉県 立 保健 医 療大 学教 育研 究 年報 

10-5  千 葉 県立 保健 医療 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ 

http://www.pref.chiba.lg.jp/hoidai/index.html  

10-6  千 葉 県立 保健 医療 大 学設 置 認可 申請 書 ( 抜 粋 )  

10-7  千 葉 県立 保健 医療 大 学自 己 点検 ・ 評 価委 員 会規 程 

10-8  千 葉 県立 保健 医療 大 学大 学 運営 会議 規程 ( 既 出 資 料9-(1)-7) 

10-9  平 成 25年 度千 葉県 立 保健 医 療大 学教 育研 究 年報 

10-10 認 証 評価 部会 会議 事 録 

(H25.5.22  H25.7.1  H25.8.1  H25.8.28  H25.10.4  H25.11.29)  

10-11 平 成 25年 内部 質保 障 の た め の 教 員 ア ン ケ ー ト 結 果 ( 既 出資 料1-10) 

10-12 千 葉 県立 保健 医療 大 学学 生 支援 体制 等 に 対 す る 評 価  ( 既出 資料4-(1)-8) 

10-13 大 学 運営 会議 議事 録 (H25.3.25) 

10-14 評 議 会議 事録 (H24.3.26) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



84 
 

終  章 

自 己 点 検評 価 の 収 穫 は 、 大 学 の 理 念 ・ 目的 、 教 育 目標 の 大学 全体 の 達 成 状況 に つ い て 、

振 り 返 り 、 振 り 仰 ぐ こ と が で き 、 到達 可能 な 目 標 を 検 討 で き た こ と に あ る 。 具 体的 に は 、

自 己 点検 ・ 評価 の 経 過 の 中 で 学 生 委員 会 ・ 総務 企 画委 員 会 が 実施 し た 学 生 ・ 教 員 さ ら に 卒

業 生 に 対 す る 調 査 が 挙 げ ら れ る 。 さ ら に そ の 調 査 結果 は 、 運 営委 員会 ・ 自己 点 検 ・ 評価 委

員 会 に よ る 内部 質保 証 の 構 築へ の 始動 に つ な げ る こ と が で き た 。  

当 大 学 は 、 開学 よ り 設立 趣 旨 を 踏 ま え た 教 育理 念 を 掲 げ 、 そ の 具 体化 の た め に 教育 目標

を 定 め 運 営 さ れ て き た 。 調 査結 果 に よ る と 、 「 基 本理 念 」 「 教育 目標 」 は 教 員 の 約 9 ～ 8

割 が 認知 し 、 過 不足 が な い と 答 え 、 満 足す る 結 果 と 言 え る が 、 理 念 ・ 目 的 の 定 期的 な 検 証

に つ い て は 第 三 者 を 交 え て 再 検 証 す る 課題 が 残 さ れ た 。 ま た 、 調 査結 果 か ら 教 育 研 究 の 組

織 の 適切 性 に つ い て は 、 課 題 を 抱 え て お り 、 教 職 員 が 大 学構 成員 と 教 員 像 ・ 教 員組 織 の 適

正 に つ い て 、 設 置者 で あ る 県 の 関 係機 関 と 交 え て 議 論 し 問 題 点 の 共有 と そ の 対 策 が 今後 の

課 題 で あ る こ と が わ か っ た 。  

教 育 内 容 に つ い て は 、 教 務 委員 会 が 中 心 と な り 、 学位 授 与方 針 ( デ ィ プ ロ マ ポ リ シ ー )

及 び 教育 目 標 ( カ リ キ ュ ラ ム ポ リ シ ー ) 及 び 教 育 課程 編 成方 針 を 検討 し 公開 す る こ と が で

き た 。 今 後 、 教 職員 、 学 生 、 さ ら に 地 域社 会等 と 共有 す る こ と が 課題 で あ る 。 ま た 、 今 後 、

学 位 授与 方 針及 び教 育目 標 の 検 証 も 課 題 と し て 残 さ れ た 。  

教 育 研 究等 の 環 境 に 関 し て は 、 学 生 委 員会 が 中 心 と な り 、 学 生 ・ 卒業 生 に 対 し て 調 査 し 、

総 務 ・ 企 画 委員 会 が 教員 対 象 に 調 査 を 実施 で き た 。 そ の 結果 、 修 学お よ び 学 生 生活 の た め

の 環 境 ・ 施 設 の 整備 と 研 究 の 環 境 に つ い て 課題 が 提示 さ れ た 。 今 後 、 学 生委 員 会 と 総務 ・

企 画 委員 会 が 教 育研 究環 境 に つ い て 検 討 し 、 そ の 対 策 と し て 環境 ・ 施 設 の 整 備 へ の 仕様 を

ま と め 、 提 示 ・ 検討 し て く 必要 が あ る 。  

こ れ ら の 課 題 を 解 決す る た め に は 、 自 己点 検 ・ 評 価委 員 会 が 、 教 育 ・ 研 究 の 質 を 保 証す

る 定 期的 な 点 検 ・ 評 価 の 実 施 し 、 課題 に 応 じ た 各 委員 会 に 振 り 分 け 、 担 当委 員 会 が 解決 に

向 け た 計 画 案 の 提示 と 実 施 を 促 す シ ス テ ム の 構 築 が 望 ま れ る 。  

現 在 、 大学 の 長 期 目標 は 、 将 来 構 想検 討委 員会 規 程 の 第 2 条 ( 所 掌事 務 ) に 掲 げ ら れ て

い る 「 キ ャ ン パ ス の 統合 、 大学 院 設置 、 実 践研 修 研究 セ ン タ ー の 設置 、 法人 化 」 の 4 つ の

課 題 を 実 現 す る こ と に あ る 。 そ の た め に 、 短期 目 標 は 、 長期 目標 に 向 け て 、 本 学 の 教育 •

研 究 ・ 管 理 運営 の 質 を 向 上 さ せ る た め 、 上 記 し た 様 な 内 部質 保証 を 整 備 す る こ と が 改善 へ

の 第 一歩 で あ る 。  

 最 後 に 、 開学 よ り 教育 研 究年 報 の 作 成 か ら ご 協 力 い た だ い た 教 職員 の 皆様 に 、 ま ずお 礼

申 し 上 げ ま す 。 ま た 、 認 証 評価 の 原稿 執筆 に 当 た り 、 準 備 を 含 め 2 年 に も わ た り ご 協力 い

た だ い た 自 己点 検 ・ 評価 委 員会 認 証評 価部 会員 、 並び に 事務 局 の 皆様 に は 心 よ り 感 謝申 し

上 げ ま す 。  

 

平 成 27年 1 月 

 

自 己 点 検 ・ 評価 委 員会認 証 評価 部 会   

  部 会長     岡 村  太郎 

 


